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ま え カミ き

学力と学習指噂のお閣は学校教育の中心的な線題である。児重量生徒の学ガ向上というととは，い

つの時代でも君主わをぬ社剣包接続であ.t.父母のJi，'ujいでもあろうa 青少年の学力を凪とし，人粧を開

発ナるというととは，科学技術の飛躍的K進歩する現代K$'いて ，各国とも競って力を入れている

ととるであ.t.それは一つの世界的な動向ともみられる。 わが5lVCjo'いても.たびかさ念る教脊課

程 ・ 学習指導要鎮の改ðTを経て ，学力向上への努力は，行政面でも 笑践面でも，たゆみな 〈 真剣~JK

続けられているe ととるが，本県の実情をみると ，関係者の努力Kもかかわらず， 毎年行なわれる

学力関査でも全国水準を下まわ勺て$'.I7.とれが|匂上をはか.!:I.児喜託生徒一人一人の学力をじゅう

ぶん伸ばじ育てるととは，ぷl票数育tてお‘ける現下の重大議題である。

当研究所では昭和 3 4年以来.学力向上のための学習指導のE情交テーマとして， 全所負。共同

研究体制のもとに共陀思考をかさね念がら，主と して小 ・中学校の会教科にわたって実証的な研究

を進めてきた。をた.S G年度からは，全国教育研究所連盟でも，自活・社会・算教数学・理科の

学力と学習指導についての全国的な共同研究念行なう ようになったので ，当研究所も積極的κとの

也教科の共同研究tc~加 し，その推進tI(寄与している。

ととろで ，児窓生徒。理解カとか，思考力というものは，どのIうKして件び，その学力はどの

工うにして形成されていく ものであろうか。をた.E!i'LBK科学技術の躍進ナる現代に生きのいて

いく宵少年tI(.どのような学力を ，どの工うκして育ててい 〈ととが盟ま しいのであるうか。 ζれ

は突に重大かつ困難な研究問題である。われわれは総力をあげて ，一歩でもこ歩でも ζの附閥解決

にせまる実狂的な研究を進めたいと念、酒し.1t11'C循導技術上の問題や速効的没学力向上法ではな<. 

真K生きて偽〈学力を形成していく基本的涯学習指導法を確立したいと窓ラ。

との紀要は，昨午皮の研究紀要「読解力の形成とその指導 (1)J I'C引き続き， 国鰐科の今年夜

の研究をまとめたもので ，部みの機能代Rilした児童館生徒の読解のf集中日を，物語的文章と説明的文章

のi可分野にわた旬 ，昨年)$fよ りいっそう深〈追求したものである。さらI'C.との研究の目績である

学習指導法樹立のための予備的研究と して ， 侵業銀察を行~ったものをつけ加えた。舎がかたのど

批判を得れば幸いである。

念かとの研究は， それぞれ研究銘力学校の絶大な協力のもと !，C行怠ったもので，学佼:畏はじめ，

直後間綾Vて協力していただいた総員各位，ならびに児窓生徒緒子K対しても心から深〈感紛の主主を

3更する しだいである。
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との研究は，全国教育研究所連現で行念っ勺~共同研究の一部ををして必り， a 8年2月発刊さ

れた全母教脊研究所述盟編「国語科と読解力の形成 ，その指導1J (東洋館発行〉の有力念資料と

念っ勺ρる0・郁τかづ共同研究の幹事泉として，当研究者がその執筆の一部を担当しているため，との

.紀婆の内容がそれと共通し蜜複している点の多いととをbととわりしてか〈。また反対I'L.ぞとに

或K述べてあるため当紀要には省筆したmiもらるので，上記の共同研究報告書をあわせ見ていたV

ければ幸いである。

I 研究の構想

l 研究の趣旨

との研究は昨年度vcひきつYき行なっているもので，その趣旨κついては，既K昨年発行の「読
書事力の形成とその指導(1)J VC詳し〈述べて沿いたし，共同研究報告書Kも述べてあるので』 詳しい!

ととは省略する。た Y初めて本紀委を手にされるら方のために簡単K説明してなきたい。

との研究の目的は，)r読みの機能に即した児童生徒C読解の様相を明らかにし，そζに読解力形

成の契機をとらえて読解力を高めるための効鞠ヲ指導法を研究するjととである。との研究課題の

設定は， 今日の国語教育の現状や国語教育研究の現段階をふまえての問題意訟の上K設定されたも

のである。との点について少し〈説明を加えたい。

研究の録勉性 戦後科学的分析的に設計された調査研究が盛んVC1i:.T菌語学力も著書素的なものに

分析されその一戸一つの要素を将備の対象とした国語学力の調査カ呼7没われた。とれはとれまでた

だ談然と考えられていた児童生徒の国語学力の実態を明らか十とするととも1'(，指導の弱い領域の発

見I'L役立ち，学習指導を考える上Kその総巣をじ申うぶん活用すべきものと考えられる。いわば竿

力の診断K利用すべき点が多いと思われる。と ζろがとう した学力の調査に見られる分析的方法を，

そのまま読解指導の場にもちとんだ形式的分析的読解指導法が今日一般K見られるのである。

即ち読解能力というものを，語い力，文法力，段溶を切る力，婆約カ，要旨を読みとるカ……と

いうふ，うにい〈つかの饗繁忙分析し，続島平カという一つの会体像を楢かず，たヨその各々の力を遂

t 成させLうとする学習指導，が行念われる。とうした要素分析的念学習指導というものは，それが発

音とか，おき取Dとか，それぞれ単独Kは衣して指導できる要素の場合κは問題が念いが，読解と
いうよう念，各種。国語能力が総合的κはたらいている場合には，問題があると怠われる。読解が

成立するためYてはとのいろいろた要素的能力が一体とをつてはたら〈ととが必要で，ぞれらの要素

が偶々パラパラκ説鮮を成立さぜているのでは念い。したがって各聖書紫K分析して指導する場合に

は，それらの著書索が読解というはたらきのゆでどういう役割を泉たしているのかζれら各饗索の有

機的相関を明らかにしでかからねばならないはずである。と ζろがζうした著書家分析的学習翁議院 4

たとえば要約力というものが読解の中でどういう意味をもっているのか，という反省をぬき{'[L.セ

婆約方そのものが読解力であるとして袈約力をつけるための指導がなされる。段落を切るというと

とが裁鮮のrpでどういう意味をもつか念考えずK段落を切るととそのととか，あたかも読解力その



ものであるかのように段落の切り方が指導されるのである。

読解という ζとほ女茸を読んでその意味を読みとる ζとと考えてよいであるう。との文章全体の

意味を構造的につかむためK段落に切る作業が行企われる。しかし実際Kは段落を正しぐ切るとと

ができるためKは，それを可能にするよう左読みがその根底 K 念 v.r:民t~ばなら念い.そのようを

読みができていてとそ始めて正しぐ段落を切るととができるわけである.したがって正し〈段港が

切れたというととは構造的K正しい読みが成立していたという とと念のである。それゆ.え，段落カl'

正し〈切れゐかどうかを評価の対象とするととは，それを通して文章を構造的vc読みとつでいるか
どうかを判断す‘る資料f'Ci.d うる。読解@指潟としてはとのようえt正しい段蕗切bが成立しうるよ

ラをその主う念読みのカを培うととがたいぜつ念のであヲて，段落の切担方そのととを目的とする a

指導がだだちにζのような読みのカを培うとと101るかどうかは，そとにじゅうぶん吟味して見な

ければ念ら念い問題があると忽われる。とうした筒題点をすり惚けて段落の切b方それ自身を読解ゐ

ーカ(もしては，その要素〉として読書草指導の一つの自的として街道されているととるK問題がある

のである。

そして実際にとうした要素分析的学習指導を見る左，段g指導κぜよ ，大意は鐙の指導にせよ，

あるいは部分を全体の文脈の中でとらえる指導にせよ νζ うした饗蜘ヲ能力の学習指導拡，すべて

文章を静止的に結果的に分析する作業K念っている。ぞとでは言議活動としての読むというカが堵

われるという工 Dは Jむしる，文章誌を素材にした分析的操作KよD科学的な思考力が培われる Zう

K思われる。文意を対象とした分析的な科学的思考の訓練がなされているといってよい。もちろん

言語活動としての読むはたらき，読解するはたらきの中κ，そうした女茸を科学的に分析し，総合

してゆぐ思考力がはたらいでがり，そうした思考力が，読むはたらきに重要であるととは考えられ

る。たYそうした思考力が読むという雪語活動の中にどうはたらいてかり，どう関係してくるかと

いうととは今日まだ不明であJ:I，との点、を明らかKしてゆぐととが今後の大きii課題であろうと息

われる。

また， とうした要素介析的拘導は ，あるいは段落を切りあるいは大意をとらえー，あるいは細部を

読みとるというよう左 ζとそれ自身を巨的とした指導が念されているかのように見えるが，実は，

そのような意図のもとに，それを解決しようとして生徒自身が反復読みを(j)返す，その過程にか

いて，幸子のずから言語活動としての読みが深められてゆ〈のだといえるかも知れ念い。毒事実その通

りだと，恩われる。ただそのよう1'(.とれらの方法を読みを育成する手段として用いるの走らば，そ

のよう念観点からもうー度吟味しなb してみる必要があるであろう。

学習指導というも却ま長い経験ゐ積み霊ねの上に成り立っているものでるるから今日の要素分析的

学習指導が読解カを培うょに有効念ものであるととを疑うものでは急い。読解カという諸穫の言語

能力の有機的に総合さオiti.は訴とらきを考える場合，とれを形成する諸要素十て分析し，そのど'とをど

う高めたら読解カが高まるかど考えるととは，科弓術ヲ念見方であり科学的方様である。たYぞれが

続解力そのものを忘却して単たる著書3底的能力の育成のみを考えている所K問題がああのである。し

かも今日のそうした学習が文章の分析的操作に終始して，それが子どもの言語活動力を培うという

目的K じゅうぶんそいうる学習方法κなっているかどうかに疑筒を感ずるのである。 ζ うした点~

反省し，とれを吟味し?を沿してみるととが今日の学留指導を改善する一つの方向であろうと恩われ

る。
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研究の動向 宮ず読むというととについて考えてみたい。 f読むJというととは，文章にかかれ

た意味を読みとるととであ!J，言議機能としては理解のはたらきを本質としている。とのよう念意

味ではf読むJととは読解と同議と解してよい。さτとのちど寧のf読みJというものは読みit.iJiら

潔解してゆ〈という特質をもっている。実際生活K拾いての読みは，普通 f回の読みで終了してb

t ，たとえ意味のJA解が困難で2回5回読むV亡しても，それは読みながら理解してゆくという原則

Kはずれるものでは左い。文章は時間的表現をもっているので，その王制車は継時的な読みを必要と

する。図形や図式のようκ会議見を一挙に鳥かんしうるものではないのである。たとえ巌後κは文章

の全貌をは援し得た十亡しても.その読みの過程tt冒頭から末尾まで時間的経過をえどるのである。

いま文章まを一つの建築物Uてたとえる念らば読み手は全文の読了段階K必いてはじめてとの建築物の

会親を心の中K捉えるととができるのであって，文章があるからといって最初からζの建築物を見

きわめるわけにはいかない。読みというものを通してとの建築物を心の中κうち建てるのである。

しかもそれは，との建築物を作った大工が 1本 1本柱を立て T枚 1枚板を組み合せて建てていった

それと会〈同じすじ滋をたどるのである。つを b読み手は r書き手の表現過程I'C導かれつつζ・れと

金〈同じ道程をたどって読み進むのである。そして全体を読み終えたとき，書き手が建てたとほぼ'

同じ廷喋物を読み手は心の中K再建しているのである。とのように奮き手I'Cよって番かれたととば

1'(;導かれつつ舎き手と金〈同じすじ道をたどって同じものを組みたててゆ<，とれが読むという仕じ

事である。その仕事がよくできたかどうかはそζKでき上がった媛築物を見るととKよって評価さ

れる。

とのように読むというととは読み手の読解過程(文章を読み進む過程)が書き手の表E必昂程(文

章を脅さ進む過程一一文章として客体化されている〉をそのままたどっているのであるが，とのよ

う念手順をふんでいるKもかかわらず，読み手のうち建てた建築物が書き手のそれとは似てもつか

念いものに念りかね左いのである。読解の問題がととκ生まれて〈る。との欄迭は読み手がとれを

組み立ててゆくすじ道Kかかわるといわねばなら老い。鋭角干の間越は， ~~~H亡との読み手が女主誌を読

んでゆ{過涯にひそんでいるといってよいであろう。さきに述べた介析的読解指導。実際は，いわ

ば女主義をでき上がった建築物とし，とれを解剖介析するというゆき方で，文章の介析的研究とも称

ずべきもので，言語活動としての「説みjというものを考慮の外K鐙いた立場で行なわれているよ

うK思われるのである。

以上述べてきたようK女主主は継糊ヲ表現をもつものであt，継附句Vて読むという事実のよに立ゥ

て，読解というととを考える時，どういう読解過程をたどるためにそとに正しい読みや誤った読み

るるいはゐ深い読みや浅い読みというものが成立するのだろうか。との点が問題である。

元衆文章は一つYきの女茅〈言語15-を記号化したもの〉の緩タjである。とれを読みit.がら，単語

交節，句，文，段1&と意味単位を意識の中で区切りつつ，交えそれらを関連させ結びつけつつ，読

み進むのである。とうして文意の読みは冒頭から末尾まで継時的に進んでゆ〈が，心理的にはその

読みの過程は単純な直線的な進行ではをぐ，泌行や屈折を含みつつ，時I'Lは ，また飛躍し，あるい

は遅滞するというような複雑な進行をたどってゆくと忠われみ。語いを認知し，文節を意議し，文

を理解してゆくといラ過程の中で，心理学でいう握手化作用が営まれ，読み手がととばの連続を意味

単位K区切!)~がら嬰約的は援をしてゆ〈一方，とれらの意味単位を連続発展させて文脈的危もの

I':C秩序づけ意味体制化してゆ〈ととが読みなのである。つまり女3訟を読むというしどとは，読み手
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自身がととば(管，文字〕の連続を意味単位~区切 P つつ，かっとれを接続連関さ1せ，交際的念も

のvc秩序づけまとめつつ意味体制化してゆ<，主体的なはたらきによる作業であるというこ左がで
きょう占とうした読み手の主体的念はたらきが読解を成立さぜる線腹にあると恕われる。

との読み手の主体的設はたらきに注目 しz日本語の語いと文法によって綴られた客体的念文章と

いうものを，読み手がその主体的念はたらきによ bどのようK読みとってゆくのかという読解のメ

カニズムを明らかにし，他面会た，そのよラ~視点でみた子どもの読みがどのような様態のeもの念の

か， ζの点、に研究のメスを入れてみようとナるのがとの研究の出発点である。 RPちさきに述べた読

解過程の分析から ζの研究は始まみ。そしてζのよう念読みの機総κ~p した子ども φ読みの様態を明

らかにし，その上に立って今日の読解指導を反省し，主事ましい務先手指導のあD方Kついて考えてゆ

きたいと考えるものである。今回こζvc発表するものは，昨年度K引きつづき，とのよう念立場か
ら子どもの読みの様態を切らかU亡しょ .うとする研究でるる。

2 研声タ計画iと経過

(1) 全体計画

第 4次研究 読解過程の分析

第 2次研死一 宮震指導法の仮説の設定と倹託

第5次研究 読解指導王手請の構成

段階別主題の内容Kついて説明すると次のどと〈である。

第 1次研究;読解)el糧の分析

ζの研究のねらいである望ましい読解指導法を生み出すためKは，望ましい読解指導の仮説が設

定され乏ければ念ら~い。そφためには児窓生徒の読解の実態を明らかKし，とれをふまえてその

上に仮説が設定されるととがたいせつであると思う。 ととろが今日，児費生徒の読みの機能に却し

た読解の稼相がじゅうぶんには援されて念いので，との点を明らかにして読解力形成の諸契機をそ

と(t[とらえ，仮説設定の観点をうち出そうとするのが第1次研究の内容と念る。

~2 次研究，読解指導法の仮説の設定と検証

第 f次研究で明らかになった読みの機能と，そとK見出された読解 7J形成のe議契機K立絢して

寝ましい読解指導の仮説を設定し，とれを検鈍する。

第 5次研究，読解指導理論の構成

第 2次研究の結桑十亡事長づき読解指導理論を構成し，その一般化をはかる。との全体計画は，会関

教育研究所連盟の共同研究の計画と同-jI(してある。ーその進捗状況は昨年度及び今年度はa;1次研

究で，今年度後半第2次研究K僅かに足をふみ入れた。 38&手:ttK第2次第5次研究が行なわれζ

の研究1'i38年度で一応の終結を見る予定である。

(2) とれまでの径過

本紀聖きに錫載する 37年度の研究は 36 年度K~ I きつ Y き第 1 次研究が主と~るが，との第?次

研究を進めるに当たって採った方法ゃ昨年度の研究結粂について略述ナる。

第 1次研究は読みの機能に閃]した児童生徒の読みの綴態を明らかにするととである。裏返してい

えば児童注生徒の読みの機能の追求であるu 児童生徒の読みの中Vてどのような読みの機能がはたらい
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τいるかを見究めよう とするものである。読解過程を分析してとれを追求するわけであるが ，との

際できるだけ指導の要紫のぬいら1.iν正子どもの自然の読みを調べ，あるいは観察する舎ととKよって，そ

亡に守合'もの読みの機能を見出そうと苦言えた。そとでわたしどもはがよそ次のような研究の進め方を

した。

「fJア |読み炉ポ|読み[ナワ

ー同玉石扇町 |読みの緩態 I "'1読みの綴態 |

Aは，読みの機能は ζうではある詮いかと一応考えられる仮説でめり ，Bの嵐長である。との場合

読みの機能それ自体未明確念ものであるから，仮説というよ Dは，そうした立場での怒とでもいっ

た方が妥当かも知れ1.iい。

Bはなるべ〈指導の手の加わらない児意生徒の自然の読みのま業態であるの

1. Aの25からB<lJ読みの様態を見る。

2. 1の作業を通して， I1Dち子供の読みの実態を見るととによって，漠然としていた読みの機能A

lまやや明E霊化され，あるいは修正され ，拡充されて0の仮説が生れてくる。

五 とのGの窓をj還して子快の読みの綴態Dを見る。そ ζに挨えられる子供の読みの機態DはBの

場合よりも一層詳しい込のとして捉えられる。

4. 3の作業を通して読みの機能は一層詳しいものと念るo 0は拡充深化されBが成立する。

E 以上のようK子ど杭読みの織態を免;;sととを〈担かえずζとVCよって ，次第に読みの機能もは

っきりし，手どもの読みの綴態も詳し〈なる。 A より c， cょ!1Eと読みの機能は明確さを憎し ，

BよりD >. Dよ!?Fとそとに見られる子どもq禿みの機態は精街さを増す。

調査方法とじてば質問紙法を中執とし，とれに雨接決を併せ用いた。詳しいととは昨年度の紀著書

f読解刀の形成とその指導(1)J (1(ゆずPととには省略する。

~~てとれまでの研究で捉えられた読みの綴態を簡単K記してがく。

1 文章の冒頭都の読みが， ...:その文主主主祭解K大きな方向づけを与えるようである。

読み手は曽蹄i¥)VCかいて読みの方向を従!獲し ，動機づけられ材ら関心を持続しつつ読み進むの

で文敢への関心 v予告P、，筋の展開等I'Lかかわる緩めて重要望k読みがとの部分にひそんでいる。

2. 女貨が長くなり意味単位の集績がt許大すると，読み手のとれを把持する力がうすれて しま.うの

で1.iいかと思われるふしがある。

五 読解力のど〈未熟念段階でね， ，作Jが，いつ，どとで，どうしたというととばに対応する毒事実の

認識鱗造が舷立してい念いように思われる。

A. 発遂段階的にみると，小学校中学年ではととばに対する反応がかなP主観的で，文京全体の読

みもそうした主観κ支配されやすいが， 高学年では次第κ客鶴的読みになって〈る。た Yζの際

感動む念い平板?を読みに念る事3たもまた見逃がせ宅:い。物語的文主主の読みとして，との主観的読

みから客観的読みへの移行VC問題がひそんでいる工うW思われる。

5. '3之裁を読むに当たって読み手はでその経験を土台にした主観Kよって独自の意味を形成しをがら
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(ζ とは:~て対して首~It亡主続的反応を合みまがら〉緩み進むが ，一応、文章は ，とと 1'Ïのもつ叙述的

機能によって客観的意味の形成を読み手に著書議するものであって，読み手は読み進むKしたがっ

てー且自分の形成した意味を文鷲K合わせて修正してゆ〈。とのように女官訟に対ナる主観的反応を

コントロールしつつ文章賃金体の意味構造を把握してゆ 〈のが税解の過程であるようK恩われる。

(3) 本年度の研究計画

本年皮t立全国共同研究で共通素材を用いることKなったので，設問は独自のものであるが，素材

はとれ[てしたがった。

1. 協力校

北蒲原郡豊栄町立E富士家小学校 新潟市立上刷牛絞

~t蒲原郡皇室栄町立蕊塚中学校

Z 対象学年

新潟市立鳥鹿野中学絞

。母校五年 小学校 5年 中学校 2&手

五素材

物語的文章 ロンロンじいさんの動物園

媛雪

尽根の上のサワン

説明的文ま言 動物園の話

話すととと誓〈とと

マス，コ Eュニケーション

4. 調査方法

的ペーパーテスト

(小3) 

(小5) 

〈中'2) 

(小3) 

〈小5) 

(中'2) 

今回の研究の主軸を?なすもので， 読みの機能I'L.&Pした児家主主徒の様態を見ょうとしたもので

ある。

自由記述を主としている。

(iD面接

織助的7l意味が強いが.(j)と合ぜて子ども個人例入の読みの綴態をやや微視的に見ょうと し

て，研究を進行している過程にある。

Oli) 授、業観察

とれは，実際の授業を対象として読みの様態の線察κ資ナるとともκ，第 2d;.研究の足がか

りとして即ち読解指導法の仮説設定への準備として行在った ものである。対象草子よび素材は

小学校 5年f小さ7lかんどふさんJ
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E 研究の概要

1 ペーパーテス トにあらわれた様態

(11説明的文章

ペーパーテストK使用した説明文の素材は，全国共同研究の共通素材である。本紀委の冒頭でもと

とわった工う1'(，共同研究報告書~I'(舎かれた内容と重複する菌は撃を念るべく省量得し，主要事項のい

〈フかについて述べるととfてする。

記述の体裁として，まず対象学年別1'(，事予も念様態Vιついて述べ，最後Vζ会主主年を通じてみられる

ことがら申てついてまとめるという形をとる。本文と問題を各学年の巻頭I'C発jげ，ぞの後κ考察を加え

るととにする。念必考察中1'(51用ずる上・ 中 ・下位群の応答OlJは，任意K抽出した見本児童のもので

るって会問題一貫して同一人の反応である。

説明文の調査問題の権迭について

説明文に沿いてt.l:.物語文の湯合ほど情趣的な味読の臓を柔軟にかつ広〈考えな 〈てよい函もるる

ので，各学年をi遜じて基本的念調査構造はほぼ一定にした。

読みの過稜K応じて， 読みの様態がどう変化し，読みの機能がどのよ うK変容してい〈か，ぞの一

部分会りとも究明するのが本調査のねらいでるる。いわゆる大意のは鑓とか，要約とか"段落意識と

かいうものが，どのよラ 念かかわりを持ち合うかをペーパーテストの限界内で知るととがとの調査の

意図なのである。問題構造を厳揺すればつぎのようでるる。(三年の例)

(第一部)一次読み I (第二部)二次読み I (第三都)評 価ー

。.文字・5善いの抵抗をみる 。文字・語いの抵抗を除〈

1 文題 (直観的概括〉→ 1 記述対象やζ とがら e Z 象の要点

2，槙桜 五 象の細昔日読み

五 重要箇所への傍線 ーー参 2. 重要箇所 皇帝ベンギン

キイー・センテンスやキイ ・ワ 読みを重ねるにしたがってどう ペンギンの細部読み

ードをどうかさえているか。 かわるか。 /〆. 6. カンガーJレの f/ 

4 段落区分 5. 段港区分 Z ぞの他の動物の記述
ー... ・

E大段落の指示 段 意

段落意識と要点は鐙

6; ，妥約 → I 4. 妥約 → I 8. 動物閣の使命…要約

間態の問題の重ね合わせ~よって， 多少でも読みとりの推移をみようとした。
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小 学校 S 年生

〔本文と宮崎査 1問題〕

(動 物園の話 )

形式段穂署号は便笈的なもの。 鑓名は伏電寄る。凶奥 J:t重量出版 小字国語 三年(ー 〉

1. ぞうは .りくにすむ動物の巾で，いちばん大きな動物です。力が強く，そして，せいしつがや

さしいので ，ζ どもたちは .ぞうが大すきです。動物簡の ，ぞラのおりのまわりには，いつも，

ζどもたちが，おおぜいあつまっています。

2 ぞろは水あそびが大す語きです。だから，動物翻でも.i'f.になって響くなると.のみ水のほかん

水a:>び用の水をやります。それぞ長いはなでいっぱいにすいとみ，ははをともすで .あたま，せな

か.よ乙ばらと ，からだじ申ろに .いきおいよくふきかけます。大きたぞうになると，いっぺん

に ，六パケツーぱいの水ぞ ，わけなくすいとりζ とがで重きます。

3. ぞうの食べ物は .官置や.やさいです。ぞうは .か6だが大きいので ，とてもたくさん食べます馴

ふつうの大ささのぞうでも.- EUこ.わら百キログラム ，さつまいもまま十キログラム，リンゴ五

キログラ ムも食べます。

4. れいぼう虫には，乙うていペンギンがいます。 さひい溺き主くから来たペンギンは箸さによわ

いので.li置のあいだは .れいほう裁はとじこもっています。れいほう府の君主担割ま ，いつも，七蕊

から十l定ぐらいにしてあります。

5. とうていペンギンのあたまや ，ぜなかは黒く .0ねからはらにかりて以まっ自で，いかにも土

品そうにすま しこんでいます。でも，よちよちと歩くかっとうは. ~るでめかん低うのようです。

水の中を .およぎまわっているペンギンもいます。りくの上とちがって，すぼらしいはやさです。

6 おかあさんのおなかのふくろから .あかちゃんカンガルーが，かお令市レています。いたずら

そうな日を，くるくるさせて . めずら しそうにタI-~児ています。 主主まれたばかりのあかちゃんは

とて も小 さいのです。あかちゃんは・ふくろのゅのおちちをすってそだちます。 生まれてから半

怨ぐらいたつと ，ふくろから州て a歩くようになります。

7. さめたちが.岩の」こであそんでいます。

& 大正幸なかばが ，のんびりと，，*あそびをしています。

1:' りつ…がみをつ………相つ一…九
1Q d'りんが .i畏いくびぞのばして，わたしたちを見おろしています。

1 ~ 動物E置には，とのように ，強い動物 ，めずらしい動物，かわいい動物がたくさんいます。励

物闘では ，そんなにたく さんの動物径かつて， どうするのでレょ う。まず ，わたレたちに .動物

を見せて .たの しまぜてくれます。 また .t世界じ申うに.その数がごく少なくなって， ζ のまま

ではいまにいなくなってしまろような動勿をかっています。そして，そういう劾物の数をふやし

そのし申るいがほろびないようにしています。また .いろいろな動物の生活をしらべたり ，その

病気者きなおすととぞけんきゅうしたり しています。

1 脊品

縞査問題

3~ 

よくよんでわからない字や .ζとほの右わきに .たてせん

車且 ばん名まえ

場ひ合なさい。

ひいたらもろーど .よみましょう。よんでから ，つぎのもんだいにとたえましょ う。

'・ト. 、
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. 
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一 乙のおはなしには ，どんなだいをつけたらよいでしょうか。 ( )のなかにかさいれなさい。

〉

一 どんなおはなしですか。だいたいかいてみてください。

ー もうーどよんで，たい'1:3.コだとおもったと ζろの右わきに，なみぜん~、~ ぞひきなさい n

四 ζ のおはなしは，いくつにくぎられますか。ばんとうを，よ ζ営んできってください。(せ

んせいのおはなしをさきまレょう。)

2 3 4 5 6 7 8 ? 10 11 

五 ζ のおはなしぜんたいを，大をきく二つにわけるとす れば，どとで〈ぎったらよいでしょうか

くぎり自に』そっけなさい。

2 3 4 5 6 7 8 ? 10 11 

六 ζのおはなしぜんたいを .まとめてかんたんにかいてください。

2 古事 3鋒Z 主且 ばん名まえ

せんせいがよんでくださいますから，よくきいてととばのいみもおならいしましょう。 (ζく

ばんをみましょうο)

一 ，ζのおはなしは，なんについてかいたものですか。

加も てんせん

ー たいせつだと思うととろの右わきに 一一一一 ぞっけなさい。〈 まえの--とおなじと

ζろであってもよいです。ちがってらよいです 。)

ー とのおはなしをくぎって.ほんとうぞO でかc.~ . そ の したになにがかいであるか持と

めでかきなさい。

2 5 A 5 6 7 8 ? 10 11 

四 乙のおはなしには，どんなζ とがかいてあるのか。まとめてかんたんにかいてください。

3 膏事 3量手 組 ばん 名まえ

ぞラのととがかいであるのはなんばんですか。そのばんとうをOでかとみなさい。
2 !J 4 5 6 7 

一 ぞうlについて ，どんなととがかいてありますか。

ー ぞうについて ，つぎのもんだいにとたえなさい。

大きさは=

せいしつは=

フたずきなものは=

一 ?ー

8 ? 10 11 



食べものは=

忽 とうていベンギこJについてどんなことがかいてありますか。

主主 ペンギンについて〆つぎのもんだいにζ たえなさい。

いるとこるは=

なぜそこにいるのですか1

ベツギンのすがたはどんなですか=

ペンギンはりくのよと水の中とでは，どん}なにちがいますか=

六 カンガーJレのあかちゃんのようずはどんなですか。

あかちゃんはどんなふうにそだちますか。

七 いままで出てきた動物のほかに ，どんな動物が苦手いでありますか。

八 た之ござんIの動物をかっている動物留には，どんなやくめがあるでしょうか。番号をつけてじ

申んばんに容をきなさい。(ろらに書いてよいです。)

※ *文えてがき

〔考察〕

l 文章の直観的概括的なは援について

第 1音sの文書遣は，いわばー筑後;の直裁的念は皇軍の篠態をみるものでさるり，第 Z都の「なんについて

奮いたものですか0，Jとh う間いは，言己述の主対象を権定させるもので<bる。問い方は異なっているが

内容的には近似しているものでるる。その結泉をみると，ほほ概観的7.d'I握状況が縫定されるよ !うκ

患われる。

文題は多種多機で~ったが ， 会よそ次の 4穫I'C分けられるようでるる。

白重糊園の類 、

動物閣の話 ，動物園，楽しい動物関，動物たちの動物園，動物町，子どもの動物園 など

m 動物の類
動物た1;"動物のいろいろ ，動物の生活，陵K住tr萄J物，動物むすみかた ，動物物語 をど

回特定の動物を中心と，したもの .

動物閣の象，象の動物園，子どもと象 "象は食物をいーっばい食べる ，食べもの好tt君主象，象とベ

ンギン，カンガーJレの赤ちゃん，皇帝ぺlンギン 念ど

包ぞの他

71< ~争ぞび，動物のるぞt.J.， 象のすき念子ども， 無答 など

との四種類を念頭になき念がら鎗一次と第二次の反応状況を，第 1表彰工び第 2表によーってみてゆ

〈ととにする。
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第1表文 勉 (一次読み) 2時1f.数 164 
、

a 

領 1 文 電 f虫 類 文 題 数 翻 文 S自 数|傾 t 題 s: 

[i I 7 動物鴎の孫 8' 

回g脅ai!i1今，2 動物的
10 凶 ソ象のζと 12 I.!J ニ動物のあそび z 

1責
イ 動物煽 34 動物のいろいる 12 

特
タ 象の動物窃 10 

-t 
E 水あそび 5 

物 定 の

抱。楽しい動物l弾 2 動物の生活 6 の チ 子どもと象 4 他 ホ象の好きな子ども 3 
E出

ノ 動物聞のととらKz 動物たちの動物倒 2 サ動物の住みかた 4 物 "1 ~べもの好きな象 A 
いる

オ動物-r 2 シ勤続物語 10 テ象主ペYギy 5 ，、興 2耳

士 子どものi~随 3 I Î  陵に住む動窃 5 ト 皇帝ペンeギY 2 

キ 動物たもの'l..)酎 1 I セ象と動物 3 ナ カンガルの赤ちゃん

itt i52 n 50 計 五色 針 26 ! 

第 2 ~受 なんについて書いたものか (二次銑み)

類1 文 鑓 数IIi 文 @ 14l J.u 文 D 教|簸 文 lfj 教

11 あ tiOJ濁について 56 国 う 動物について 48 包 え象事Eついて 16 回 書 公団について 2 

い jj~1liのtH司区ついて 30 おペンギン A 〈 勉強するために 官

か象とキ9:-' け鰻r.. 4 

86 計 48i_， 計
一一一←一一一一一一一

22 ;r 
ー---L!-E--

e t 

注 子どもの関見どなり 7て列挙すれば多数tciをあが，わずか念途いは綴似項目に一括した。

ヨビ題をつけ・るというととは，読みとった内容を象徴するという ζ とでちり，総体的な印象を表現す

るというととで，f;るから，ぞとたさまざまな偲人寿の出てぐると・とは当然でらる。本文と題名からみ

て，QJ~訴の中でも多分に正答性を持つのは，ア・イ・ウの三項でるろう。本文の勉名と同じ< rlTJ物
留の話J と したものは，全体の 5~f(みたないが . とればすべてよ位群の児按であった。 r~}物鐙J

としたものは 20%強で ，との中fては中位群もあり， 下位群も若干まじっている。 r楽しいiJ)物箇J
とした者は ，自分。見聞等の経験から楽しいムードそ感じとったものであろう。とにか〈ア・イ・ウ

の合計 ，3 0 'foの児童は，ー設で疋硲κ文2設を直観的K概括しているととになるのオ・カ ・キの三類

1ま必ぞらく絵本紙の連想から勝手K主観的なは鐙をしたものと恩われるが，幼い続みで参るといって

よいで参ろう。

ととろで， ~ ._g_英国は低・中学年児童の読みの陥りやすい傾向で参るく文章。rl'の共体的事象!とひ

かれる。>という現象を示すものの工うで彦る。たしか1'(t ζの.*:1案。大半は動物の記述Kさかれ，

応援に駐在いほど~つぎつぎと動物がを場するので，その面fてのみ絃惑されやすい。しかし ， 第回

一慈のようt'C個々 の動物や，特定の動物の印象だけに吸着されずI'C， r動物たちJr動物のいろいろj
というふうに綴指しているθは質的K一段高い ものといえる。コ・サ・スのような文砲も参る緩震の

抽象件令もっと考えられるし，とれは思考の7}<織としてはア・イとほぼ似た開さκあるものでるろう

が，筏J保が員今っていると考えるぺきもので~ろう。 -liは fll 類(fÇ近 1.;'>。シ「動物物総J というのは

読みもの塁手のfill(l(よるもので遣うろう。ク ・ケの合計が 13%，コ・サ・スむ合計が ，81>強，国

類の合計が，l司怨とほぼ等し<30 % で怠る。 との|剥類vcは ，か念りの級観的~は錫力が認められ

- 1 1-



るし，事実全戸ヒ二次の読みとりではか念~ITl類へ移行レている者がみられるのである。巴類には ，

中位鮮が多いが上位若手，下院群とも若干まじっている。

国惣は全〈主観的念印象は鐙であって ，文宣言の特定都文のみにひかれている。L:tでも ，象。て吸

引された者が.全体の 20 %量唱 団 類中の?日%弱I't及んでいる。ソは象のみ(!c注目しているが，

タ「象の動物調Jは，せっか〈動物鼠というものへの倉舗は持ちながらも，象を主体として他のも

のはすべてぞの背後K埋没させてしまっている。回類は合計して 22'fo弱で，一次読みで部分的同

象的1i:続みをするものがか念り ある ζとを示している。

|亙類は ，1 5 ~らの多き κのぼり，ぞのうち無答が 9%弱になよんでいる。との結果をみると，低

.中学年では，一議後その大手家をは織でき念h者のか念りいるζ とが知られる。

国 類 .巴類の合計は 3710奇襲で，とれらは読解指滋土問題の多い，特別拘li滋を要する児怠でる

る。なぞら〈文字 ・語い等，文1抗議解以前の問題をもっている者も多いと怠われる。

ととろで，第2l長をみると第13健κ比べて)J夷自の散布が極めて少な〈念っているととK気づ〈

ζれは，第二商事の設簡が， r念んについて聖書いたものか。 Jという，記述対象の指摘の形をとっセ
いるので，文飽をつけるよう念事実現的念妥素が加わら念いととKもよるのでおろう。しかし， 一方

また第二次の読みとりで読みが深まり正し〈念ったともみられるe 第二次の続みとりでは，教師に

よって文字・語句の海道が 1i: され，続みの抵抗がか念り除かれているよIIC読みを~ねるとと κ よっ

ていままで全体は績が慰霊維であった者もしだいK文意を紙観して〈るようκ念るものであろう。た

とえば速長を眺める際K最初は自分の気κ入った樹木や敏感だけK注目したり ，肢の合わ設い双眼

鏡でもうろうと風祭を銚めていた者が， ー浴jf1いて客綴的vc途長全体を眺めたり，窓訟を明らかt亡

し，焦点を合わせて嵐長を明績にとらえるにも似た事情がるるものと考えられる。

4寺κ注目していいのはIJ:J類の滋加と .1}]類の減少である。白類では動物闘の動物というような

さとめかたもみられるが ，とれば中学年初期らしい表現である。回菱自では無答がへる。I]J類のう

ち，抽象伎の高いまとめかたをした者は大部分田知へ移り ，1}]類で多少没りとも動物国や， 動物

たちを意識したものは図類，まれK白類Vヒ進んでいる。全体的にみると ，11]類とIJ]類の総数は

比較的変化がな<，ζのような読みとりは低・中学年ではか念り存在するのが常態で念るようyc怠

われる。

2 綴織の~みとりについて

低・中$~ニの兜主主K とって敏縦を~くという作業は攻かをか図懇である。 ζれは結局読みの未熟

に起閃するもので~り a 全体的 !.l 窓味体制が不充分で&るとと K線ざしている。研究紀婆第 5 1 ~誌

でも述べたと合り ，復訟の型は一応、次の7類型と念る。

(1) 完全な縮約君主(主要念場事実をもらさず，しかも全体を調和的I'C)

(2) 大窓を要約する型

(3) iJZ板綴沸H担(全体の事実内容は詳し〈書〈が.鋭みのー震性が欠如しているもの〉

w アンバランス念主観型(一応まとめてはいるが，主観的印象のみが紬κ怠っているもの)

(5) 興味的断片裂(輿咲多る線分だけを断片的に記すもの)

(6) 念いまいもうろう型

会(7) 無字草。をたは逸脱型
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主と 6で，今回。問題では設問の題意を充分に王塁線し左かっ t(;ためも&ろうが，極右~の体をなした

反応は意外に少なかヲた。 rどんなかはなしですか。だいたいかいてみで〈ださい。」という交はさ
して抵抗'のある表現とも思えないので，とれは結局，低・中学年では槙級をとらえる力が未熟でさ与る

Eとを示しているも のでるろうσもっ とも，スミルノ 7の調査に主れば ，子どもκ文惹を読ませて，

ぞの筋書舎を作らせたととろ，小学校2年生では全〈不可能で， 4年生で 170/0 ，6年生?で断<2 5 

%の成就率V亡すぎなかっえと報告されている。低・中学年Vては，文と文とのま命底的なつ念がりを読み

と.9，意味段落。関連的念発展を読みぬ〈体系的統伝的君主思考作用が発達してい念いとみるべきで&

ろう。

との素材の場合では，解答の大部分が(4)アシバランス念主観裂， (5)興味的断片型，(3)平板羅列型等

(iL集中 したので巻る。 具体的な動物名が多〈出ていて，1.1:んらかの手がかりがあるので，さすがに(6)

あいまい型枕念<，(7時比絞的少念かった。しかし，同時に(l)完全縦約型はほとんど念<，(2)大主主餐

約型も決して多〈は念かったのでるる。各類型の比率を参考のため{吃笑jけ・るとつぎのようでるる。厳

密~分類するととが困難念ものも&ったが，お・よぞの傾向は察せられる。

第3.表 J使械の型 1 発達段階からみて I 3年生は時間的左系列κ従った事件中心の物

(J) 完全締約

(2) 大怠長約

(3) 平板羅列

(41 主観

(5) 興味断片

(6) るいまい

(7) 無答 。他
」 一一

9も Z蓄のよう左ものはややできゐけれども ，本教材のよ うK動物の記

E 

1 3 

26 

34 

1 6 

。
1 1 

述が並立したたとK総括的念説明文のついているよう念もの1'L1.:

ると jうま〈綬械をたどれ?をいようで参るか文儲は「動物留のか

はなしJなどとつけている子どもも梗概では動物名や，ぞのよ う

すなどを列挙している&りさまでるる。前半の動物の説明 ，描写

の部分Vζのみひかれて， 形の上で一応主と 1まったものでもぜいぜ

い仰の段階Vてとどまり，(4X5)のZ訟に陥ってしまうようで必るイ(り

と(5)では ，念ん主いっても，象を巾心V亡したものが第 1位を占め

ペンギンyカンガ?ルと記述電に比例 しているようでるる。もち

ろん記述量だけでは念<，象の段落は冒頭部分1'L<hり摘写が細かく，興味的であるととも参ろう。 と

iふ〈子どもは具体的念事象κのみ吸引されやすいので，結尾の要約段落までとかして複線を書か1.:

h者が多い。

とれば ，つまると ζろ，子どもが充分なヌ1来意識を持って読みを進めて公らず二したがって ，最後

。段落の冒頭の「動物園には ，ζのよ うに……J念どの，前段落と承接する箇所を見のがしているた

めで参ると恩われる。使舗のは鐙の校時芝によって， 読みのかたよりや， 充実の度合いが測れるほど，

額滋をと らえる力はたいせつのようK思われる。

S 段落意書量と，段窓のは援について

子どもの段落区分と段怠をみると ，子ども の意味体制化の良否がほぼ推定される。もともと読み手

の段落選込識というものは，文主主を区分するのみの目的で働かすべきものでは念い。文章全体の意味を

!了得するえめK読みを進めてい〈過緩の中で，すなわち意味体制化の機能のーっとして自然に働かす

べきものなのである。

段落のとらえかたが正当マ，段2まか要点をなさえているならば，その読み手の意味体制化はj際当で

調和的Vて運ぶものと恩われあ。いうまでもな<，段落区分は，読み手の意味体制化の畑違(iLよって，
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い〈ぶんかのイ商人差はあり，平易鰐明念女主主を除いては，決定的~段洛というものは左いと沿いわ

れている。本教材の場合は緩めて平明.，をもので為るが， 実際の様摘はさまざまで&る。

まずζの文章訟の構成からみてそれぞれの薮胸の記述と ，とれを概括した末尾の段落の二大段落に

分かれるととは自明の震で診るが， rとの診はなしぜんたいを，大事〈二つVζわけるとすれば，ど
とでくぎったらよいでLょ脅かo <ぎり自Vて』をつけ念さい。」 という設問K対する反応はつぎの

ようでるる。

第4表大段落区分

ι 
50 I 26 

順位 ! i l !五 !三 1- 1ニ
第 1位は第 6形式殴13;で全体の 30 %強を示している。 とれは組iかK叙述されている，象 ・ペン

ギン ・カンガールまでの段落でさbり， 7段以下の動物名の列挙とは祭舗の上で途つてはいるが，本

質的Kは同じ系列のものである。ととるが子・どもたちは ，.;r: !D:'fl:認の変わヲて〈るととろを意識す

る上Vζ ，えさk~第 6 段溶が金体量ηぽぽ半分{と抱当するので " よけいκζ とで切った・ものと推定さ

される。

第 5段落で切ったものは ，最も利かに叙述してるる象とペンギンを一つのまξまりと怠言語したの

で草うろう。と ζろで第5段落で区分した理由は怠る程度肯定できるが ，第 4段落や第7段落で切づ

た根拠はほとんど考之られ3まい。会〈偶然的急意的設ものと恩われる し，主棋に量的K半q程度の箇

所で~るといラ機滅的区分も加わっているよう K恩われる。とにか く， 4・5・4・7等 ，ほ隊中

央部Kある形式段落K注邑した者が多いととをみると，小学5年生緩疫の意味体街!l.f七の作用がは念

はだ来熟であると判断せざ。るを得1j:い。

・害事10段落で切るiE容は 24 ~ミで ， tお 1 位の区分の約半数('(及ぼず 1 4 %を主lζとどま っている。

一散には ，ζの文章は ，いわゆる尾倍型でるり ，わかりやすい段結構成。なのでるるが， 3年生tては

との程度lのiE答しか'7j:v-，のでるる。

っさκ ， 健主訟に切らせた段落区分状況をみてみよう 。 区分は会 〈 千'~万態であって ，~の組み合

わをそ表を作成するととは容易でな<，ぎたぞれほどの意味も念いので，次の二つの角度から調べて

みた。

① 疋~と準疋容の規格を設定してとホtl'L照らしてみるが

② 各段落の頒度数をみる。
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第5表段落区分正答数

段落 2 3 4 、段J 6 7 s ? 10 11 数 司。

.iE 。o 0白
。2 

主告
。。 。2 

iE 。 。 。5 5 
害事 。。 。 115 
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では，段落の読みと りがまだE買いようである。 次十て，段落区分の集中度をみよう。

第6表段~区分集中度数表

段落 2 5 4 5 6 7 8 ? 10 : 11 

部 5 28 1 20 54 108 1 1 6 98 1 1 0 1日2 92; 。
6 

2 部 。16 13 2 1 6 1 34 1 48 120 1 04 1221321 。
b 

llK!J滅。 o 会 o o 。。。d 。'0 : 
第一部の一次読みでは，象の記述のらる第5段落が集中度第 1位で，カンガJkーの段落が第 2(立

で参る。共K動物を具体的K細か〈翁写している段洛で，読み手K一つのまとまり 一一段洛の怠

議活生じさせるもので&ろう。

とζろで第二部の二次読みを終ると，子どもの設落意識は修正されて，しだいに正しい方向へ滋

か..h.るようである。ぞれは第6表で， 5・5・6・10の段落が，ぞれぞれ増加しているととから

もしられる包第 5表のよう κ厳密~規格で判定してゆ 〈 と ， 段落区分は必ずしも適正ではないか，

全体φ傾向としては ， しだいに疋しい意味段落をt察 !J~て念がら読み進んでい〈ょう vcJ思われるの

で怠る92書5表でも ，~ーの規格外1'(， ー，二の誤りを許容すれば，儀正答数は相当数倍加するとと

i'C~るのでちる。

読み手は，読みを重ね設がらしだいに最初の主観的君主読みを修正し， 部分的印象的念段落のは健

を，全体の文脈κ関連づけた客観的なまとまりと してとらえるようVてなるものと息むれる。(第一
E次kと貫第雪二;次失の段落区分数は5呉望念るのでiE

傾向はわ治か‘るものと考える。)

っき:'1'(綾落数の変化をみよう。調査者の予想、では ，読みの進trl'l:したがって意味のまとまりは ，

しだい陀大き〈念る。つまり小段落から， 中段落左いしは大段落へ移行するものと考えられた。し

かる((G結柔は全〈逆Kなっている。

第マ表 段落の大きさの変化 .(一次読み → 二次読み)
注 大…・・・大段落d以下伺

小さ〈なる (44 %) ほぼ同じ(42私〉

ブ〈 咽戸争 中 18 大 -ー・・ 大 6 

大 ー今 1 7 中 .... 中 27 

中 57 35 

eu
 

、，J-3-
M

マ・-

a
Q
-

1
'
 

〈
-
大

る
一

念
一

↓

，e
、
-

会員、

一

十
ハ

一

中

小

→ 大

→ 中

。
1 6 

まず，全紋的κ小段落の区分の多いととi}i13VCつ〈。動物の個々の記述Kしたがって，というよ

hも形式段落('(治って小さ〈区1;IJ;ったものが多いと推祭される。との段落の子どもは，表面的?を分

析的な思考はるるが，・総合化との関連で深〈思考する力V[乏しいためと思われる。第7表の 5分聖子

育みでも，小段落関係の頻数が最も多いのでるる。

3~野をみる と，第二次の区分で，小さ〈なっていくものが全体の 44% を占め，ぞれも中段fE

からa小段落へ移行するものが綾も多い。 とれは.がぞらく一読でば〈然と大事左意味単位κ区切

って加たものが，.二次読みでやや精細K読んでい〈につれて，具体的念細かな事象11[意識が向き ，

総合的思考の未熟なととるから，小段落の弁別のみを〈わしくしたためで&ろうと思われる。
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ほほ同じの演でも，小段落が最も多い。 ζのうち大→大は ，か念り読みの安定している者でるー

て読みのすぐれた者が多い。との項で ，1]咋校高学年ゃ， 中学生K比べて ，特vc途う点、は ，段落の
ゆれが多いととでるる。他の学年では，一次と二次の区分がほとんど途わ念h方が多いのκ，との

学年では，区分数は同じでも，位置のずれている場合が多い。読みがまだ極めて不安定できるとと

の証左で~ろうか。

大き〈なる伊jは，全体の 14 ~い拘ぜぇ;ゅ; ， 11、から中へ，中から大へと移J.)ものだけで，小か

ら大へと飛綴的に変化する者はiiかった。大草 <iiるOlJは概して，評価の段階でよい読みをしてい

るようでるるが ， ζれも決定的念ものでは~It>，;したがって，意味体制化の不安定 ，未熟な 5年生

では，大段落イ七していく読みとりが必ずしも俊秀者K限られているとはいえ左い。 ζζK興味~る

発達段階的~様相が示されているように思える。

ついで段主主の吉出丞tてついて付言する念らば ，との文軍の前半は，動物の記述でるり，説明でdbる

ので段意はほとんどが，書かれている動物名。僧鏑でるった。上位霊平は，象や ，ペンギンの要点を

簡潔Kとらえていたが ，中 ，下位群の中には要点と してまとめ得念いものが多かづた。念シ第 11 

段語~0尾括部分は ，段主主を的確K統括で草 ïiい者が多 ぐ，とれは ，小学校 5 年は，抽象化の働きが

未熟であるととと関連がるると患われる。

4 要約について

段落意識κよって段落をは援してい〈 ζとが，構懇をとらえ展開をなさえる宮島幸でるるとすれば

心理的念逆行を試み念がら，読み豹乞った部分の君主l沫をまとめるのが袋約の働きであるといえる。書Z

・，.;誌の読みとりは，委約の義礎でるるといわれるが.要点をなさえても，全体的念文脈vc治ってとれ
を意味づけるととができなければ ，よい要約はでき念い。とのようK要約力は極めて高度念もので

ある。 ζの文章のよ う('(具体的事象の多い場合は ，いかvcぞれらを統括して結震の段落と照応さぜ
るか否かが主主約のかをでるるといえる。 ζとでは，要約の表現ば吟味しiiいで，要約内容K簡を肉

第8表要約内容別度数

項 目 三 部

象 52 

象とペンギン 1 6 

司ンギン 4 

カンガール

さる 2 

かば

ライオン

キリン

数簡の動物議 。 54 

動物たち 20 

動物園 8 

動物園の役わり 6 

でたらめ 4 

無空芸 38 

二部

1 6 

6 

4 

2 

2 

20 

38 

8 

21 

2 

7 

増O減 o
o、

o 

ー

o / 
o 。
。
o 

o 
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けて，第B表をみるとと(ICしたい。

第 T部の設聞は ，iζの訟はなしぜんたい

を，まとめてかんたんκかいてください。 J
第 2部の設聞は「どの訟は念しには，どん念

ζとviかいてiI;るのかむまとめてかんたんK
かいて〈ださい。Jというのでるって，婆約

を妥求している点でさしでかわるものでは念

い。

まず闘につくととは， 1部の一次読みでは

tlJ物名κひかれ ，具体的事象を中心として要

約しているととである。象台ペンギン関係の

要約だけで，全体の 31俸を占めている。そ

のよ，具体的念動物名を組み合わぜたものを

加えると ，53%強。全数の半分以上の者が

不完全ii部分的具体的念まとめをしていると



c i'C~る。大部分は， í家やペンギンの工うすを書いた会話です。」という類の，表ì!ïí的~ものK

終り，結尾妥約K注目してい念いので<tる。やや概活力のらる者でも動物の記述にのみひかれて，

せいぜい 「動物たちのようすが嘗いてあります。 」という程度のまとめかたで終うているようでる

るq また無答の極めて多いととが注目される。

しかし，第二次の読みK移ると，さすがK具体的念ものからしだいK抽象的考面~LB を!勾:すてく

るように怒る。象も半減し，動物4ちの組み合わせも減じ，代って ，動物たち・動物留の役わPとい

ヲた点をとり上げる者が多くなる。読みを重れるにしたがい，わずかであるが即事的具体的な記述

訴分から，しだいi'C抽象的を記述部分(fC自が向けられ ，客観的な怠味体制化へと移・ってゆ〈きざし

で参ろう。

全体的Vてみると，小学校 5年では，自己の油象化の作用iモ訴え，自己の表現Kよって要約すると

とがで宰1.'1;い。多〈は，本文の拍，1'，で<hb .蜜要文ぞのを与の引用でるる。とのととからも，低・

中学年の思考作用のうちでも i抽象化の働き，高次念総合イ七の権力の未熟でih?らととが知られる。

8 重要鎗所側旨摘について

st箆区分も，学包括瀞Vて深〈影響されるが，文章の益要部分K傍線をひ〈作業も，か念りφ影響

を受けるようでるる。実態をみると，諮 ・句・文の区別念〈ひぐものがか念りるり，注意文・霊主要

諮等を，意識すると共(rC，自己の興味，印象(rC支配されてひ〈傾向がるる。したがって ，とれを重要

注資料として分析し解釈するわけ(rC!r，tゆか念いが，だいたいの様相をまとめると次のように念るo

a 興味的念見地が強い。
(例) 象の水るそび ペンギンの主張くかっとう カンガーJレの赤ちゃん 冷房室

G多数量的宏も0(((ひかれやすい。

(例) わら 10日キログラム…… れいほう室の温度 7使 1 0度

@袋約や，段落区分と関連している点が巻るc

(伊~) 要約がよ〈できている者は，尾揺の部分κ傍線をひ〈 ζ とが多い。随時断片的にひい

ている者は，段落も不正織でるる。

@一次よみから，二次読みへと，重妥箇所の怨識が高まってい〈。

二次K指摘する箇所が，婆点で~ !J ，主要文で~るとともか;Ii!J多い。また一般κ読

みの深い者は，一次ど二次Vて大事念ずれが見られ念い。

e 総書sの読みとりについて

細部の続みとり(d，主として第三部の評価的念問鎚κ現われて〈るのでるるが，項目数が多<， 

逐一説明の余裕が念いので，どく簡略K記してみる。

@ J旨示K しえがう簡単な読みとりは，か~りできるp

ぞの例として ，象κてついて細かなZ住Eを問うている小簡については..iE答率が高いζ とをあげ

みととができる。(象の大きさ，性質，大好き念もの，食物駒また，ベン平ンKついても，V>

J.l;t ζる，~， ~どの小憾の正答率は同様lモ高い。

@指示にしたがって段落を指摘するととは容易である。

象の&1!を問うてみると .，9 4 ~らの正答が得られた。しかるi'(，前項の段落区分では，象の陵

-1 7ー
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苦専に属する 1・2 ・5の小段落をそれぞれ区分している者も多いのである。したがって指示を受

けて ，意識を向ければ容易』ては援できる意味段蕗も，ふすうの読みではとらえられ念いよう念状

態VC<bるとみてよいようでるる。

@ 微細を読みわけが充分tてでき念い。

ペンギンのいる所や姿tては答え得ても，ペンギンの陸上と水上での生態の楢途念どKは不明確

左反応をしている者がか走りるる。

@ 要点、の読みとりが不充分でるる。

象V亡ついての要点が，総合的Kつかめ左いで ，象は水あぞびが大好きだとか，象はわらを100 

キロも食べるとか ，小段落の部分部分の具体的念ととがらのみを記したものがか念りある。 1・

2・3の各小段落を総合的K要約したものはほとんど見あたら念い。また ，動物園の役わりVてつ

いての反応もほとんe_，本文の引用でるり ，要点としてのまとめかえは少左かった。

⑤ しかし， 総じて指示を与える読みは的確さを増 している。

一次読み ，二次読みにないては，直接的宏指示を与え念かったわけでるるが， 三次の読みでは

設問自体が一つの刺激でるり指示である。ぞの影響Kよって ，読みは細か 〈的確K念る。しかし

ぞのととが直ちに要約的左読みを高めるとは限ら念い。ぞとで ，指示一一期j滋の与えかえ』ー ひ

いては， f貨準の方法や，発問内容等の<bりかたK主って ，読みが全体的組織的Kなるかどうかが

きまるといえるのでるる。

:< 

さて ，いままでは設聞を中心VC，読みの様相を横断的にみてきたが， ζ とで同一人についてその

様相を縦断的Kみる ζとにする。との事例は通読すれば訟よその推定ができるので，細かκ解説す

るととはやめて，禾尾K一括して要点を記すととVてする。

小学 5年・群別応答例

上位群児童

知能偏差値 65 国語成績5

第

中位群児童

知能 47 

部

下位群児童

国語 5 知能:36 冨語1

(上)

(どうぶつえん)

中，，‘、 (下)

〈一次読み)

ー(動物園 (どうぶつえんのととろKい

る)
文
題

額
概ー

ぞうやきりんの悦しと， Iどうぶつのいろいろ
Eうしてそん左ととをする

ぞうはり(v亡すむ

か。

ζの1ままではいま(!Lい1..:< Iぞの数がど〈少念〈在って|動物園では ，-1:"ん1..:Vてたくさ
在ってしまうよう左動物を!とのままでは，いまKい左|んの
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(上) (中〉 (下)

かっています。そして ，そ 〈左ってし全うよう念動物

重 ういう動物の数をふやし 3 をかっています。そして，
嬰
箇 ぞのしゆるいがほろび念い ぞういう動物の数をふやし
所
ょうKしています。 ぞのしゆるいがほろび左い

ようにしています。

四
6 1 0 356789 11 2 4 7 ?ι 

段
落

五 1 0 1 0 5 

町大
段
落

.ノι'¥ どうぶつのは念しとせつめ ぞう 一ぺんK大バケツーばいの水を
主E レ、
約

文題ではI上・中金〈差が~いけれども，梗概へ〈るとやや差が生じてくる。上位は ， 動物閣の機

能VL目を向けるのK対して ，中位は. 1"動物のいろいろ」として，動物κだけ注目している。重要
箇所のとらえかたはまた似ているが，段落区分では ，上位が正しい分けかたに近(，しかも大きな

意味単位でっかんでいる。中位も読みは正しい方でるるから大区分は正しいが ，要約K念ると明ら

かiて差がみえ:てくる。下位は全〈散漫で，分裂的念読みをしている。

第 部 (二次読み)

(上) (中) (下3

どうぶつえん 苫うぶつ とうえんκついて

r't対
容象

一日VL.わら白キログラム ぞの数がど〈少な〈在って 動物園

さつまいも五十キ口グラム とのままではいまKいな 〈

重
りんど五キログラムも食べ 1i:ってしまうような動物を

要

歯 ます。 かっています。ぞして ，ぞ

新 (一部で指摘したもののほ ういう動物の数をふやし，

かKつけ加えだもの) ぞのしゆるいがほろびない

ょうKしています。

任23 4 5わぞうやベン (IJ))ぞうが念にをたべ @ ぞうの食べ物は草や ，やさ
震 ギーノやカーノガールのようK るか いです。
意

せつめいがた くさんかいて (0 とうていペンギンの @ とうていペンギンの参たま

-19-



(上) 〈中) 、、，，，
F
h
E
 -f‘、

~る文 いろはどん念か。 やせなかは黒<. t州側ら l

ぐ78 9 10)状つめいのす ⑥かんがるうのあかちゃん Kかけてはまっ白で，

一 ζしかいである文 はどんなか。 ⑬きりんが長い〈びをのばして |

段 告〉どうぶつえんの ζと のさるが岩山!'t::!';ぞんでい わたしたちを見bろしています

る

③かばが

:1図命令、 @ライをんがどん在してい

るか。

ゆきりんがわたしたちをみ

ている。

@どうふ・つえんはどんなと

とをしているか。

四 どうぶつの状いしつやたべ ぞうは水の中にはいります ぞう杖水るそびが大すきです。

9長ー るものはなにがすきかなど

どうしてどうぶつをかつて

約
いるかなどがかいている。

一対象では上が一都と同じ<r動物国jと婦絡しているのに対して，中は一部では「動物罰」
と術摘し念がら，とんどは，効物として具体的に吸引されている。三 段2までは，よね;小学 5年ら

しい述べかえではみるが，か?をり秩序的念読みかたをし ，文章の内容 ・叙述のしかえの差を遊性的

κとらえている。ぞれIC比べると，中は細かな読みとりとしては疋織で&るけれども，具体的念叙

述κっきすぎて ，小段落に終始している。ぞうしたととが最後の重要約rIC反映しているようK息われ

る。

妥ずるV1:.上は鋭vr文毒まの全体vr注目して，体制的念読みを進めているのK対して，中は細部を

よく説みとりながらも ，文阪に治って機態。展開そ悦援したり ，裳:約したりする能力が弱い傾向が

参る。両者は知能上でもか念りの愛がるるので ，論.11的念思考力vrかf.tりの隣きがあるものとみら

れる。

〈上〉 (中) (下3

一 ①@@  ①②③  
、

段S長
?髭の

ぞうは水害うぞびが大すきです。一 カがつよい。ぜいしつがや りくですむどうぶつでか一、

象
さしい。7I<lbぞびがすき。 らだが大事<.ぜいしつ

の ぞうは ，た〈さんたぺる。 がやさしい。 ‘ 
主要
点 t¥t界一大きいか

E 

一 '-
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第 一 部 (評価)

〈よ) (中〉 (下フ

|三 り〈にすむものの中でーば|り(f亡すわどうぶつでいち I x 
性大 ん大事い。 Iばん大きい。
!質さき やさしい 。やさしい。 下〈

食努 /1<るそぴ 水あそび x 

…叫……h
四 工ち工ちるる〈。水のlfIで れいtまうひつの中Fていてる 、〈

べJ |は， はやい。 ついとげん舎が左〈走り ま

ギ |す。

J 

丘 lれいとう窪 念んき ょ( I '>( 

空巧jfWきょ〈 にいたから さかいから I x 
凶姿 !被制、は《ろ，t 

らにかけて白 i ひねからばらまでしろい

水の中のほうがはやい。 |り(v .. b'eと£かちゃんの| × 
ようなあるきかたをするが

ホのし1
'
だとか よぎがはやい

六 小さくていたずらぞう念日 かからさんのふ 〈ろのゆか

のカ をしている。 らいたずらぞう 1((ぞとをみ

事事ン ている。
ちガ
。)J， ゐ〈るの中。会ちちをずう なか~さんのなっぱいをの!ふ〈ろにいれてそだっ
んl

んでぞだっ。

七lさる ，かば ，ライオン ，キ ざる，ラ イオン，キリン × 

も他 リムノ

のの

1わた したちκ，どうふ・っ 1わた したちvc動物を見ぜ 1かわいいどうぶつ

を見~て楽しませて くれ てたのしま状て〈れます 2.いばいのどうぶつ
八 1
1ます。 2.世界じ申うt!:，その主主が 5ちさいどうぶつ

動 '2.倹界じゅうKそのかずが ど〈少11(なって ，との 4ペンギン
物

図 ど〈少な 〈象ってζのま ままではいまKいなく念 5ぞう

。 まではいまにいなく左っ ってしまう ような動物を|
使
てしま う。 かつてν、脅す。。

命

五ぞのしゆるいがほろびな 3.ぞうゅうどうぶつのかず

いようKしています。 をふやし，ぞのし申るい |

- 2 1ー



〈目的 〈中〉 (下)

4またいろいろなどうふ・っ n
'
ほろびない工うに しま

の生活をしらベプヒ bしま す。

す。 4いろいろ念動物の生活を

5.ぞの病気をなかすととを しらべた り， でその病気を

けん~申うしたりしてい な1訴すととをけんき培う

ます。 したりしています。

象。陵速を指摘するととは下の児章iてもできた。とのような単純念対応はやさしいものとみえる。

象の袋点K~ると，上-中 ・ 下の援は明り主 う K現われ，上が筒~.κ高誌の記述のすべての薗vcふれ

ているのに比して， 中 ・下はそれぞれ部分的 ，印象的である。細部の読みとり K念ると上・中はほ

とんど援が念い。動物閣の使命は本文のひき写 しであるので大をは念い。

嘆する ([C ，上1立と中{立の差は，全体的~読みの態度と体制的念総みの成否に関わっている よ うで

るる。

小学校 5年生

〔本 女と調査問通 〕

(癒すととと努〈 ζ と〉 飽名は伏ゼQ tIi奥 学校図曾小学校国語 五保下

1 わたしたちは t~峰えを人に伝えるとき，ふつう， ことばぞ{II!い志す。

2 乙れには -つのJ'j~があり Eます。 一つは 「絡すとと J で ，もうーつは. r普く 乙と」
です。 どちらも，考えぞ伝えるという点では同じですが .君主すときには管声を用い . ~く

ときには文字を用いるという点では ，大きなちがいがあります。そのために，話すととと

香く ζ ととは，それぞれちがった長所や欠点会もっています。

る それでは .まず，話すととから考えてみましょラ。

4 ;j舌すためには音声>:effJいます。 ふつう.わたしたちの;:::がとどくのは，せいぜい百メ ー

トJレが限度ですから ，議く にいる人とは ，話す乙とができません。

5 今では，ラジオが事官泌レ .総紙が広く利用されるようになって ，相手が自の前にいなく

ても ，話すζ とができるようになりまレたc しかし.乙うした機械は ，いつでも aどζ で

も.だれでもが使えるといろわけにはいきません。ですから ，ふつう ，絡すときには，相

手と援近しているととが必裂だといえるでしょうの

6 穏手が自の前にいるときは，管声だけでなく.愛情や身ぶりも ，考えを伝えるのに役だ

ちます。鶴くほうでは.絡手の霊安倍や身ぶりをながめ .わかりにくいことばでも .その買意

味をくみとります。相手のロの動きで，ととほの惣味がとれるζ ともあります。

7 ととろが，慣話となると .そういうわけにはいきません。一つの炉jに，とんなのがあり

ます。

8 rもしもし.I士ド山さんですか。 ζ ちらはマキですがの」
「え ，どなた様ですか。 j

『マキですよ。J

「は?J 
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「マキだよ。 J

fマキダさんですか。 J

fマキダじゃなも、ただマキだよ。 J

r eIDあ失礼しました。タダマキさんですね。 j
わらい話のようですが .ζんなまちがいは，よくおとるものです。

? と乙ろで，認すばあいに注意しなげればならない乙とは，話すとさ・の気もちによって ，乙

とばの誠子が，ずいぶんぢがってくるとい うζ とです 。

つぎの例の 「まだ行かない。 Jは，どんな調子で読ん だらいいでしょうか。

1 ぼく は ，まだ行かない。

2 さみ ， ま 1~行かない?

5 まだ行かない ! 皐く行4すといろのに。

4 ええ! まだ行かない? おどろいたなあ。

10 文字で書くと， 悶じ fまだ行かない。 Jですが，隠すときの調子は，それぞれちがってい

るととがわかoでし主う。

11 つぎに.~くととについて考えてみま しょう 。

12 答くのには次字春期います。主宰かれたものが保存芯れていて，文字が消えない限り ，筈か

れたζ とばは，いつまでも残ります。また ，文字そ使えは，自の前にいない人にも.じぶん

の宥えを伝えたり，報昔話芸きしたりするζ とがで窓ます。

13 近ごろは ，レコー ドやテープレヨーダーによって，ととば安記録するとともできれば ，途

くの人にそれを聞かせるとともできるようになりまレた。 レかし ，ζ れもまた ，いつでも，

どこでら，だれでもが利用できるわけではありまゼん。やはり ，現在では ，ととばをのちの

ちまで残したり，速くへ送ったりするのに， 文字がいちばん多く使われます。

14 ところが .響く ζ とは，絡すこととちがって .相手に身ぶりや笈鰐耳岳民せる ζ とができま

ぜん。調子によって気もちぞ表わすわけにもいきません。ですから..Uぶんの考えを廷 しく

伝えLためには，わかりやすく ，まちがいなく望書くζ とが必至喜ですタ

15ζのよろに，話す ことと秘 くととは，どちらがすぐれているというわけにはい王きません。

それだけにおたがいに p たりない点努おぎなっているといえるでしょう。そして，わたした

ちは.そのばあいばあいによって，どちらか，っとうのいいほうを選ぶことになるのです。

調査問。 題

第 一 部

5主詳 細 号氏名

まず本文接続みながら，わからない字，乙とば ，jとなどの右わきに，たてせん 一一ー をひい

てください。

ー回読み終えたら，つきまの閲覧車に答えなさい。

棒 、

一、 ζの文書宮に文鎚寄っけなさいυ，

二、この3t~に寄書いてあるζとのあらましを記しなさい。

三、いま一間読んで .乙の文章でたいぜつだと思われるととろの布わぎに，なみ線内戸{をひ

いてく ださい。
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回、 ζの文章は れいくつの段薄(主主味のまとまり )にわかれると思いますが。本文の'番号(1 

'2 3 …. )を 儲線 でくくって，じ附んじょ( 1 • 2 • 3 .… ・ ・ 〕をつけてく だ~い。

(仔!1) 品 11 

'2 ' 2 7 12 

5 8 1 3 

? 14 

5 1 0 15 

五、 ζの文宝創立 ，なにをいっているのか ，力、んたんに書きなさい。

~ 甑 B 5主毘 貌 号氏名

つぎの文字や，穏勾の君主味1，;1.図寄衰の辞典からぬきがきしたものです。乙れを参考にして， 本:

文をいま一回量発み ，後の閥に答えなさい。

出うしよ けつ℃ι 蝋パまい . げんど
長所(すぐれている所) 欠点(不十分なととろ〉 音声(のどか ら出る芦やひびき} 限度

Itフセつ りょう せっきん

(かぎり〉 発途(のび進む乙と〉 利用(役立たせて使うζ と) 接近(近づく ζ と〉

・OJ.うじAう ほそ〉し
愛情 (気もちのあらわれる顔つき ) 保存(もとの形のままにのζ す ζ と ) おぎなう〈 足り

ないと乙ろをみたす〉

一 、との文章はなんについて敏いたものですか。

二、たいせつだと思うととろの宕わき に ………  をつけなさい。(認の- と悶ーひととろ

で、ぜんが二本になってもかまいません。)

三、この文章与をいくつかの段君事にわけ，段鷲ごとに窓味 与野まとめて容いてくだきい。(先生の

説明をききま しょ う。

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 n 13 14 15 

四、 前の段落草番手雪梧使って.乙の 文章の組み立てがはっきりわかるように， あらわしてみなさ

ぃ。(先主主の説明をききましょう。〉

五 、乙の文宣伝で述べていることはどういうζ とですか。〉

第三苦s 5年組号氏名

一、考えぞ ととばで人に伝える方法としては，どんなものがありますか。

二、話すととの長所と欠点について望書きなさい。

長所=

欠点=

三、容くととについでつぎの乙とに答ええよさい。
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(J ¥ レヨーや.，テープレヨーダーと，文字とのにている点や，ちがっている五疑者吾容さなさい。

にている点=

ちがっている点=

(2¥ 宅島くはあいに在主主主しなければならないととはおんですか。

1 六、昔話すζ とと，望書く ζととは ，どんな際l係になっていますか。

〔考察〕

務室問題の織進対::.I>~:j;~trね小学 5 年生と似ているので ， 設問の趣旨ぞの他の解説的念記述はでき

るだけ略し，実態tてついて街略に述べてみたい。

1 X掌の直観的概括的なは握について

との文章は，書き出しのととろでまず考えを伝えるこ方法Vてふれ }ぞとから誘導して前半は話す

ζと，後半は番〈ととVてついての説明を試み ，最後K両者。関係を述べてまとめるようκ走ってい

る。との文~:も結尾援約型〈尾括型)のもので;b ~ ，文章構造がとらえやすい形に念つでいる。し

たがって，直観 しやすい部類に属するがとれを集計してみると，第?表がよび第 10表のようκな

る。(題名はさまざまで&うえが ，一応類似念ものは統括して四つの類裂K分けた。

第9表 文 題 (一次読み〕 舗を数 1 8 3 

類 文 題 数 4里 文 題 数 J，I[ 文 E量 数 類 文 惣 数

包ァ話すζと香〈とと 陸6回エ話すとと 18 国 ク書くこと 日巴 コマヰダのEii 2 

総
ヂととほ 57 ~ 非話すζと関〈とと ? 

書
ケ作文 5 モナ笑い~(誤り ) 6 

す の

合1!7考えを伝える 14 と ガ 1詰 5 ζ 他 ジ機積額 7 
と と
キー話とまちがい 6 ス逸脱 5 

セ録答 19 

計 !"| ~t どl 計 11 言t 39 

第10表 記述の対象(念んについて著書いたものか)二次読み

島 文 題 数 鎖 文 題 数 類 文題 数 1JI 文 蕗 1主
i回あ 話す干と書くとと 58 1]] お話のし;方 25 国 け書き方 .6 Jl] ζ マキについて

総い ととほ 五守 話 か 話し方開き方 y書 を き機械類 5 
す の

合lう 考えの附 12 ζ き声，発音 t と
他
し逸脱 11 

と と
え ととぼや文字の く 話のまちがい 5 せ無答 71 

使い方 b 

計 1'15 計 3B 計 6 計 124 

第n受と第 10表念らびに解答の内容をと*して考察した ζとを列挙するとつぎのようVてなる。
@読みは，一次読みから二次読みへ としだいに深まうてい く。
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一般K中俊一群以上は，読みを進めるVてしたがって，最初の直観的念読みをしだいPL修正し，文

芸まの主内容を全体的には録するよう(1(~ってい〈。アの 2 6から，あの 58への増加はとの事情

を物語るもので~る。ィ， ζ とばと いう主う ?な文題は ，一見出象的板宿的のように患われるが， ・

文般の具体K即してい念い点で，充分な読みVLなっているとは言い難い。乙とばというとらえ方

をした者は概して始象的思考に向いているのでは&るが，読みの構えが未だば〈然としているも

のである。ぞれが，文言~@貝休y1:治って読みをf深める ζ とによって明確I'C i話す乙と，舎〈 ζと」

というは握K移っていぐのでるる。同様(1(i考えを伝える方法Jというよう念間接的攻とらえか

えも僅かでるるが減じτいる。無答は下位鮮If[.多いが， 二次は一次の半分以下K減じている。二
次の読みでは白類I'C ，ととばや文字の使いかたという項目がふえるので4ちるが，とれは，本文

中の心がまえや，注意事項に主主回したものであり ，女翫の一面K偏ったものといえ.t:> 0 

② 文書まの習頭部ゃ，前半Fてひかれる傾向が;!i;る。

国務の訴すととと， 回類の著書〈 ζとにはかなりの差が怠l?.獄If[.二次では開いててる。本文

では，話すととが，前半(1(出ている上(1(引炉lもあるためか，よけい読み手に印象づけられるの℃

あろう。昨年度の認をでも冒頭部K吸引される現象は認めたのであるが，本年はぞの上tcmJ土幹部

の刺激変の後いととをつけ加えたい。とれは恐ら く，読み手の読みの窓識の持続や記憶のは緩K

かかわゐととがらでるると恩われる。読みの檎えを作る上(rC.末尾まで読みとかすという条件が

緩めて犬切で~ると考えられるのでさ与る。

③ 文彦の呉体的事象や，呉体的記述iLひかれる傾向がある。

文題として. i < ，諾のをちがい」とか「と，マキについてJiコ，マキダの勉j努はいずれ
も，電話での対話、の.f7tltc印象づけられたもので老り， iシ，き，機械類Jなどは，内容として，

レヨ ー ド，テープレコーダ-~どK興味をおサまえたものでるる。とうした箇vcだけ読みを集中す

る者は，ほとんど全体的な窓味は援がうま〈でき念Ir>.tうで念る。ぞれは， ζのような具体的，

行動的 ，興味的念表現箇所『亡のみ強 〈着目する者!r.I:，主として事象を読んザでいるのであ!1，とと

ばをと診して ζの説明文の論態的様造をつかんではいないためで;bると，恩われるの

@ぞの他

全然文題になら念いような逸脱した題名は，ほとんど下位群でるる。とれらは，読みの有毒えも

焦点も金〈定まってhないといってよいようで念る。をた!豆類。~かで，声とか発音の通名を

付したものは実際κit:l:，第四類と問じ〈部分的印象的読みでミちるといってよい。

全体を遜箆すると， 3年。亡比べてさすがに白類1が断然治加している。由美請は， 5年の方の比

率が多いけれども，とれば白のζ 』さなどが.3年の|当 穎にほぼ該当するものと考えてよいの

で，実質的に低下したものとは認められ会い。

第11言受 '10 

(1I 完全縦約 5 

(2i 大意要事J 18 

(3) 平板羅列 25 

(6) 興味・紙片 27 

(6i らいまい 5 

空し無事二他 L二 3 

2 横様の読みとりについて

完全締約型というのは，小学 5 年後j支に栂応した~懲で評価した

結果でるる。考えの伝達にこち長があち，話すととと嘗〈ととI'Cつい

てのぞれぞれの長短を説明し，具体例を簡約して両者の関係を述べる

という形式をと ったものを大体可とした。文章内容は異なっている

が，学年段階に適合している素材でるるから，小学 5宇陀比べて，
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主要議{士援のカがかなり伸びて〈るよ うκ思えるので怠る。

(1 (~1 のxffll分は，上位法で占めているが. ~ 1 1表で目だつ(3)の王手板鰐列犯は，中位群に多<. 

(5)の興味 ・ ~}r型は，下位群が多ー数で中位I洋がとれにi'X<・0

平~，w.列型は，ほとんど本文の桜:辱の勉を呈寸るが中Kは箆条書きで記述事引を列講ずるといっ

たふうで .kとに文脈に沿っての統括的念鍛掬が感じられない。したがって，とうした読みとりは

自然(!(~.約や袋旨 Dとらえかた1'[も影手卒して〈ゐ。平板羅列裂は， 事みが進んでも念か念か的権t:袋

約に金らだいようで参る。とれば結局，文書主を平面的I'Cliえみ流し，記述事項を平板に記銘ずるだけ

で，絵t3的校体的;て読みとり， J思考を深めてい〈ととをしないもので&ろう。

主観塁't.t，宮語教材K属する説明文でるるためもあろうが ，小学 5年vc比べてか念ち減じている。

小学 3 年のよう1'[.動物や動物舗という工う~興味的~対象に想、像を働か社るというような ζ とは

少ないが，自己の言語生活の体験から主倒的念読みとりをする場合が生じている。子どもは，訴し

亡とば生活により身近で.f;J]実念経験を伶うているので，認しととばに闘ナみ三四月がか~哲多い。

興味，断Jril包で多いのは ，機紙類の記述である。ほとんどが ，レコー1-'ゃ ，テープレコーダーを

あげているし，ぞれを容!学C発遂』定時金ぎぜて述べたちしているので冷ゐo"ft~ . P!1t， 100メート Jレ主
でしか!函か方:いという工うな数量的な部1<強〈ひかれているa母寺十亡電気。誤りの例などf亡は大部分

がひか九， r笑いまきが書いて~る。 J という字平安ででる状態でるる@とれはよミ象の続みt'C絶ってい

る?とであって，袋約のでき可~Vlのが実状で参る。

d;いまいわば，表現力の不敏』てもよるが，そもぞも文掌の筋にのって，悦むととができをいので

るって J船艇の内容順序が散漫で，あいまいでるる。

無答と虫色脱(rtほとんど下位鮮で4とみ。*れらは多<，文:ilゃ ，他の筒所でも1m答であった り， 文

費量で 「電話Jrマイク ロホン」 念どの肉瑚的な治しかつけてい念いものが多い。
総じて，使織のは鐙は 5年生 Zりも進公してきてhるが， 上記の(3)の型以降t'Cみられるよう *間

住点?多〈はらんでいる。

3 段落意事置と段霊童のは援について

ζの文訟の稿成は，序 一~話すとと--~くとと 一ーまとめ，というよ うに子ども K もわかりや

すい様式的な説明えである。ととろか段終R<71をみると，意味段落をとらえるブJi?:不充分なため(1(

実vc多種多微な小IK分が混在しているのである。

小学5年の問項目でも述べたよう(Ir，本米段落は鋸というものは読み手の滋味体制化のしかたに

liSじて多少の個人差はみられるものであるが ，本教材のようK平易簡明aものには共通性が多 (f.i:
LはずでJ;ゐ。ぞれが千差万別の形't呈するというととは，との学1f・の読みの未熟を示すもので参

ろう.一応大段悠区分としては， 1② 3 4 5 6 7 8 9
0
@ 11 12 13 ⑬ lS と四~分されるのが玄し

いが，合殺した者は儲かt'C2名でるる。

中段協とみなされる君主のうち正しいものは 10 %訟でるる。ぞの{也は必ずー，二積所に筋のと沿

らないゆrHかたがはいっているc とれをみても ，全般的に小学 5年でf，t.一統ニ続程度では，正し

い党味休制化のできない者が多 くいるととがわかる。

っきぜ(fCm1 2表。てよって ，段落区分とぞ¢集中1交をみよう。

まず第一I't: . 段港区分数が，三次読みに念~と減少してい〈傾向がみられる。とれは，読みを進
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第12霊安 段落区分集中度数表 ー・注最終段落は考慮(t[入れ念い。

段 落 2 5 4 5 ι 7 十E ? 1'0 11 12 13 14 !」 ー15 I 

部 8 111 60 72 121 ιι 57 105 57 150 21 1日8 岳6 43 I 163 

2 部 5 107 31 67 83 65 34 81 43 105 30 81 70 35 I 171 

地O 滅o o 企、 tと. o o. o ど3 /ヘ. 。o 。
めるにつれて段詰寄区分が大き〈なる。す念わち意味単位のまとめかたが大事〈念っていくととを示

している。 ζれはtj'l.!学5年(IL比して，多少走りとも窓味体制イ七の働舎が伸長し ，概括力が増大。して

〈るものと考えられる。つぎ(IL，わずかでは彦るが， 11年 よりも区分K安定さが婚すととである。

集中皮の高い 2・5 ・8・10・12などは，ほとんど同じJ頼位の状態vt:!';る。

えだ ， ~~告の 1 5段落を区分するために14で切る者が案外(IL少ないのは ，やはり， ζの学年の

文楽の怠味構造をは援するカの未熟念ととを物諮っていると忠われる。まだ分量的 ，形式的に段落

を考える傾向のるると とを示すも のと恕Lわれる。

全般的Kは， 中段落K区分する過程(IL~るようで参り，大段落化してとらえLるととるまで進んで

い2まいようKみえる'。この状況は ，つをの段記事の大きさの変化(ILも現われている。

第13表 段遂の大きさの変化 (一次→ 二次〉…一|間同じ ( 引 … ( 鴨)
大 → 中 4 大 →- 大 7 中→大 8
s 

大 →小 2 中→中 29 小→大 5

中 →〈中う小 36 I小 → 小 1 8 4、(中ワ ー争 中 7 4 

第 12 茨でも縫潰~ した よ う VC ， 5年ではφ段落の区分が多〈念っている。とれは.，3年と蒸しく

5理念る点で~る。

第二の特徴として，区分の大き〈怠る傾向が強h。じれば 5年とは逆の現象であり，総合イ七の能

力が発途するV亡したがって主宝珠単位を大き〈つかんでい〈ととを物語るもののようで&る。大き 〈

7まるものが5午では 1q;，'であづたのに対し， 5年では 47"/0と5倍以上の増加を示しているので

きる。

小さ(iをるE容は 5年の約半分に減じて ，会〈反対の現象を呈している。中段落の多い故もあ t， 

中から小へと移るものが最も多い。もっともホ段落といっても，さすが(tC3年庄のように形式段落

どとに切るよう投例はなかったので準中段落(中， )のようなものが多かった。

と ζるで，段意をみると }婆点をとらえていをいものも多い。とれは， 漠然。と-~ま;味のまとまり

は窓.識しでも h精細に焦点化して意味をとらえる ζ とができ念いためでるろう。重要諮，主意文，

:tと文の関係コをどから ，凝集 した意味を読みとるζ とができ 7まい故と息われる。

E受怠を簡潔十て表現している者は，当然のとと念がら ，会文'の妥旨をも一般Vてよ〈とらえている

各段落q)重要点の結合が直ち{乞全文の要旨になるわけでは?をいが，.j!点、も袋旨も結局は妥約のJ幾能に

よるのでさE るから，ぞとκ共通性をも って〈るのは自然のE車でるろう 。 段意の具体例は~げ切れ念

いので，末尾の竜王伊'1(tC よってど推察願うとと V亡して，~約の項に移りたい。
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品要約について

五年でも述べたよう~，要約は高度~1.l:機能で&るが，いまその文事実現の度合いを別間態として，

袋約内容を集計してみると，第 14表のようになる。

第エ4褒 要約内容JJIJ度数量受

項 B

ア 話す善幸〈の長短(と選択〉

一部

26 

まず，代表的を袋旨で怠る

アのi曽加が長|立つ。読みを霊

二部!噌減 |
」一一~ ねた効架が呉現しているとい

56 I うべきであろう。

イ ととばの閥均 141 157 1 と | 次陀， ζとばのまちがいと
ウ 考えの伝違法Kついて 12 1 1 1 3 1 心・ ! かーととばの使いかたという

エ 話す乙と(苦言い方，聞き方) [27 [24 I 心 | 函からとらえたものが多かっ

jオ芦(まル) iTd lT8 1 0|ぇ。一例…
力 主主くとと(作文) ! 宇 田 1 7 1 o、 ! り高い次そでとらえたとも い

!ギ機械について 11品 1 1 4 1 {': 1 えるが畑一即して

ク 逸脱 (無幸子) 1 7'(18) I 6 (S) ; ~.~I いる点では，ァ，I'C及ば念い

具体的事象にひかれているオ・キ・の祭lはやはり下位討に多<， ::;と是自の場合と同じ反応を示して

いる。また，ク・逸脱(無答)/-:1: ，務みの分裂している者か，読みの遅滞している者でるり，二次
/ 、

読みの重ねによってもほとんど，改1毒され乏いままK終わっている。高学年になると ，ます;f寸個人

差が開いて〈る鉦左でるろうか。

念:t'，全体を通じて妥約の記述が本文の百|附~近いものがかなりるり，自己の ζ とばをもって表

現ずるに至っていない者が多いζとを示している。

また，引仔IJと嬰説。区別のできがハ者がか念りある。とのよう念現象が生ずるのは主として具休

と抽象のかかわりκついての認識が未熟念ためであると，思われる。篭訴の例や， rまだ行か念い」
の例が占める意味を充分には握して，文脈上ぞれに対応する抽象部分を関連的tとは援しすいためで

~る。しかし，読みのすぐれた者Kは，か念り具体と抽象の関係は握ができるようでるる。いわゆ

る分祈総合的思考が伸びてぐるためで星とろう。

また指示語，後続誇の読みとりが，文章の怠味体制化lと大きな影響をもっととが感じられる。具

体と抽象の関係や，段落と段落の関係は鐸~は ， l~示諮，接続務が室長~1i:働きをもっ ζ とは ， 従来

もしばしばいわれていることである。との文~:(rCも，ほとんどの殴遂に指示務や銭続諮がみられる

が，ぞれらの機能を充分vc生か し念がら読み進め会いと全体の慾i球体制化は円滑0ていか7まい。今回
の設問Kは， rã'示語の読みとりをみる小間を直後 lreは加え左かったが，従~とのテストや，語接をと

bして指示諮の指示内容のは握が不充分で念るととが知られる。まえ，)仮楼とか逆接とかいうような

駿続詞の機能を充分I'L;j;，-きかえてい念いととがわ7がる。とのよう念笑擦が，全文を檎造的~読む上

rClr.・ろん念隆容を与えているととが樵察される。

段落図示は，まことに多様でるった。とれは図式的念約束を充分に忽解さ社た上で，自分の読み

止った意味緋透を正し〈段落組織図K反映さぜる必袋がるるので訓練がいる ζとκなると恩われ
邑

る。3:'-した:意味で決の機会κゆずりたい。

-'2宇一



5 ]重要箆所の指説者について

五俸の様相とは異念り， ζ のさ養"Fの E霊安一衛研の指摘11 ， かなり~約と対応する傾向が侠じて来ft

ぞの健闘は z結局子どもに1fi妥結や，主:意文を認識する臼が袈われてきたとみるほかは念い。たし

かに ，傍線。ひきかえが3作よりは散発的ぜな(，訴・旬・文2をどをか念号明存在κ抽出しているよ
うK思える。主ヂよぞの{頃1'1)そまとめると次のよう十てをる。

① やはり興味的な立均が主主っている。

(Oll) レコードや，テープレコーダー マキダ じゃない

@ 数量的念ものKひかれる。

(fn) 声がとど〈のはキぞいぜい 100メー トル

@ 冒頭や ，前半郎氏主主凶 して，よけい{乞傍線をひ 〈傾向が~ゐ。

末尾の帯主情縮分に喪旨があるのだが ，署長外見通どして!ハる者が多い。

@ 全体vc， ~吾 よりも句ゃ ， 3とに往窓する傾向が生じて〈る。

断片的?EZ吾vc傍線をひく傾向がうすれて ，レだいに文K同を向ける ように念るととは ，滋味は

慢の進Jたを示すものといえようの

6 細部の読みとりについて

第三部は，ほとんど細部の広みとり K関する小間で2色る9 とれ事'みると以下の事項κ去とめるζ

とができる工うでるる。

(i) ヲたを~れて，具象的なðr'述官官分の記憶に工って反応するおがある。

「考えを伝えるだu を I~:J う 第一Iml'C対して ， 冒頭郎の説明文'd:無観して ， r電話や剰反Jとか

「文字とテ ープレコーダー」 攻どと具体的なものでだけ答える傾向が一斉ß (iC ~る。自寺vcr給すと

との長所ー についての餅司容では， i戸がとどくのは 10 0〆ートルJとか， i相手が包の前にい

な〈 とも誕生ぞるJ ï電~やラ:7オが広〈 利射されているJ といった主う左錯誤の例が多い。

@ 経験にもとず〈主観的念書写守容がか11:りきうる。

「ふつう話すときKは ，綿手と接返しているととが必変だといわれるのは念ぜですか.Jの問

いに対して ， rふつうは， trかい~って しゃべる。 J r近〈冷ら訴したり ，ものをやったりでき
る。」などと答えている例はそれでるる。

③ 微細1t.読みわけが不充分である。

癒すととの長所短所・¥1，'=(ととの長所 ・短所ならびttレコードやテープレコーダーと，女よと

の類似点と下回実点念ど ，明DようにやI比して反応すべきものvct4して ，;bいさいなものがか念り

多い。特質を抽出して， J.t以Jr別ずる厳密を読みに欠けているものでるろう。

@ ijl例と妥説との関併、は揚が不充分でるる。

要約の項でも述べたζ とかるるが ，乙の点がまだ熟していえkい。 i主主話の例Jv意味づけがよ

〈できていないし，電慌の依りぞのものの原因も明稽vcつかんでい?をいものが多い。
しかし，全体的vcみると，下位塁手は別として ，しだいに読みが細かVC(わし〈なるととは事実
である。えだ ，文脈vc泊った金休の窓味は緩が不充分?量ので ，解容内容が前後したり， 混:(Eした

りする例がか方:り出たものと尽われ為。

-!  0-
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手 書草別の事例について

餓t詳な本年目覚のテス ト では~るが ， 次にかかげる無作為枯出の三.ß'lJを読んでい〈と; tì:1Ii;干を加え~ 1.ち

必~がないほど ，ぞれぞれの様態が縦貫的:V-::~見われている。ただ，次K筏される問如は，どのよう

念原因から， ζの工う念室長が生ずるのかという，内面的徽複的念機能差の究明であろう。

小学校 5 年 ・群男IJ応答例

上位群児童

知能偏鎖直 59国語成績 5

中位群児童

知能 4 8 国務 5

下位霊平児主主

知能 39 国語 1

(上〉

〈一次の読み)

(ψ〉

治もしろとと11' ふつうのζとば

第 一 部

(下〕

iてとと11
文

題 i

、

わたしたちは .考えを伝える|ととばを使う。諮寸とき(tCは |参〈とき(([は文字を用いる

時言葉をつかう。ζれには ，I青戸留を出すc でんわをする時|という点では ，大きをちが
こつの方法がある。 íね念す I ~は~いての話しているとと i いがるります。ぞのためK

とと」と 「か〈ととJだ。 Iをよくきいてから話す。 I話すζとも著書〈ととば，ぞ
。援
は1i:す時には1i:るべくやっき|テープレコーダーをつかって

んしていたほうがよい。身ぶ I~録することもできれば，と

りなどもわかるからだ。電話 |うくの人Kもきか状られる。

.だと思わ自主ちがいを必とす

ζ とが~る。話すば参いの注

概 |意は話すときのきもちによっ

てととばのちょうしがちがう

ζ とがあるとと。

書くととは，さかれたζ とは

ほぞんされているので，いつ

れぞれちがった長所や欠点

をもっています。

. 

ニ
、
重
姿

一

までものとっていてべんPだ

が，栂手に身ぶりなどを見殺

るととができないので，ぞれ

だけわかりやす(，じようず

11:かか念くてはt.l:ら念い。し

かし，わたしたちは，ばあい

I'Cよってつどうのよいほうを，

えらぶ。

E しかし ，ζうした...・H ・ 1 3 遠〈の人i'(... 
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〈下〉

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
‘、ー，ー・‘~.'・、ー， 、』司~--_-' 

， 2 3 4 5 6 7 6 9 10 
.、h・ー-~ 、、』ー_，.、-・..-、、町-~， ...""

二 三四

(中)

回
、
段
落

・

(上)

L2， ~_~_.~ .~ ?_~ ~3 ~_.13 
二 三四五 六

11 12 13 14 15 
、------ 、ー-~

ζとばはとのようお石工1日しているととのととば
11 12 13 14 15 
¥、~ーー /..._ー/

五 六

13 14 15 
、福・.圃~ “ー"

七八
トー一一←一一一一一

「新すとと」と「香〈 ζと」

んだとかいて奉る。でんわもね ，ぞれぞれちがったととろ五

まちがわ念いようあいてのとκたり左い点が~るから，ゎ婆

とをよくき〈。|たしたちは .-t:<Dばるいによ約

!ってよい方をえらびます。

(二次読み〉

(中)

部第

(下)(上〉

訴しrcついて， 書いたものいみがわから念かったり .iJ・i て I附ととJと駅 ζとJ
内対 んじがわから設かったから

二
、
重
要

2の長所や欠点……

の長PFや短所のちがい

1 5の余分

容象

.1 )一読すとと，筒〈 ζと。
2' L

F』ζ
 
の
.
ば'とと

・、‘‘，11
・2

，，I
'

a

，内
4

2

3

れわたしたちのつかうとと

2' ばには.r認すζと」と
3\_ ~荒寸先めκ !r1 言fを用い

41 ます。

「害〈ととJがるりいろ

5¥ーらじ念κほうぞうす
6) る。

き 3かい，ラ~:?tとかのζ

仇

Vた'レ念はでわ

。

ん

る

で

す回、、i
，r
，，。。

いろな長所短所が忘る。

，

い

に

と

て

す

て

し

な

い

つ

は

っ

た

り

に

明

つ

は

と

説

は

や

と

の

が

'

す

声

繊

が

話

音

機

た

二

三

、、
•.• 

，a，，

‘、，、0
.

，，r

'
a
a崎

ra

，。

9 ¥五かんがえてみよう。

101 

四でんわのζ と

6¥ でんわではなしている
i五
91 乙と。

7) 

はキそっきんした方がよ

、
段

落

と

段

怠

L
L
 

ζ
 
しなは念品』ん

。

ぶ

ば六
、、，
B
E

，，

‘E

内，
L11 ，六かんがえる。

121 

い。

。
時品凡tレ念は

。

で

い

わ

が
ん

ち

で

ま四
'
'
o
o
 

15¥七きる〈するとともで

14/ 事交ぜん。

ていっκ
 

子調のば'とと
五、
、
l
l
J
内

U

0
.

，

.，
 

日)八選ぶζとKなるのでやて吠4H
 

量、をの
J

もなる七

、、
t
t
B
El
t
-
-

5

4

5
 

とう〈の人にもいろい

11 i六容〈附文字を用いる。
12/ 警かれたものは ，文字 ナ。りたいというきもち

がきえないかぎりだい

じよ うぶだ。

-3 2ー



1，3)七機停Kもつかわれるが

やはり迷〈へ;J;'<る時

などK多くつかう。

14)八誓ぐとともやはりふベ ' .. -ち

んなととろもるる。
. 

1 5)九まとめ。

四

く)+ iす
、

~Jl 
巴ベコ→~~→詔み

立
て

「話すζと」と 「香〈とと」 でんわの所 ちがっている。

五
はそれぞれちがった長所や欠

、
点がるるから， ;j;'たがいに，

蚤
それを沿宮念い， .;をのばるい

約
Vζよってつどうのよいほうを

選ぶようKした方がよいとい

うとと。

第 部 (評価的〉

〈上) (中) c円'
一 「話すとと」とf書くとと」 ととばを使います。 書〈 ζとと話すζと。、

伝考

違え
の

話すとき調子がわかり相手が わかり(IC( (てもわかる。 じぶんでやる。

ー 自の前tている時は表情や身ぶ一、
諾 り7をどもみを奇るととができる

す
から。長

PJi 声がとど〈のはせいぜい白m 人の口のうどきをち咽ういし テストのとき， ζたえをき

欠 がげんどだし，官室話で話すと てよ〈見ていけばらいてとよ いたり し ~IA。
占

き，まちがいが公ζhやすい 〈話ができる。

表情や身ぶり ロのう ときなど いっしょにしゃべるから。 ふつうのととば。 ， 

接 も考えをつたゑるのKや Oc

近 たつから。
経

自



(上) 〈中 〉 〈下〉

(2) 相手~身ぶりや表情念どを念 口をうどかしていゐのをよ〈 いゅうに〈いととば。

tt-窓 がめて君主味を〈みとれる。 みていればよくわかる。
る味 • 
けわがと
また口のうどきでもわかる。

(3) 表情や身ぶり?をどが見え念い はっきりしゃべら2をいからま 電話が広〈利用されるよ う

から。 ちがう。 に念って，相手が自の前κ

の いな〈ても話すか
' 

務 加

(4) 話すときの気もちI'CJ:ってと いら3をい「は」をつけたり「 だいじ1.lとと。

話 とばの調子がずいぶんちがっ ~J をつけたり L なhょうκ
す
て〈るというとと。

. 
注

ち申ういしてしゃべる。

窓

害事かれたものは保存され ，ヲた 文字がきえない限り響かれた よ〈よんでか〈。

五
字のきえ念いかぎり ，苦手かれ ζとほはいつまでものとりま
、
たととばばいつまでも残り ， F、ij。

書 . 
く 文字を使えば自の前Kい念い
長

ー、

人?ても，じぶんの考えをつた ' 所

欠
える ζとができるから。

点 書〈ととは，話すとととちが 文字を使えば，自の前にい念 よ〈よ"i念いでか?が念い。、
って，表情や身ぶ'りを見ぜる い人にも ，じふ・んの考えを伝

ととができ念いからまちがい えたり報告をしたりするとと

やすい。 ができます。

./4、4 にている点= 「わjみたいのがcるぐる回、

(1i 送ぐの人に伝えるととができ ると とろ。

レ
J.，。

コ ちがっている点=

ド レコードやテープレコーダー 宥がちがう。(吠つめい〉テ
ひと左…ζ… 1

と
はととばを記ろくするが，文 ープレコーダーは ，j.ぎをはっ文

字
字は善幸〈。 bんするし，レコードはうた A 

や必んが〈だから。

(2) わか りやす (，まちがいな〈 fi>-Jをぬかしたりし念いよ どちらからすぐれているか
、

注警干 苦手〈ととが必要だ。 うKち申ういする。 いわなければいけまぜん。

意〈

七 訟なじV亡考えをつたえるとと 訴すと とは口からしゃべる。 考えるとと。
〈語
のす ができ ，きたそれぞれち 書き 〈ζ とは ，えんぴつ，ベン

{関糸車と幸 た欠点や長所をもっている。. でか〈 。 . 
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資料そのものが最も雄弁K語っているので解説の婆が念いほどで&るが一言する。

上は ，一読で的確に袋旨をつかんでいるととが桜概の項ですぐわ，かる。文患ではやや~.然とし

た包伝的?を題名をつけているが ，二次Vてなると，ぞれが正確κ修正されているの段落区分は細かい

方でるるが意味のとらえ方は:J;;-;1;'むねよ < ， 一次と二次ではほとんど変わってい念い。~話事の組み

立て図示κは少し疑問の点がるるが，立体的(tL関係構造を示ぞうという 〈ふうが現われ初めの段落

と， 最終段落C照応関保が成 り立っている。妥約I'Cも改替のあとが見え，総じて読みの進むfてつれ

て的確さを増してい〈状況がうかがわれる。

ζれ1fC(らべると中は，文題からして「おもしろととはJというような，具体的興味的色彩が強

い。意味を充分にとらえたP統括したりぜずK読み進むものとみえて，設問に対して随意K読みと

っては傑したものを反応さぜる傾向がるる。 f:l>-も しろとと伐」技，二次で修正されず， r意味が
わから左かったり，かんじがわから念かったから。 J というよう?を~いまい念表現に左つでいる。

後概は，秩序約κ要点をとらえて嘗かれてはい念いで ，具象を主体とした書きぶりでるる。

段落IX分の根拠が不安定のようで<1?り，論底的な区分でな〈形や量の上の区分でるると思われる

1・2・5を一段とし， 8・?を五段とする念ど混迷の例がいぐつも指摘できるのでるる。要約力

は極めて貧弱で，具象にひかれ論君主の筋にのら ~v>読みの欠陥をよ〈露呈 している。細却の読みを

みても，よは正確で設問fてよ〈対応しているのに，中，下は逸脱したり，具体的念記述の倣片で反

応したりしている。

1J:シ下位児童主には，文字!・語いの抵抗がかな りるったととを付記して必〈。

中 学校 2 年生

(本文と調査問題 〕

〈マス・ 2 ミュニケーシ，ンについて〉鏑名は伏せる。 出典 大阪管籍中等図書苔 二年

@ 人間どうじが.気持ちゃ総見を伝え合うために，いろいろな工夫が乙れまで考えられてき

た。伝え合いの道具として ，たとえば「ととは Jだの.r筒くはせjだの， r身ぷり jだの
が発切されたし， ζ とばそのせる fのりものjとして，紙とイ ンク，怨波などが発明された

@ ζ のような人問どうしの 「伝え合い」のことをヨミュニケー シヲンとよぷ。人々が交換する

手紙 ・会話・費量級，先生と生徒の聞にかわされる数脊， ζ れらはすべてコミュニケーション

だ。コミ z エケーシ g ンによって ，人制は新しい知識を獲得し，それをたくわえ ，さらにそ

れを使って 「考えるj行為各蛍む。多くの学者が言うように，袋かなコミュニケー ション活

動乙そが，入居品と他の動物を区別するm袈な国じるしなのである。

@ ところで ，二十世紀にはいってからω人聞のコミュニケーションそふり返ってみると，そ
乙には，ひとつ見のがすととのできない大きな特鍛がある。それは，・おびただしい数の人々

を 「受け手Jにするコミュミエケーショツの成立でおる。たとえば，何百万という鈍行部喪主を

書寄る新関，潤じく何百万という人間を相手にレて政送されるラジオ・テレビ。 ζれらの新レ

いコミュニケーションの形式は ，従来のコミュニケーション，たとえば f手紙jとはずいぶ

ん慾っている。 手紙。場合には，差出人ひとり，受取人ひとりで， r伝え合b、jが成立.して
いるのだが，新聞や放送の湯合には，室主出入は新聞社・放送局といったような f企業Jであ

り，安置E人は前にも述べたように ，何百万・何千万という膨大な数の人々であるからだ4手

紙{:>.円字書の会話のようなダ人数のコミ ュニケーションと，新樹や放是正のような多人数の2
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ミュニクー ションとは区別して考えるのが便利だ。そζで社会学者たちは， マス〈大震の人

々).>a受取人倍したコ宅売ニグi-?{，.ンを特に分類レて「マスーコ ミュニケーションjと名

づけた。

④ マスーコミュニケーションは，現代の社会を，乙れまでの社会ときわだって途ったものに

した。第一に，マスー コミュニケーションの成s1.によって，知獄の伝わるままとスピー ドが辛苦

しく僧大レたととに注意しょう。現代の主士会に生きるわれわれは，どんな山間へき地に住ん

でいようと世界じ叩うのおもなできごとを簡単に，しかも鐙容に知る ζとができる。ラジ

オのスイッチそひねってニュ ース毎鶴ささえすれば，たった十分前に平キロも車産れた所で童話

むったできごとを知るζ とができあレ，テレビのダイヤJレを合わせれば，同じく千キ口も練

れた球場で行なわれてのる聖子疎の宜式会7，io.即時に見る乙とができる。

⑤ とれば，今からが£事前の入問にとって，忽像すらできないととであった。大阪で怒とった

できごとが，ニュースになって東京に届くまでには数回かかったレ，ましてや，それが山奥

の小さな村め人々の手もとに届くには.(可避聞も何か月もかかったρ いや，庖かないことの

ほうが多かった。大部分の B本の民衆は ，日本の他の部分でどんなζ とが起こっていあの力、

をほとんど知らないで生活していたのである。新閣や放送は，人岬の閑ぞt世界に向かつてflll

かせてくれた。われわれが.世界全体を見つめながら生活しようとするかぎり iマスー コミ

ュニケーシ ョンはどうし・ても必要である。

@ 声高こに，マスーヨミュユケーションは，知織や万人共遜のものにするととに役だっ。背，

まだ印刷術というものが発明されていなかったとろには，すなわち，寄託簡や容物がなかった

時代には .?f(字は人間の肉筆でのみ容さとどめられていた。だから.たとえば，ある人が宙

分の考えを脊きしるしたr*Jは，たった一冊だけしかできなb、。それぞ読みたい人は，そ
れを借りて f写本jを作る以外に方法はなかったのである。じかし ，乙んなやり方在レてい

たら，どんなにいい本でも.ごく少数の人々にしか貌まれないであろう。言い換えれば，そ

ろいうやり方は，知識を少数者の独占に任せるζとにほかならないのである。

① 貌誕の社会ではどう主主乃うか。ある著者の望書いた主意見は，活字に組まれ，印刷機にかけら

れて ，何万部でら ，何千万部でも複製できる。知識は少数者の独占物ではなく.大多数の人

々の共有財援になったのだ。

③ ζ のように考えてくると，われわれの主主活とマスーコミ ュニヶーションは切っても切れな

い島屋係にある，といわなげればならないであろう。もし新聞や放送がなかったら.われわれ

の生活ばどうなるか。台風で草野間配達が返れ，しかゐ停砲のためラジオゐ聞けない，という

ような自在われわれは経験するが，たったー自のそういう経験でさえ，われわれをー患の不

安におとしいれる。マスーコミュニケーションは，われわれーと，われわれのまわりの世界を

つなぐ道路であ芝、。

@ しかし ，とのように，マスーコ ミ田ュニケーションが現代の人憾にとっての必橋品であると

しても.その反面，それは社会的な智恵になる可能也をも含んでいる。第一に務代の社会で

のマスーコミ ュニケー ションが，おおむね樹祭主義の原怒で動いているζ とに注意しよう。

たとえば，民間放送のテ1ノピの望書績を見ていればすぐわかることだが，務総にはそれぞれス

ポンサニーがついている。スポンサーとは，お金を出して，その著書組を 「提供Jずる人のζ と

である。三十分間のドラマ毎槌供するためには.百万円もお金がかかるのだが，なぜスポン

サL は，こんな大金ぞ衡し気ゐなく使うのか。理由はたった一つしかなb、。それは， ζの番

組のスポンサーになるととで，自分の会社で作っている製品，たとえば，はみがきとか，せ

っけんとか，キャラメルとかの宣伝をしたb功、らである。宣伝すれば，それだけ製品は売れ

るo -'-緒ニ十円のキャラメルでも ，テレ ピを見ている百万人の子供たちが一つずつ買えは，

その売りょげは二千万円。香組提供の百万円ぐらいは ，もうけの中から十分tムえるのである
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ひと乙とでいえば ，マスーコミ ュニケーションそ動か している釜本原理は .他のさま ざまな

麓撲のそれと悶じように 「金もうけJなのである。

⑬ もちろん，金もうけ一本やりではないので，公共的なニュースぞみんなに知らせる ζ とだ

の ，社会教育を祭たすととだのら，マスーコミ ュニケーショ ンの重要な役割だが .r金らう
けjの目的のための手段として，ヲジオやテ レビが使われる例は残念ながら少なくないよう

に恩われる。。マスーコミ aニケーシ ョンの含む危険な可能性の第二は，その受取人たる何百万もの民衆
すなわちわれわれが ，ものの考え方において自主役ぞ失う可能住でめる。子紙や穏話のよう

なコミュニケーションでは.人間どうレの気持ちゃ窓見の fやりとり Jがああ。つまり，そ

ういうコミュニグー ションの中で は ，ひとりの人簡が鐙出ー人になったり雪量殺人になったり，

文字どおり fやり Jrとりjの両方に参加できるのだ。ととろが ，新関や飲宝去のよるなマス
ーコミュニタータ費ンの中では，われわれは ，常に努取人で九る。そζ では ，人の轡いたも

のを続む .人の宮市居間くだけで， 向分が人に読ませる， 人に話再号聞かせるという君主出入とし

ての役割在感たず綴会が会くないのだ。

⑫ 別な言い方をすれば，マスー コミュニケ ー シヲンは 「一方交通jのコ ミュニケー ションな

のである。向ζ ろから一方的に来るだけで，とづちから返事ぞしたり質問を。したり ，という

「両商交通Jの余地が全く残されていないのである。 とのようにみると，われわれは多かれ

少なかれ .r受取人j専門だο そして， ζ のような状線は，ややもすると，自分のほうから
積極的に怠見を述べる習慣ぞ弱める乙とにもなるおそれがある。 新聞や放送の伝えたことぞ

そのままうのみにして ，自分のほうから自主的にものや考えない ，という生き方。それは，

民主主蔵社会での 「傭人jの飢念と矛盾するのではあるまいか。

@ われわれは，マスー コ ミュニケーションのもたらした数々の恩恵者是認めると同時に ，その

危険な可飽牲を常に皇室観する必裂がある。そして ，その危険な可能性役 ，入閣の告PJ.gで克服

する乙とをわれわれは湾え続げたい。

Z間王室問題

巨亙E ζれからの調融査問慰は'成績桁テス川トで叫はな肘<.中特学生卸の綴机み進蜘む状糊態悦を抑研穆研附F附究

るためのものですカか、ら ，宅番昏号耳願買にしたカが句つて，その時に思ったままを轡いてく

ださも、。同じよ.うな関隠が出る ζ ともありますが，人間の湾えは変わ るもので

すから，前と後とで答えが選ってもかまいません。

第 一 鏑笈 年総号氏名

まず本文を読みながら，わからない字， ζ とば，文などの右わきに傍線一一ーをはっきりひ

きなさい。

0 一回読み終わったところで次の間に答えなさい。

一、 ζ の文Z誌に ，文総をつけなさい。

二、との文望訟で述べているあらましぞ稼いてください。

三、いま一回読んで， ζ の文裁で蕊亘書だと思われる部分に波紋へ九九~ 栂ひいてください。
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図、 ζの文家は，いくつの段苦~(意味のまとまり ) にわかれると患いますか。つぎの伊0"吾参考

にして，わけてください。

〈例〉

{~ 
@ 

一{① 売はド第一弘の~~.つの伊iです。①

②

③

 

玉、 ζ の3主主置会i本そできるだ1す剣勝にまとめて替いてください。

第二調主主 主巨組 号氏名

つぎの文字，語句等の窓味は，国語苦字典からぬきがさレたものです。 ζ れを参考にしながら

本文をいま一回読んで後の問に答えなさい。

とう幻滅d

さ;;:換〈とりかえるとと〉
酌〈と〈 とうい いとな

獲得(えものぞ~るとと。手に入れる乙と 〉 湾える行為を官主主r
著

作鶏 〈桜:準高P企 てる ととの食てた毛討議〉

LA'" 
写本:(奮をき

(考えるという行ないをする。考える活動~ずる〉

~ぅ秒、
膨大(ふくれあがるほどに大きいζ と。形，内特などの非常につださい乙と。〉

ど〈嵯ヅしまか ひつり争札

写した本〕 独占にaぜる(ひとりじめにさ性ておく〉 必術品(滋に必援なお物ρ 毎日の
しよう

生活に欠かせぬ物〉 商業主義(商業をものごとの中心とする考えかた 〉 自主伎を失う可

官芭畿がある〈自分が主体になって考えたり行動したりする態度をな〈すおそれがある)

一、ζ の文章はなんについて訟ーいたものですか。

二、乙の文雄で窓草壁fごと思われる部分に点線・…..~号ひいてくだ 8い。 〈 前の紛と震なってもよ

い。)

三、本:交の零号〈①②③…-・4・・・ )ぞ使って .左の形式で， Cの文宝震をいくつかの段m:にわけ，

その袋点{e言己し。なさい。

(形式)

本・文革昏守 段軍事務号 袈 点

四角のわくは手で 望書いても

①Cめ@ 寸
J

よい。

阻v 官官問でわけた段曲芸相互主の鴎係按.害害者ー例を~ft"(i_レなが ら図示レてくださb 、。

(例〕

聞
}

一区「コイ
/ヨ" ~巴1ヨ明
白日盟 "'-.¥// 
冶/道

臼 回一日

ニ λホ謁
(例〉の段rE数は ，根拠のないもの

です'0
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玄、 ζ の文訟で述べようとしているζとはどういろζ とですか。要点槍紀してくださ島、

第三調査 £李総号氏名

一、普濁のコミュニケーシaンと ，マスーコミ 1 エケーションとの滋いについて簡単品ニ述ぺな

さい。

二、なぜf些かなコミ ュニケーシコン活鋤ζ そが.人間と他の動物を区別するii{妥な目じる しJ

なのか.鋭明しなさい。

三.マスーコミュニケーションは， 伝え合いの形式としてどんな特徴毎もっていますか。簡単

に述、べなさい。

回、マスーコミュニケーションが現代社会に獄窓を与えている点夜間以に砲したきいの

五、マスーコミュエケーションが現代社会に将軍盟ぞ与えている点~i-餅mに制しなさい。

六、『公共的なニュースぞみん況に気Jt:.せる乙とだの，社会教育を娯7こす乙とだのもマスーコミ

i ニケーシ温ンの室裂な役測でめる。Jのに，なぜ社会的なさm!になる可官官位をも含んでいる

といわれるのか説明しなさい。

七、マスーヨ ミュニケーションは，民主主設社会での「個人jの観念と矛I冒する生き方ぞ育て

る危険怯を含んでいるといわれるのはなぜか・，説明しなさい。

八、結局.今日のわれわれは，マスーコ ミュエケーションに対レて，どういろ心がまえ帯もつ

ベさであると説いていますか。

九、マスーコミュ ニケーション(新聞，ラジ才，テレピ毒事〕についてのあなた伺身の経緩や，

!liJ怨~自由につづってください。

{考 察〕

住 f守:年をi患うにしたがって ，ほほ同様のめ.羽が反復されるので ，簡略に述べる ζととする。

1 :sn旨の芭銭的概括的なは握について

ζのヲt!":はffK始まって結尾の妥杓で終わっ匂ハる典型的念議説文でるる。したがって形のよから

も ， また内若手的にもかなり箆然としているので厳重E しやすい偲類~属するかと恩われる。第 1 5表

;jJ 1 6J長は ，一次と二次の調査結援であるが，従前の調査例と問機κ多種多様念反応を，調査者の

乱，~，f'(よって分類統括したものでるる。

白紙は ，火:京内容をかなり 簡潔K とらえ~.q.た ものでるり ， 怨を追うにしたがって疋答性がうすれ

るように配列 したもので遣うる。
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第15義文怒 (一次読み) 調査数 9 9 

類 文 Z量 数 員自 文 E重 数 類 文 '題 数 Z員 文 題 数

囚 了 マス・コtユニケ34 巴 エ マス・コミ t人鴻 5 国 B凹 守 λ閥 ~ Itt の!lli~ 2 

コ ーシヨ y マ 主tカ 生活と進歩 -t 
、、、 ス 会 の

役目ユ イ コミとマス・ コミ 31 • キ伽うもの) 5 
7 他

ー- 。コミ Zニケ・シヨ 29 lコ 人 ク 人間の知恵 サ ラジオ・テレピ
ケ 、、、 間
y 

と ν 世界のー方交通 1 

シ 人 スm答 5 
ヨ 間
ン 言t 66 計 5 jf 計 13 

完売16表記述の対象 (なんtてついて書いたものか)二次読み

実証 文 ~ |数 領 文 題 数 類 文 』語 数緩 文 題 教

回 あ マス・コミの役わ 34 回 え伝え合ぃ 回 か 古代から近代への 5 白 け扱it類について 2 
ヨ り 伝 お 考え亭ζ止の意味 P 社 進歩 そ ζ ととばの意味 2 
、、、 逮 会副

5 の
ユ い コミ主マス・コミ 10 と . き ijUtに生きる人間 き終答 5 

ー う コミュニケ"γヨ24 思 人 〈 人筒の考え
7 他

ケ 考 間
y 

ジ

ヨ
ン 計 正a 計 15 計 7 

一← 一」

みられたととをまとめるとつぎのようである。

① 中学生f'(怠ると，発達段階にふさわしい緩度の文章K対しては， 一読でほぼ概怨をなし得る。

一次でも，二次でも正答性を含んだ答が全体の 66 "!o以上(1(なっている。 ζれは，記述の対象や

内容を大まかκは健するよう~簡単な読みの能力は充分(1(ついているととを示すもので奉るb 文

香室内容の論理的構造や，意味段蕗の的縫念は握はともるれ，乏にについて書いたものでるり，1.1:

Vてが書いてるるかというような直観的な読みはほとんどできるよう Uてなるというととでるる。も

ちろん， ζの文常のようK冒頭から重委語が現われ，ぞれがしばしば〈り返されているよう念場

合は，極めて容易でちろうから ，上表のよう宏好結果を直ちに読みの能力の発達K帰するととはで

き念いかもしれ?をい。しかし念がら，今回は発表し設い函媛事例苦手iとようても，蓄がれている内

務を指示する力は，中学生には充分ついているよ5でちる。

@ 中学生では，読みの構えや，読みとりの体制がある緩度一定して〈る主うに恩われる。 ζれは

との直観的;iは短の分野のみで念(，段落や段意，;bるいは要約等の所でも現われてぐる傾向で ・

<hるが， 中学生は小学生ほど説みの変移が少ないように見受けられる。よく解すれば，読みが安

定したというととになるが，ぞの反面読みがi司定化し，柔軟性を失って読みの幅が一定して〈る

という解釈も成り立つ。結局，読みの個人差がしだい(1(回議して〈る》ぞれが感じられるので，

読みの患い習慣化が~ 'ëきれ ないよう K充分配慮する必要が&るのでは念いかと恩われる。

① 読みの技能の未熟な者(1(，主観的念色彩が主主まってい〈傾向が事る。

読みの技能が未熟で~り，アンバランスでるると， ぞれに伴ってよけいに，読み手の主観的傾
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向が加わるようK思われる。回類の「人間というものJr現代κ生きる人間J.r古代から近代へ

の進若手J， r人聞の考えJというよう念概観的なは援の中Vては， t目当個人的主観的見解の作用して
いるととが ，感想文ゃ，細部の読みとり等K照らして明らかで怠る。人間ゃ社会κ関心を抱〈もの

が，その主織を基軸として文脈をゆがめて読みとっているふしが&る。

伺謝守主観的在読みが読みの成長をさまたげるものでるろうが，ぞうした読みが習償化されて読

みとりが不均衡になるKつれてますます主観度が強ま・ってい〈ようにも見えるのでるる。とれは読

みの機能を£りょ〈究明し乏ければ解決でき念v>開通ではるろうが ，とにかイ現実tては約言したよ

う念悪i震環が行なわれていおように思える。

@ 個人差が増大ナる。

回類で，新聞 ・ ラクオ・テレピ念どの具象Kひかれ，即物的念滋名しかっけられ~かった者は，

やはり二次でも，そのよう念断片的念読みしか示さない。無答は二次では減じたが，その無答者

は，白類の 「ととばの愈味」という不可解~項κ移っているのでるり，決して回要員へ向上し

ているのでは念い。

0 

機銭的'il!観的ね;援はしても ，どの様l変のち密さと的確さをぞなえているのかが問題で彦る。との

項では，全〈表面的にしかとらえていてEいので，ぞの内面的?を状況は以下κゆずら念ければ念ら念

t">。

2 梗概の読みとりについて

第1守霊安 穏板の型%

(1) 完全締約 ? 

(21 大意要約 24 

(3) 平板羅列 2 1 

(4)主 銭 1 5 

(5) 興味断片 1 8 

(6) <bいまい B 

復措設の読みとり能力は授か念か発達しt.l0とhうととを， 3年の項

で，ソ速の心鑓学者ス~ )レノアの潟を例をりいて述べた。ス ミルノフ， 
の伊jでは小学6年生で 2S-%のできでるったが，中学生ではどうであ

ろうか。

第 17 表は，か~り調査者のま観的な尺度κ ょ ったものであるから

疋S程度を完全保証する ζとはでき念いが ，中学生の本教材K対する反

応状況をか念りよ〈物語っていると思われる。

過不足右:ぐ文~全体の槌織をとらえるという ζ とは ， 実は高次を全

体的念力を委するもので巻って， 中核をとらながら ，しかも調和的に

製紙を綴り得る者は，会事読みκ近い読みとりをしているのでさbる。 領概のすぐれている者は ，紙

して，袋約や婆旨Kもすぐれていると とが昨年度末の調査でいろいろ と明らかκなっている，。ζの

表での究会締約は ，ややゆるい尺号室でみて&るが I 3年 5年K比べてかなりの伸びを示している。

(7) 無 答 l 5 

著しく 目だっ点は ， 大意~約型が増加しているととである。直観的なは握の項でもみてきたよう

に， 中学生は紙、括的念は援Kひいでて〈るようでるる。ぞとで，その大慈をある程度要約した形で

綾概を述べる者が増加するかと思われる。この大意要約型は，ほとんど上位群と中位君干の上の生徒Vと

みられるものであって，客観的た読みκ念っている。
平板羅列型も，客観的方!読み附属するものと考えられるが ，文章の事実内容を平板K詳し〈嘗〈

丈いうだけで， 一貫した読みに支えられてい念い未熟な読みである。との度数がかなりの比事を占

め7ているのは ，読解力の形成過程Kある中学生の読みの状況を示すものといえよう。
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主.f;IJ.~.[lJが， 5年生よりもやや多いのは， 1側めで述べたように，主観的念総みと りがやや同定し

て〈るためかと恩われる。素材が素材だけに，経験や心情のはいる余地は少念いが，ヌ3長をゆがめ

て主主括的vr筋を構成している向きがかt:り多いので為るの
興味断片!I':iでは ，具象的念部分(ラ ミ3オ・テレピ・金もタけ ・スポンサー...・H ・..等){ILのみ注目

して，ぞζを中心、に書いて， JjiJ後の脈絡を欠いている。

主プヒ， あいまい型は，女f;tの筋から逸脱したり，引例と安説の関係が不的舷でるったりして，全

〈読みの-lJ牲を失っているものでるる。前出の裂と共に低次の読みというべきでるり ，中学生の

段階Vとなると(11完全圧縮迎と(5)(かの侠い読みの裂との悶の質的な表はますます闘き ，個人差に即応

する泡~Ðæ、妥が痛感されるのでさbる。

3 f:量諸事意義と段意の!ま纏について

ζの;5{殺の勝成は極めて典型目的念論説文形式でる為。とれを大役青写κ区分すれば下記。工うに念

る。

①序 (コミ ュニケージ忌ンの解説) 1・2・5 〈形式段落〕

② マス・コミの長所 4・5・6・7. 8 1/ 

③ マス・ ;;;I(の短所 ?・ 1e・11・12 " 
@ 繍l議の要約 1 3 11 

マス・コミの長所を述べている部分も，短所部分も二つκ区分されるが ，ぞれ以上の細分段無窓

昧でるる。さすがi'(3年生Vてみられるよう念小段怒は見るたら念かった。

第 18茨を上記の大区分YCJaらしてみると， :t>~よぞの傾向が察社られる。

第18表 段落区分集中度数表
-君主 最終段泌は考慮(!1:入れない

段落 1 2 3 4 5 6 7 8 ? 10 11 12 13 

街3 2 .3 4 55 18 .3 1 34 1 2 38 1 4 48 1 6 ‘ 19 ‘ 64 

2 部1 6 42 4.3 .16 24 l4 ? 42 品 49 20 34 I 61 
! 

噌O 減o 。。6 d ~ 。d 。企.。。。， 
.~を付したのは集中度数の多いものでるるが，大体大段落'区分に対応している。 3 ・ 8 ・ 1 2 

がぞの区分箇所で<bり， 1 0 tt ，マ A ・コミの危険性の第一と第二を分かつととるでちる。

とζ九で ，大段落での終設務を分かつ 12のととるの集中疫が低<， 6 {It，おいのは ，全休の続み

κ問婚の<bると とを示している。後述の要約の項でもふれなければ授らないか，末尾段落の電要性

を認識し企い結臭として抽象的な要約が不充分K終わっているのできる。

投書写が疋し〈拐、識できる. というととは ， 意味体制化が円滑にかつ充分{It~されるという ζ とで&

る 。 ただ段務階部の際κは，文般を静鯵として分析的I'Cみる立場からで~ ( ，文依{It浴って続み進

めttがら段務イ七してい〈惚!吃を耳JII致 しなければ念らないと忠われる。

とと ろで，完全に主しいと忌われる段落区分が窓外 i'(少念 〈全体~)I %弱にすぎ念かった。 との

Jll!laはいろいろ毛るが，その一つに ，指示的機能をもっととばI'L対する主主主主の不足という ζ とがみ
げられ工うe 段落指互の関係は後V亡とれらの ζとt"!t:t~嬰な働きをもつので念るが，細か念読みと

力をしてい念いように恩われるのでを;る。 このy:.~では，マス ・コ ミの恩恵や答感を項包立てて述
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べ .r第-t'CJ• r第二yCJという ζとばをHVnvr出して叡述を主主おていZ与ので.J2'l'慌の傍成が整
然としているのでるるが，段落ヒ鐘~.不充分のようで彦る。

ぞのほか ，段務と役務の主主楼のかぎとなる接統詞関税ミの読みとりも不正俄のようK考えられ，と

れが引例と安説 ・具象と対1象の関係は婦の.-f.充分ざと結びついて好まし〈 念い結泉を示 している。

っとvc.第 19表κよって段遂の大きさの推移唱てみよ う。

第lP表 段落の文きさの変化 (一次→ 二次〉

小さ<~る い ι 司~) ほほ閉じ)(5 7各〉 大き〈念る ( 2 7 ~ら〉

大 中 8 大 ..... 砂 大 1 7 中 -圃. 大 1 3 

大 。 中 一・ 中 29 11、 ー.. 惨 大 ι 

中 -・ 〈中')小 6 - 1 0 小(中')→ rt 1 0 

著しい現線と して .第ーに 「ほほ同じJの項の此訟のよきいζ とが為げられる。腕述したよう K

中学生は，それぞれ抗，みの設が防|定しかかって色 ているので， 一読やニ読の後~で!-lさほど読みの

変容がみられ念いよう で争る。えだ ，全般に総長有力が糟大しているとみられるので ，大陵落イとして

い〈傾向。t小段終化する傾向よりも多いようでるる。とれはやはり読みの成熟を物語るものでふろ

うか。

全般'1'".小与と主rc比べて，小段落が何じ.kr.;~~ と中段落が主体と念司ている。いうまでもを〈

との績をでも，学校差・学級禁〈という主りも段落15遂の遣い)は ，か念り!感 じられるけれど

も，Ij~学校に比べて念、味段目ち~大事〈とゐ傾16Jが現われているよう でちる。

段落の;怠味は昔話はぎまざまでたるか I-t.ζVζもい 〈つかの段階が存在する。

① 兵員貨や，丈~:事実 』て吸着寸るもの。

F ."'1 ~ 

'"_) 

最も{ほい段階でら り， r民間絞送出 合もうりのプrめに~る。 J iテレビの官伝で事IJ孫が大事〈

なる。 Jといったよう なとらえか?と。

@段滞。一節を復唱的K反応するもの。

キイ・ワ ードや，キイ ・tンテンスを中心vq差点をIII事出すというのでは念<.部分的にどJ象

づけられた一節をそのま L書〈もの。 r人1切ど うしの伝え合11">のととをコ ミュエケーヅョ ンとよ
ぷ。 J， rマス・コミ ュニケーシ g ンを動かしている謀本原虫は，他のさまざまな箆言葉のぞれと
同じようvc.I IJ"金も うけ』なのである。 J~どo 。
@ 自己C経験や主観を'!じえるもの。

「背は ，.Vrl妨・ラツオも念〈て不俊だったが，現在の私たちの生活は便利で率穏である。Jr 
大阪のニュースが東京('(伝わるのK何週間もかかったが，今の私たちは，い念がら野球のナイタ

ー攻どみられるというとと。 j

(4) at.il!:長・主主注文念どをとらえて~<もの。

@ 自分のζとはとして， 段:台、をまとめるもの。

E史意をとらえる場合の絵格は ，かかむね文2F.を袋約する場合と似ている。えだ恐百容の婆点をとらえ

る綴f'Cは I.t T絢かな文と3どとの関係や，絡の文脈ょの位鐙づけが的般になされわばならない。

u，ij-(治組織図は 5年と同じj翠自に工って詞P今昧したいと考えているので ，ζとでは省略する。
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4 要約について

小学5年の閉じ項で述べたようtL，妥約という働舎は重袋かつ高度念ものでるる。読み手はまず

自己の読みの続時的念過程vc治いながら，主主識のよでは|噂祈逆行を〈り返して既読部分の君主味を宮
とめてとれを秩序だて ，いわば立体的に懲味構造化してい〈 。ぞして ，その怠味構造の核を凝縮し

第20事侵 害耳約内容日IJIl数表

項 自

ア マス・コミュ エケーションVてついて

イ マス・コミ とコミの間勤Kついて

ウ コミュニケーν"-ノの解説を主とするもの

エ 人間の知恵ゃ考えκ関するもの

オ 社会の進J辰発途

カ ラジオ・テレビ・新聞等のマスメディァκ

ついて

キ逸 脱

ク 無 答

一郎 二郎

34 39 

1 4 1 7 

8 5 

B 1 2 

1 5 1 4 

? 7 

E 2 

B 3 

b自滅。
。
~ 。
~. 

企

d 

l: 

たものをま約と呼ぶ

ので~る。したがっ

て妥約Kは ，文語Eを

発展的tL窓味段落4七

してい〈能力と共K

文章主鎚や袋旨を一

貫して追求しは録す

るととるの持続t1が

必妥K走って〈る。

読んだととを，まと

まりをつけ没がら記

憶し， その意味化さ

れたものをiiH似てし

念がら，文章の中核部分のみを筋Kして，意味を;焦点化していくという営みが必要Kなって〈るわ

けでるる。

第 20表は，婆J均した内容をみたもので遣うるが，ア・が般も正しい内容のとらえかたであ Pイ ・

ウ・がとれにつづ〈。

第 20表でみられる主なととがらを要約する と次のように念る。

① 要約の表現や正答の度合いは別として，文章内容の中級をとらえるものが多〈念っている。

② エ ・オなど文0:の怨旨を述べるための副次的，具体的念内容tLl3を向ける者は，草寺K主観的念

読みとりの傾向を強〈もっている。

@ 全般κ一次と二次の続みとりKいちじるしい変化はみられ念い。

@) しかし念がら，ニ~ýでは質的念深まりがかなりみられる。

⑤ カ・のよう~呉象の読みをしている華えは，ぞの低次な統みからなかをか向上でき ttい ようで&

る。

以上は， 要約したととがらをゆ心vcみたのであるが，質的念薗はどうでるろうか。
説明文できるるだけIC• f静者的念婆約はほとんどみられ注かったが，エ・オ ・カtL関連するような事

象の要約がか念りみられる。

ぞれから，下位苦手Kは部分的念婆均が多くみられ，ぞれも断片的K記述している傾向が強い。

次K問題と 念るのは，概観的念妥約でiI;って，とれは一見包情的な大きな要約であり，抽象化の

進んだ閥階のように・もl蕊じられるが ，吟味すると偏|均していたり ，不足砲で怠ったりするのである

とれば梗概のととろでも述べた大滋袋約裂と似た綴相を示している。とれが上位苦手i'Cもかカ:!Jある。

ので ，読みを〈わし〈ずる態度をもっと養わなければならないと思う。

とのよう念しだいで， 読みの熟達したものと認められる会体的要約~ま 1 0 %弱でるり.内容_gIJ~
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.ア・o_).頃が 30 %強でるったのに比べて，質的にはまだ多くの問題を残しているようで<bる。

6 I重要領所の指摘について

5年の段階よりもさられこ進んで，だんだん的確K蚤妥籍や主要文 ・主主主文などを抽出するようK

念って〈る。とうした読みとりの意識は慾味体制化。上K大事〈働くもので念ろう。自だった傾向

lのみを少し〈るげると

① 事象を読む立場から傍線をひ〈者;もかなりるる。

(例) ラジオのスイッチをひねっで………「一方交通」

基本原煤は・・…・……金もうけ…・・・・

@ 冒頭部ゃ前半部』てよけい傍線をひ〈傾向が念る。

との文尊重で最も霊安11尾括部分Vてほとんど注目してい念いのは，読みが冒頭部4てひかれる状況

をよ〈現わしている。とれば，心底的な間勉K関係があり，指濃の際V亡，'Ib<まで読みとなし，

読みとシし念がら既設部分を修正してい〈という訓練が必要であるととを物語っている。

@ 全体VC， i吾句よりも，文や節K注目するようになる。

5年と同様十て ，滋味は援の進場を示すものといえよう。

6 細部の読みとりについて

三部は，何百的1，(仇.r?，_から絢膏Bの読みとりをみたものでるるが，通覧するとつぎのようなととが

らが目だっている。

① 全般K細部の読みはiE砲さvc欠けている。

概括的念は鐸はするようvc在ったが，ひとつ.びとつの語句を吟味し，ラピと文との関係を読みね

ぐ精細念力が不充分なようでるる。

② 具象的1，(記述にひかれて，正しい;t!;1床は援をし念い者も少念からずるる。

③ 経験にもとづぐ主観的没解答はほとんどない。

5年の「話すととと書くととJのようVC.日常生活経験と関連する事項が少念い故もらろうが，

との種の反応はほとんど~くなっている。

@ 妥説を明確には優していない。

三部の八開は ， ・ 「マス ・ コ ~VC対する心がまえJ を問うものでるり，乙れは 1 3 形式役員~VC要

約されているので&るが，g:徒は中央部の，恩恵、や害義κついて述べてるる段務の内容にひかれて

婆説の帰納的な部面を読みとらない者が意外K多い。 ζれは妥約の項でも述べたとかり ，概括カ

がついただけで安心でき?生い状態I'L.bる と忽われる。どうしても.読みを厳し〈して，抽象的念

思考を高めるような指議をよむ徹底さ寺町念ければならない。 。

? 君半期jの事例について

対象生徒は任主主vc:ItB出したもので多る。上位の生徒は，読みがやや未熟の点がるり，上の部の

下に属する程度と思われる。
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中 学 2年 ・群別応答例

一， 
文

上位若干生従

知書量偏差値 57国籍成績4

第一 部

〈上 )

〈マスーーコミ且ニケ一回シ aン〉

題 11てついて

一ばん昔は ， コ~ :J.エケーシ

中位若干生徒

知育長f清澄f筒48凶結成績5

〈ψ)

マスーーコミ ュニケーーシaンの

働き

マスー コミュケーションは人

一、 ョンというものは ，身ぶりな |々 にと って念〈ては念ら念い
どから伝えられたが ，今では |ものである。

J使

畿|

テレピラジオなどが出て来て

その役割をはたしている。と

のよう念物がなかったら人間

は世界がどう君主っているかわ

ら*いでとまるととだろう。

ですからコミュケーショジ鉱

私選K切っても切れ念い線で

結びつけられているω

- ，重要館所は略

四 一一-~ー、 r一~ーー『

段
①叡!> @@(6X!) 

一一
落
③e吻@@⑬

マスー コミ且ニケーシnンが
子i I 
、|だんだんと発達して来た今の

要 |世の中は ，テレピ，ラ;)オ*

どがるるが， ζれら念かった

ら，人間はどうなるかよ〈わ

り |から念い。

この主 うな 1 I協を(云えるよい

ととも あるが，一方(1(は，金

もうけのよう左あま句ょいと

ー一一、ー~ ~-一回「

①②@@⑤{電xv

凶
4戸ー--ー〆‘ーー--、 ・ー・・'、-、

③③⑬@@⑬  

普はと沿〈はなれ?ととろ

~いると何日も目散がかか

ったが今はラミPオやテレピ

がるるので H子かからない

でと念〈はなれたJーとるκ

ったえられる。それだけよ

の中がはったつしてきたと

いう とと。
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下 位若干生徒

知能偏差値切関落成績1

〈下 〉

コミ ュニケーーシaン

人聞の気持と放送するう

クオとテレピ念ど，台風

と見る新聞 ，需品症とそれ

ぞれのスポンサ。

①@③包ゆ(電xv⑥

，ーーーーーー_../'、ーーーーーーー、

@⑬⑪@@ 

との文章まに，きにゅうした

均，そのよんだとと金かい

た旬。



〈上) 〈中〉 (下)

いわれ老いととがマスー コミ

ュニケーーシ，ンKついていわ

れる。

第 一 音E一

一
記 マスーーコミュ ニ ケ一司シ冒ン~'L にとばの意味i乞ついてかいて
述

ある。対 ついて。

象

① コミ ュニケ一一ション ① 一 コミ品ニケ一一ション
. 

一
一
‘・ @ VCよって人聞は新し @ とは伝え合いとゅう一 ① 一

段 ③ い知識 ，考える行為 とと。

を営む。 ② 一

ままか左コミ ュニケ一一 ③ コミ ュニケ一一シ事シ

シ通ン活動が ，人間 @ をすーコミュニケー ③ 

と{患の動物と区別す @ 一 シ g ンと名をあらた

苦主 ゐ日じるし。 (め ょった。 ※ 区分のしかえがでたら

⑦ めである。

ト一一ー

@ 知識の伝わる量とス ⑬， マスーコ Eュニケー

⑤ ピードが増大した。 @ ションをうどかす基

(め 一 知識を万人共通の物 ⑫ 本原潔は金もうけで

⑦ とする。 ③ あること。

① 7スーーコミ ュニケーー @I-

シaンは， われわれ

の世界を給ぶ通路で 人間の知恵で克服す

ある。 @ 凶 るととをわれわれは

ミ考え続けたいか

@ マスーーコ~ .::r.ケーーシ

⑬ ョンは ，社会的1l筈

@ 
一 惑になる可能性があ

⑫ る。自主性を失う 可

⑬ 有量性がるる。

マス一一コミュニケーー

ションは一方的なコ



(上〉 (中〉 (下〉

ミュニケ一一ションである。

積極性が念(~る。

一、

段

す + 
巳

tt 

J通図

万三

マス ・コミ ュニケーーシ aン マスーコミュニケー シmンを きにゅうした句か〈こ介。
四
、
は人聞に恩恵を与えると問 もっと利用して ，もうと昔よ

3基
E寺に害惑も与えるのでよ〈 りよ〈しようというと と。

注意していかねばならない。

もっと社会をよ〈しなけれ

旨 I:t'念ら念い。

第 一 音1

ゴ !人間どうしの伝え合いをコ コミュユケーシ，ン 一一伝え コミュニケー シaンは何百
ミ

と Eュニケーシ，ンとい うし， 合いというととで少人数 万という発行部数を誇る。
っ，
メ マスを受取人vr:したコミ aニ マスーコミ ュニケーシ aンー マスーーコミ ュエケー・シ ，ン

3 ニケーションを符κ分類し 大量の人々とゅうのである。 は〈大量の人々)を受取人
竜

の て，マスーコミ品三ケー シ Kしたコ ミ。誕.，邑-
ν、 ョンという。

一

人
豊かiIコEュエケー シロン コミ ュニケーーシ aンvr:よって， 人間は知恵がある。

間 というのは，人I閣が新しい 人聞は新しい知総合獲得し ，
と
動 知識や考える行為を営むと それをた〈わえ，さら('(:それ

物
いう ζと，他の動物遣には をつかって「考える j行為を

の
区 ，とれらのものが念い。 営む。
jJlj 

一

百長
ラyオ，新聞，テレビ，手 7 ヌーコ ミaニケーシ nンは ーとか念じ。

式 紙念どのようなもので逃〈 多 〈の人Vてったえる。
的
皆κ知らせる。特

徴
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(上〉 (中) (下 〉

四 新しい知識や行為を営む。 短かい時間Fてとか〈はなれた すス一一コミ ュニケーーショ

知識の伝わる量とスピー ドが ととろの物をきいたわみた 旬 ンが現代の人聞にとって

著し〈噌大した。 される。それは今の世の中に の必需ある。
‘ 

1葱
知識を万人共通念ものにナる とってあちがたいととだ。

t笠界をつ方:ぐ通路である。

五. 再議業主義原怒で働いている。 マス一一コミ .:a. ニケ~ションiJ- 第ーに現代の社会でのマ

害 自主性交失う可能性がある。. あるためκあまりよい品でも スーーコミ !!.-ケーーシ aン
積録的に意見を述べる習償を 司まいのVC.よい品のようκせ が，お.:t，.むね商業主務念

~くす。 んでんをして"大ぜいの人を のである。
悪

どまかす。

-ノL、• 民間放送ドラマをやるにも， 世の中には人の率い人も大ぜ 台風で新聞配達逮れ，し
社
宣伝という事を頭に入れて， いいるから信用念らない。 かも停電のためラyオも

会 その番組をやっているが， ζ きけ念い。
自ヲ
山念 れは金もうけをやるためKし
害
ている ととであるが， 金もう書長

の
けのためκテレビやラジオを ， 

説
明 使っているといってもよい。

七 新聞や放送の伝えたととを， 品の話芸いのによいよ・うκぜん 恩恵会認めると同時κ，
と{í~ そのままうのみにして自分の
矛入

でんしたりすると，それをか ぞの危険念可能性を常に

ー盾の ほうから自主的にものを考え っただれかがはらがいた〈念 監視する。
観

ったりするから。念 ~\ハ。

八
マスーーコミ a ニケーーシaンの あま 。りす.VCのらないようKす 恩恵をはんだしる。

‘ もたらした数々の恩恵を認め る。

JI) 
る.と同時にきけん念可能性を

tJi 
つねκかんしするひつようが

ある。

ま そのきけん~可能性を人間の

知怠で，かんぶ〈ずる ζとを ‘ . 

え われわれは考えたい。
'i" 

' 
F 

. 
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上・中・下位のそれぞれを通読すると必のずから，それぞれの読みの綴相が明らかI'L~.るが，若

手まとめてみたい。

まず第一部をみると，自主観的概括的老女題のは鑓にがいて ，下位は既('L低〈設フている。老若織を

みると，上位はまだコミュニケー ションと人間性活との密接な結合を具体例を?と主決して認識してい

る程度で唱うって，マス'コミ K対ナる心がさえのととろを読みとってはい念いととがわかる。とと

うが，中伎はマス・コミの必要性を大意著書約的にとらえているので，いっそう表面的念読みである

ととが知られる。

下位K歪つては，・具象を断片的に列挙するのみで，いわゆる綬織とは程遠い書きかえである。

重要箇所については，上・中がかなカ中心的な文ゃ節を抽出してhるのK対して， 下は散漫な傾

向を示している。意味の重さ穫さを弁別する力が乏しいためであろう。 。

段落区分では，上は序の部分まよ〈つかんでいるが，マス ・コEの害惑と曜ま慈の部介のは媛があ

いまいであ，1)，中は序のとらえ。かたκ問題があるが，尾括はとらえているc両者とも意味体制化が
不充分であると思われる。ととろが，下はさらK一段と低次であって，量的なニ区分κ近い。
ととろで，とのよう念意味役員喜化から，どのよう念要約が没されるであろうか。上は，従J級のと

とろでは;:J~ ;s.ニケーションと生活との関係をとらえただけであるが，ととではやや進展して ，マ

ス・コミの長所短所に注目するよう に念 句，具象にふれながらそれを述べている。ととろが，中は

同じ〈具象にふれているが，より具体的な記迩にのみひかれ，それを「社会の発達」として要約し

ているのである。下は，設聞を理解ぜず著書約力も2まいままK逸脱したζとを書いている。

上Kみてきたように一次読みでほ， 上 ・中ともまだ読みが浅いけれども，上Sては読みの深まるき

ざしが克えている。

つぎに第二部に移ると ，上は一次の直観のままの正答であるが， 中は読みとりが定着し1j;いで混

迷を現わしている。二次の段落とfitjまになると，いよいよ上位と中位の差が開いて〈る。上は， 一

次の段落区分を修正して，第二大段落を疋し〈は鐙ずるよう~念るが，中は第一大段落も第二大段。

落も修室できないき全十て終わってめるよの段意は本交の引用〈いわゆl.>復ng的要約〉が多いが .主

意文はよ〈沿さえている。しかし，中は向じ〈復唱的左記述.ではあるが要点をなさえてい念いもの

が多い。ただ上は，!f[話の段落をとらえていないので。三区分Vてなり，ぞれが段落図示で不明磁念

構成図を作る原因と念ってしまった。中は，第四大段落〈尾指〉をとらえ得たので，段落構成図は

正しいものになったが，内容的I'L問題のあると とは前述のとか hである。下は ，読みが進展ぜず脱

落の状態である。

二次の要旨は上はか会むねよいが，中は饗約不充介で夜説を的確にとらえていない。

とのよう念読みと拘の差途は，かそら〈維部の読みにも関連しているものと思われるが，とれを

第三都でみるととκする。ー，コミとマス・コミの違いの演で，既K下は涜潤したとらえかえを示
しているのである。そLて，人間と動防の区別でも文章を織れた経験的常識的1j;f人簡は知恵があ

る』というようゑ反応をしている。

三の形式的特徴では，上がつまずきを示しているが，恩恵や筈慈のととろでは，上が著書点~'(RP し

' た解答を示し， 。中はまだ具象~よって2蓄えている。ととろで，指示にしたがっての簡単念細部の読

みは下位群Vてもか念的できるととが，との例でも知られる。ただ，全体の女脈の中にそれぞれの部

分をいかに位置づけ，目勝持をもたせ得るかどうかに読みの良否が関係してぐるといえよう。
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六の害悪七の矛盾の館所では，特~中{立の主観的君主ゆがみ， 下鋭の具体的記述が目だっている。

そして， 尾括のお分を具体的に問うている八，では，上位のみが正答で，やはわ三者の中では最も

読みのすぐれているととに気づ ぐのである。

との，ような読みの繊細のちがいは，どとから生ずるのか，最後の説明文のまとめの項で少し〈考

察してみたい。

〔説明文の、まとめ 〕

説明文K関する読みの緩相を各学年bよび各若手i'L:ついて繊観したのであるが，ぞとκ教材内容の

差はあーってもそれぞれの傾向が現われていると患う。殊i乞今回の教;材は，説明文の彩どしては等し

〈尾括重量でる旬 ，特に5年と中学2&手は論旨の展開織王たも似ているので綴相の貌われ方にも共通性

がある。

説明文を読むというととは，書き手の叙述する論旨の展開にしたが 4って，その論理構造をは援し，

意味を体制イ七するという ととである。物語文も，説明文も読解の機能を充介に発簿し衣ければなら

えtいがその働かぜかたに多少の差があり， 説明女では葱性的念読みが要誇されるのκ対して，物語

文?では感性的左読みが期待される。いわば文章者の機能的特性に応ずる宣告が根本的κ存在すると恩わ

れる。

このような基調守~差途を前提としながら ，っき・のように概括してみたい。

① 文章の直観的統括的は綴は，しだいに正確κ念力中学生段階ではほとんど誤ら念いように念

る。

文章の直観といっても，それ・は紘時的全体的念直観であるから，とにか〈念体を待問的経過にし

たがヲて読みとかし，読み念がら主内容に注包して畿餓的なは怒をし左ければならZまい。小学校低

学年では一貫した読みがうま 〈できず，その上具象的部分(1(強〈ひかれる傾向があるのでとか〈誤

った直綬K陥hがちである。高学年Vてなると，部分的念は擦の状態からか衣角脱皮するけれども，

まだ記述量の多い方('cひ沙溢れたり， ~ I例の函κのみとらわれた匂する傾向が残る。であるから高学

牟κなっても， 具体例そのま』の文題をつけた旬するのである。けれども，中学二年生では，言と題

もほぼ客観的K正しいものκ衣り，二次の読みと句ではさらに正答性を治していく。たYし， ζれ

はあぐまでも「何をj書いたものかという，統括的段階でのととである。

@被繊は獲の能力はしだい陀高まってい〈が，完全締約型。亡は容易κ到達しf与ない。

全般に旋織は援を次の七瀬~('Cわけて考えてみると次のような状況が指摘できる。

1 完全総約型小学絞低学年にはほとんどない。中学年も同じ。高学年にはまれKみられる。

中学生では 5% ~ 1 50/0という程度に上昇するのでは念いか。

2. 大意葵約型 小学校高学年にも少しみられ， 中学生ではかを 句増加する。しかし， 毒害する

t亡。統鎖的な読みとりであって確かさに欠け，細部の読みと的κ欠陥を示ナと

とがか念的ある。

五平J阪緩列型小学校低学年から，中位群以上で読みのていたいな者にかな h見受けられる

ものである。多少の学年差をあげるとナれば，低い学年のtまうで!rf.具体的

記述の列診が多いの~比べて，高い学年の方では抽象的一般的記述のE請をも

しだいκと旬あげてい〈傾向のあるととである。
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4 偏向主録的 低学年ゃ，下位鮮のよう κ読みの客観性が保証され~いものに多いが，読み

の技術がかえとり&っても，俗我が強<，文業まから絞れた，思考をする型や，習

慣κ焔っている者もとうした傾向を示している。
5. 興味断片型 低学年ゃ，下位鮮ほど多い。高学年や，中学生でとの傾向を示す者(r:I:，いわ

ゆる遅進児で文章会休が読めず，思考カも弱<，論理助な思考経験の貧しい

者である。読む擦にも部分的停滞が多(，籍や旬を拾い読みするよう乏状態

が多いようである。

Z 逸脱，然答型無答型には，知能の低劣左ため会〈理解でき~いものと，表現力が乏し〈

て，まとめ得ないものとがあるようでるる。逸脱型には ，文章を客観的fて読

まないで，自己中。心、的念誤まった連想ゃ推測を働かす者が多い。と

れは.4の偏向主観Zl'21rc通じる ものであるがまとまってい宏い点で，はるか

に低〈小学校低・ 中学年tて多い。

以上を通覧すると，やは b榎般をとらえる力は極めて高次念ものであるととがわかる。文I!JRrcし
たがい，文章の論理的脈絡をたど旬ながら，しかも全体の構成を意識しつつ論涯縛造をは慢するの

は容易念ととでは ~V>() ~港区分は文章の構想をとらえることであ句，要約は文章の要旨を絡約す

る ζ とで~. り共rc重要かつ高次il::働きであるが，梗概はそれらの前提と没句，事E縫と浸る重大なも

のでるる。

妥当を欠〈比喰ではあるが，い~との三つの力を，盲人が犬を認知し理解するとと Vてたとえてみ

よう。秘慨をとらえるととは，犬の頭から背にむかつでなで念がら己の船償をたしかめてい〈過程

K似ている。左でながら，犬の会体像をつかむととができるならば ，;1;'そらく犬の小さな像を作り

あげるとともできょう。実物そのま』ではないが.jlも胸も足もすべて絢幸目的に縮小できて，実物

をほうふつとさせ得る像ができるととであろう。あらずじといっても，骨ぐみだけを援示するとと

ではな<，多少の肉づけがあり実物の縮小坂的念性絡ももたねば念ら~い。

構想は，盲人が犬を念で念がら，頭は頑と して認知し，胸は腕，腹は綾と，犬としての会体をは

鐙しながらも，それぞれの部位を明句ょうκ意識してい〈事情とほぼ似ている。それぞれの部分の

特質を認知し念がら，ー全体のつ念がりをは援する時ぜそとに犬の全体像が組み立てられてい〈ので

ある。したがって解ぼう的に切り離された一つ一つの部伎を認知していたのでは， 生きた犬の全体

像はつかめ~いとと K念る。

要約は，コ々全体の像をその会体的特質や，要点(ζふれて筒潔vc略画化するととであり，場合によ

っては漫画化ナるととであるといっていい。漫画は特質を誇張したものであるが，ぞれも極端tてな

ると実物と全然似念いものになると同じように，読みでも主緩が強〈はいった要約や，部分。てとら

われた要約は文章の要旨とは似ても似つかぬものに念ってしまうのである。

とのようf'1:考えてくるとと，Ircかー〈文章を全体的・調 和的に読みと会したよで，

ぎ旬 .~.. t)本質的~ととをつかん'でいなければ f 夫というもの J を著書約できないわけである。

以上の三者は，いずれも生きている犬の全体Kふれて始めでわかるものであり，その犬にふれ，

その犬を念でると と念 ぐtしてはき到底認知できないものである。そうした意味で，読んで桜4況をつ

かみ ，文章表の携戒を知"，要約するというとと も，文意から離れては成立しないものである。

③ 段落意識は徐々(1(ついて〈る。小学校低学年では，鋭みの進むKつれてますます呉象ゃ，部
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分を細か〈みるためfζ，一次の読みよ旬も小J1'}:蕗J七する傾向がある。ととるが小学校高学年ゃ，中

学生で拡大段進化してい〈傾向がある。えだし，中学生は一般vc区介の変化が少7zい。

との微細κついては，同演の調査結果を品j;，ij{g布いたいが， 一般に大段落イ七ナるというととは，意

味殴礁の認織が成立するととと考えられる。 これは，抽象化。能力が高まって来て・，大き在意味持1

.位をつかむととができるようになるととを示すものであり，同時に説明文の統みとりに欠〈べから

ざる論頬構造のり:纏を意味するものである。ぞれ自主一般K上位群ほど大殿港区分の多いとともう念

ずかれる。

@ 事がら的要約や部分的要約が低今年や下位群ほど多い。しかし，上・ 中位若手や，学年の高い

者yては侵観的要約から，全体的要約へと読みの成熟してい 〈傾向がみられる。

説明文では，文章を客主主的』てみて，その意味緋遊を論渡的Vζとらえていぐことが特にたいせつで

あるが，低学年ほど ，主銭的経験的立場に立つことが多い。そして事がら的な袈約をした句，情緒

的~反応をした旬して，未熟念袈約vc終わる ζ とが多い。

@ 納普日の読みと hκついては，低学年ほどあいまいで不正被である。件かし，中学生段階でも

みられるようVC，概括的は鍾できても細部の読みが不正確であるために，段落や著書約のと とろで破

たんを示ナ者がか左骨あり， 一議一語を吟味し，高五分読みにも注意深い態度がたいせつで巻るζと

が知られる。何時事でも具象I'Cひかれる{週間が設い。

※ 

以上名餌i成どとKふれてみたが，全体的κ次の事がらが重要であると思われる。
説明文では，なんといっても文章を給列的に意味体制化してい〈ととが必唆であるが ，それbては

まず兵象と抽象 ，引例と著書説等の関係を充分(tC読みとらなけれほ念ら倉い。ぞうした点、が全般に

欠けているようである。とれfては.~受泌関係、の図示的指導ゃ， 仏閣法的攻ノート学習なども効果が

あろう。念んらかの方法で，児童 ..tj::徒K給想的な思考経験を与えるととが必袈である。荻窪主主術

tてしても ，給怒の展開が直観できるよう念形式をつとめてくふうすべきであろう。子ど蕊の思考経

験がひじようκ読みに影響するが，指滞務としては文章をとなして比較や，分t斤ゃ，総合ゃ，体系

イ'l:;.一般化などの思考形態Kふれさせて，子どもの思考をjfilJ鍛し導いてやるように考慮 し制すれば

ならない。それKは，重要語・~意文念どに凶を向けさせ，指示裕の機能などに注意さぜる的確念

指滋を必要とする。説明文では，特I'C全体の論王型的な開港をつかむ上で，指示怨・接続語?をどI'L関

する文法的な知識が必要と*るであろう。

説明文tc診いては，文宝章を議選的4亡緩解していく主主能ゃ態度を強調してい〈必要があるので，縮

努読みの際でも，一語ー匂κわたって吟味Fるきびしさを養成していくととがたいぜつであろうと

思う。物:吾文の場合は，一語一旬の意味を幅広〈とらえ，傍趣的tc味解するとともたいぜつである

が，説明文の場合は厳密VC定義づけてい〈 ととが論理を明確にする道をのである。

精神発建との関係をよ〈見きわめ，程度に応じた論理の型や，論旨展開の形式を教えるととは，

決してj彰式主総K陥った指導ではないと滋われるので，今後もそうした面で，粉神的成熟度κ合っ
た指導を〈ふうしなければならない。それはまた，個人差I'C立絢する織導でゐり，われわれの談窓

なのである。
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. 
‘ 

いまととで偲人室長に立脚する指滋といったのは，慈本約念レディネスはもちろんのととであるが

特に錦人の思考過緩や思考の裂に注目して，ぞとを手がかりVて指潟を進めたいというとと念のであ

る。

冒頭部κだけひかれて，ぞの直線的な印象だけで ，読み進める傾向のものK対しては，最P後まで

読みとかす全体的念立場κ立たをそる主うKしかける，具象I(Cのみ吸着する者K対しては ，ぞれが抽

象化された部分tc思考を向けさぜるというよう没収り扱いを重視する。また，主tlや縫験で読みと

る者K対しては，文章tて照らし，懇の客観性に即して自己の読みを修正させるという、ょう念，個々

の読みの裂に応じた適切念指漢が重要だと思うので参る6

ぞれは ，いわば読みの機能K立脚して ，個々の読みの様態を質的に高めてい〈抱導で;tるともい

えるであろう。

とうした読みの類型(吃却した効果的?を指導をわたしたちは意図しでいるのでるる。
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(2) 物語的文 主主

本簡をの紫材は，全国教育研究所連盟φ共同研究に公ける共通紫材である。2$:諦釜ではかな b多

面的K設問し，そとにあらわれた反応を過して ，読みの機能というものがどのようなものであるか

続みの機飽という荷から子供の読みの綴態がどのよ う念ものであるかをみよう とした。一応各学年

別K問題を提示し，とれκ考察を加えてYTぐが，紙帽の都合もあるので，その反応の}々 K対'して

その常事実を詳しく記すととをぜず，特 tc注目される悶寵.~.、について叙述するとと V亡したいと思う .

小学校 Z年生

〔本文と溺査問題〕

ロンロンじいさんの動物関

中くらいの都会に，中く らいの動物簡がありま した。との動物簡は ，ひげのぴんとはね

上った関長さんのものでした。

2 eY.>る謄い夜のとよジリ ，ジ リン，ジ υ，ジ リン，動物園の弓軍事E所にいるロンロンじいさ

んの所に竃謡がかかって来ました。

3 rなんだろう ，今ごろ。 J
と，じいさんは受諾さを慰りました。

4: rああ，もしもし。はい。 ぇ，火高艇です って。」
5. ロンロンじ.いさんは，ねむ11がずっとんでしまいました。慣討は関長さんからかかった

ωです。 飼長さんほ ，ζんなことをいっています。

6' r町に，火事が起きたそうだ.今夜は風が強いから， t:主主宰してくれ。いいかい，たのむ
ぞ。」

7 ガチ令リと包絡が切れました。ロシロンじいさんは ，キリンの拶いとんで行きました。

a- rキリツや，おまえ，火事が見えるかい.j 
9 r見えますとも。乙んなにせいが高いんですから。 1
1 0 rそうかい。 ζ っちへらえて来るかい。 j
1 1 rだんだん近くなります。風がとっちへふいていますからね。」
12 ウウウ，ウウウ。レょうぼう自動車のサイ νンが関乙えて来ます。おりの中の動物たち

は ，もうみんな田容さましました。

13 、「おじいさん。もし，火泌がζζまで来たらどうするんです。 J
1 4 キリンは，心配そうにいいました。 ζ のとき，ブウブウ，プウウ，闘憂さんの白書拍車が

ぴたりと動物園に若きました。国憂さんは，ロンロンじいさんの前まで来ると， is申んと

ほねょったひげをなでていました。

15 rだめじゃ ，ζ の毒在宅易関も，もう助からん。 J
16 rじゃあ，かわいい動物た'dl.t ，いったいどうなるんです。にがしてやりましょうか。 J
17 rと，とんでもない。にがした動物たちがJ!!Tの中であばれたらどうなる。そのために ，
ζれがあるんじゃ。 J

18 隠長さんi;I:，黒い大きな鉄ぼうをつき出しました。ロンロンじいさんはふるえあがりま

した。

19 rそんなこと，わたしには， とうていできません。いやです。 いやです。 J
2.0 rとの動物園は， わしのものだよ。顕長のわしのめいれいだぞ。 J
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E室長さんは，おなか寄っき出していいました。

21 rかみなり絡が怒っ ζ ったヲていやです。」
と，ロンロンじいさんも負けずに答えました。

22 rええい ，乙んなとと恋しとヲたら，わしまでやけ死んでしまうわい。よし，おまえにと
の動物舗をやる。そのかわり，どんなζ とが起さでも，わしは知らんぞ。」

25 .図長さんはとうどなると，荷物をいっぱいつんだ自動車にとび祭って，会そくカでにげて

行ってしまいました。

24 ゴウ，ゴウ，ゴワ。火はもえて来ます。ロンロジじいさん1;1..どうしていいかわかりませ

ん。

25' そのときです。そばのおりのゆから，うさぎがCt-!t出しまレた。

26・ 「おじいさん，ほんとうにるりがとうとざいました。 J

. 27 rおや，おまえ聞いていたのかい。 J
~28 rええ，ぼくの耳，長いでしょう。動物翻じゅうの動物がなんといっているか，みんな開
ζ えますよ。おじいさんだけは，阜くにがしてあげたいって，いって，いるんです。 J

:2 9. ζ れぞ聞くと，ロンロンじいさんは，鉄ぼうを，えいっと池に投げとみました。

5乱 そして，毛停車寄所へとびとむと，大きなか8のたばを持って来て，まっ先にきるのおりをあ

けました。

31 rさあ，おまえたち，乙のかぎでおりの戸ぞみんなあゆておしまい。早く，おお急ぎで。 1
:SZ さるたちは，キキキと，うれしそうな芦をあげながら，おりの芦を次祭にあげていgまし

た。動物たちは，うれしなみだをぼろんばろんと篤としながら，広場に集りました。

1>3 rさo.JPくにげるんだのJ
34 ロンロンじいさんはぜきたてま した。と ，ぞうがいいました。

35 iいいえ，おじいきん。みんなで火恐，tしましょう。 」

36 rそんなとと必ずるな。凧くにげろ。 J
37 動物たちは側きまぜん。ばあっとちらばって，てんでに大活ゃくを始めました。

38 ぞうは，長くて太いはなを池につっとんで，たちまち，しょうほうふになりました。

59 ペリカジI:%:，くちばしの大きなふくろに水省E入れて，えっちら，えっちら，えっち6とJ1II

びました。

40 ひつじは，-Blい毛ぞ水にひたして，火のζ の上ぞとろげましたe

41 カンガーJvf;t. a;かちゃんをくまにあずけると .，j(をおなかのふくろに入れて速びました。

42 ライオンほ，自分のあなに，うさぎや，りすやそJレモットたちぞ入れてやり，とんで怒る

}火のと授はたき簿としiJ:レた。

45 主主いたたかいでしたが.みんなは， カ.@.合ぜてはたら宮きました。

44 東の'!2がほろっと切るくなるとろ，火事はとうとうきえました。

45 よかったなあ，よかったなあ。 J

4611訪鈎たちほ ，ぴょんびょんはねてよろζ びました。ぞうも .地しんみたいにはねまレた。

ロンロンじいさんは，それをうれしそうにながめてい£した。

一，とのお穏に曾いてるるととーーどとでなにがおζってどうなったのか一一一ぞかんたんにま

とめて望書いて ください。

ニ .ζのお穏に出てく る人物についてつぎの関いに答えて"F~ぃ。

1 白ンロンじいさんと，もう一人出てき ますが，それはどういう人ですか。

2 ロンロンじいさんは， ζの動物趨でどういうζ とをしているんだと患いますか6
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5 乙の二人は，どちらがほんとうに釧汚たちをかわいがっていたのでしょうか。( ) 

・そしてそれは，どういうことでわかりますか。

三 .ζのお話に紛いであるI買に質問しますから答えてτさい。
1 最初動物館の磁器聾所に母音吉がかかってきました。

イ だれからの穏絡ですか。( J 
ロ どんな用事ですか。( ) 

2 電話ぞきいてロンロンじいさんはどうしましたか。

3 関長さんがきました。

イ 関長さんはどういう ζ と巻めいれいしましたか。

ロ それにたいしてロンロンじいさんはどういうたいどをとりまじたか。

ハ げつきょく図長さんはどうしましたか。

4 そばのおのの中からうさぎが顔を出しました。うさぎはどんなζ とをロンロンじいさん

にきいましたか。

5 それを関いてロンロンじいさんはどういうととをしましたか。

6 動物たちは大活ゃくぞ始めました。

イ しょうぽうになったのは，どの効物ですか。(

ロ 水道びをしたのは ，どの動物ですか。(

ハ 1<のζ会消したのは，どの効物ですか。(

7 火事はとうとう消えました。動物たちはどうしましたか。

四， ζ のお話の中のつぎの部分について，答えてrさい。・
1 (18) iロンロンじいさんはふるえあがりました。 Jどうしてふるえあがったのでず

か.

2 (19)i主主主三i，わたしには，とうていできません。いやです。いやです。」二三

」生主ζ主とは，どういう ζ とができないといっているのですか。

3 (:2 1 ) iかみなり稼が怒っ乙ったっていやですjというのはどういう意味ですか。

4 (2 2 ) iええい ，玉企主ζ主をしとったら ，ゎレまでやけ死んでしまうわい。 J玉丘
なζととは，どういう ζ と後していたらというのですか。

5 (29)iζれぞ聞くと，ロンロンじいさんは，鉄ぼうぞ ，えいっと池に投げとみまし

た。 J三主主とはどういうことを聞いたらというのですか。

五，とのおお.:aよんで，おもしろかったととろやかんしんしたととろについて作文してくださ

b、。
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〔考察〕

1. 梗概を遇して

子供たちが女茸をどのように読んだか，文章全体の意味体制化をどのようK行なったかは，その

文章の槌紙(あらすじ〉を書かせるととによって，その訟なよそを推察するととができる。もっと

も小学校 3年生では主だ獲級を誓〈ということがじ申うぶんにはできず，またしたがってとれが指

導された学級と指導されて念い学級とではその稜級の書き方に著しい相違が認められるが，その繁

簡精組tlとにか〈として，その子供がその文章全体をどう読んでいるかということが，ぞとK書き

あらわされた緩織にそのまま反映しているよう陀恩われるのである。

いま ζの設問一「 との事予言きに書いである ζと一一一 どとでなにが訟とってどうなったのか一一ー

をかんえん(ICまとめて書いて〈ださい。 JVC対ナる反応を見ると次のどと〈であるq

A B 

15 % 28 % 
0 

4日%

D 

14 % 

B 

3% 

A rある 6.どうぶつえんにかじがかきました。えんちょうさんはどうぶったちをとるすきだ
った1.)， γロンロン じいさんがゅうととをきか没いので，ロンロ以じいさんにあずけました。

どうぶったちはロンロンじいさんをにがさせようとしました。じいさ‘んもどうぶったちをKが

そうとしてかぎをもってきてさるの拾Dをあけました。。ぜんぶの沿.!?からどうぶったちがあつ

まってかじをけしました。みんt..かじがけいま した。みんなうれしがってとぴあがり空した。

ぞうも じしんみたいKとぴあがDました。 J

r!llTで火事がお、きました。ロンロンじいさんが，どうぶつをたすけてどうぶつたちが火をけし
ましf亡 Q J 

繁簡精籾いろいろであるが，とにか〈との文章に何が窃:いであるか，その大体の意味を捉えて

いる文章全体を調幸防当κ窓味体制イとしてぞの内容を備力念〈読み取っているといえる。
B rどうぶつえんにかじがなとって，どうぶったちがけ・しとめた。j
「町のどうぶつえんKかじがかきました。どうぶつはみん念でかじをけしてラれし〈てたま

bません。 j

火事が起きたととと，動物が消し止めたととに中心がおpかれ ，との物語の主人公がロンロンじい

さんは出てとない。動物たちの消火という活動場面が中心と在って・恵除体制化されたもので，文

章会休を直観的，印象的K意味体制化したものといえる。興味関心I'r:ひかれ，内容をていねいκ

読む点K欠けていると忠われる。

。r町Kかじが会きてどうぶつえんKもえうつってきた。 J
「動物闘にかじが出てしまいYてさえた。 」

「町でかじががとって奈の空の方がぼうっと明る〈コまるとろとうとうかじはきえた。」

文主主iて番かれた表酎ヨ事件を漠然と捉えたものや，印象的部介的K捉えるK過ぎ材ミった!)，と

の文傘tζ何が容かれているのか，その中心的内容を離れたものと念ってν、る。との段階の読みは

もはや文索全体を意味体制化したものとはいえない。漠然とした，もし〈は印象的念読み念ので

ある。
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D r・よなかで町で火事がなこった。でんわがかかうてきた。 とびゴいきた。 J
「ロンロンじいさんはてつほうをびちゃゥた。 」

「かみなりがなって火事bてをった。 」

級端K部分的印象的念ものしか読み取れ念い読みでああ。断片的主観的読みといえる。読んだ

ととろの記憶の把持さえでき念いのであろ う。この段階に司まると 「かみ念 D がかつて火事~;i

った。」舎の倒の よう I'C，事実関係、の把握が米究会で， 興味をひいたととばを中心vc自分の知識
経験を土台K勝手な空想によって意味を構成する傾向。もかなD見られるのである。

B 無答のもの

&上のパーセンテーッκよって ，との学年段階の読みのななよそは翠鮮できるように思われる。

いまとのDの段階は別Kしても ，子供の読みの未熟な段階としての特徴的念ものは ，

(1) 主観的興味関心のある ととぼや文句にひかれ， その結果読みが部分的印象的Yとな Dやすいq

(2) 意味把獲が直線的かつ漠然とじていて，内容的iて細か〈ていねいにま売さない。

(3) 以上のことから文章全体をまとまったものとして構造的に意味体制化するととができK(

ν、。

以上の中(1)については昨年度の紀要にか1.t.!:l詳しぐ著書いた@で，この度は(2)と(3)について前査に e

あらわれたととるを述べる ζとKしたい。

:3 ~主霊安深さを欠いた 1;1"<ぜんと した読み

との物語のxt場人物tて関する設問(こ3)で ，iとのこ人はどちらがほんとうK動物たちをかわ

いがっていたでしょうか。」という間いK対して〔ロンロンじいさ必 と答えたものは 1..， 8名で

9 1 %であるが 「そしてそれはどういうと止でわかりますか」という憎いに在ると，次むよう念い

ろいろ念答を示すのである。

A 関長とロンロンじいさんを対比して答えたもの

「飽長さんはロンロンじいさんlζてつほうでとろせといったが，白ン=ンじいさんはいや

だといった。 J

B ロンロンじいさんの動物に対する愛情を述べたもの

「動物を火事からたすけだしたからJrてっぽうで動物たちをとろさなかったから」
G 関長の態度で述べたもの

「園長はでっぽうで殺そうとしたJr園長さんはKげていったJ
O 動物の立場から述べたもの

「どうぶったちはロンロンじいさんがすきだから。 J

.E iロンロンじいさんはどうぶつをかわいがって〈れるからJ

F iえん長さんがかさえにとのどうぶつえんを〈れるといったからJ

G. rロンロンじいさんはえさをやるからJ
日 rarvcかじががとうたためJ
1 i動物がかわいそうだからJ

X その他
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上 中 下

守 1 1 

18 26 1 0 

b 7 4 

D 。 2 。
B 。 7 7 
F 。 5 

G 。 5 
日 2 2 

I 。 4 
X 。 ? 8 

ム 。 8 1 1 

言十

21 

54 

1 7 

2 

4 

4 

5 

5 

1 7 

19 

-調査人数 2校名2学級 1 6 2名

-上 ・中・下位若手は次のような基準でわけた

上位群 国語2判面 5，国語舎利回4で知能偏差値

5 6以上，国語評価 5で知能偏差値 66 

以上 ( 3 5 ~ち〉

中位若手 国語評価4で知能偏差値 55以下，国語

芋f'-j阿5で知能偏差値 36-65，国語評

価2で知能偏差値 56以上(8 0名)

下位鮮国語評価 1，困窮評価 2で知能偏差値

5 5以下，暦諮得価 5で知機偏表依 35 

以下 ( 4 7名)

-男女別は調査の結集特別の差が認められ念かった

のでととには記載を省略する。

. Xは錯誤もし〈は意味を~さ1..:いもの

.ムは脅~答

.表の数字は実数

Aから D;まで94名(5自'10)は一応との設間十亡対ナる答えとして妥当なものといって£いであ

ろう。その中， A は特K注意の行き届いた答えになっている。 BIま反応のもっとも多い読みである。

念会， Eは 14名もあるが，設簡の同義反復で答えをコをしてい念い。廷はや』拡手まの変った答えで

上位群の 2名が入っているのが注目される。 とのいろいろ左反応を見ていると，とにか〈 ロンロン

じいさんが動物たちをかわいがっているというととは大部分の子供が理解しているが，何故かとい

う。ととjf(1..:ると明徳左答えが出て来をい。絞然とした読みが1.i:されているためだと恩われる。との

ととは次のような極めて単純な問題でも不思議念〈らいiE答率が低いのである。

設問三6で， iイ しょうiをうふに念つえのは，どの動物ですか。 」という間いに対 し. (ぞう〕

と答えたものは 150名 .93%で， {-也は錯誤公よび無f答である。ととろが ，ロ，ハの問題Vて在る

と次のよう念結果VC1.i:る。

ロ 水運びをしたのは，どの動物ですか。

A ペリカン とカンガール 上 中 下 計

B 
A 23 27 5 55 

持えリカン
. }どちらか一方だけ。 B 1 1 46 28 85 

カンガール
文 5 7 13 

ム 日 2 7 ? 

A 火のとを消したのは，どの動物ですか。

A ひつじとライオン 上 中 下 計

B ひてつじ
A 1 1 4 16 

}どちらか一方だけ B 24 62 20 1口6
ライオン

X 。1 1 1 9 30 
ム 。玉 7 10 
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とのように満足K答えられたものは，ロで55名(34%)，ハで16名(1 0 (払 〕に過ぎ念い

のである。文章を読むに当って注意深さがいかK欠けているかをあらわしてい.るよラ(t(思われる。

文章の意味把握を漠然とさぜている原因が.とうした文章表現K対する注意深さの欠如によるとと

ろ大きいので念いかと考えられる。

さらYて次<D{?l]を見てみたい。

三1最初動物闘の事務所K電話がかかってきました。

イ だれからの電話でナか。

との筒いに対して〔園長さん〕と正答しているもの 149名(920/0)である。

ロ どん~用事でしたか。

ζの問いK対しては次のよう~答えが見られる。

A rかじが診きてどうぶつえんの方Vζ鳳がむいてかじになるとわるいから。」
「町にかじが訟をプヒからち申ういして〈れ。 J

'B r町にかじががきた。 Jr火事のしらせ」
C 「ちゅういしてくれJ

AからOiで一応正答と見念せば正答本紙 82%と*る
上 中 下

しかし念がらA と B とでは，その読みの質』てないてか~.!J
A 1 5 1 7 4 

大きな違いがあるといわねばならない。 ζC0~易令の意味内
B 17 52 25 

容の把握としてはAもBも大した途いはないものと恩われ 。 。 2 
るが，その1Ji:え方がB拡大ざっぽでι細やかさが欠けている。

X 2 8 7 
(本文「ああ，もしもし。はい。え，火事ですって。 Jの

ム 2 9 
ととろ十とだけ注目し，その後陀出て 〈る照件を叙べたとと

言十

36 

94 

5 

1 7 

1 2 

ろを注意しなかったためと思われる。〉上位苦手ではA ， Bの差が少ないが，中・下位縦十てがいてA

よ!1Bが異A'I乞多 ぐ念っていると とも， Aが質の高い上位群的1i:読みであj;)， 'Bがゆ位鮮的1i:読み

であるととの一証左κ念るであろう。 Bは交業譲現をていねいK読まず，漠然としたZE味把握で事

ナます読み*のである。

との学年段階の言語解指導は，文主主表現の着実左ていねい~読みを通して， ζ うした B の読みをA

の続みむように高める指導が念されなければ~らないと思う。小学校中学年の主観的もし〈は直観

的，印象h句読みと称される読みの背後1'1:.あるいはその原因と して，とう L先読みの不注窓さやあ

いまいさがあるととを見逃がしては授ら攻い。

5 文脈意識の広狭

文章を読んで対辰的7I:ものに意味体制化してゆ〈場令の，この調査にあらわれた品曜について次

vc述べてみたい。
設問三で 「とのか話に書いである用車K質問しますから答えて下さい。 J左して文脈Vて治って次々

と問うてみた。その中から 2.4.5.の反応を例示してとの問題を説明したいと息うふ

三2r電話をきいてロンロンじいさんはどうしをしたか。 」
との筒いK対する答えは次のごと〈であった。

A rキリンの所へ行って火事が見えるかきいた。」
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「キリンC所へ行って火事がとっちへ〈るかと念

いかきいた。 J
上 中 下 計

B 「キリ ンC所へ行った。 J
A 1 2 1 6 2 50 

C 「ど うふ'つえんへかけていった。 Jr訟 Dのそば
B 5 20 8 55 

へいった。 」 。 2 2 5 
D 「しんばいになった。 」

D 日 。2 2 
B 「ねむけがすっとんでしまった。 j

B 1 0 26 7 43 
B 「幸子どろいた。 Jrびっく Pした。 Jrはねあが

F 五 4 4 1 1 

った。 J
G 4 9 6 1 9 

G 「動物たちをにがそうとした。 Jrどうぶったち
H 。 日 2 2 

のがDをあけた。 J
x 日 6 7 

日 「どうぶったちをにがしてやったけれどもにげな
ム
。 2 8 1 0 

かった。J

「κげようとし-)ヒけどぞうたちがきかないのでか

じをけした。 J

以上いろいろ念答えの中 .Aは電話。要件をf!fiいて ，その処置としてキリンの所へ行き火事の機

子をきいたといち，文章量的に見てもっとも妥当念答えである。 Bは「ガチャリと電話が切れま した。ロ

ンロンじいさんは，キリンの所へとんで行きました。 Jとあるので，電話をきいた直後の動作のみ

を21.て答えたのである。 Ai'((らべ.r-と読みの巾が狭<，!l!統ナる部分・だけを指摘している。Cは

Dと問綴である。 Dは常務をきいてキ リンのpヲれ行奮いるいるきいている，その辺のロンロンじい

さんの気持を察して答えたもので ，読みのrtはAK瀕する。 Et.1.41ゥとも多い答えであるが，電絡

がかかってきた時「ロンロンじいさんは ，ねむけがすっとんでしまいをした。 」とあみので ，常活

で要件が主主べられる以前の箇所で ，その読みの巾はHよPも一段と狭い応答と見まされる。 Ft.tE 

と同額である。G佐反対K間をとばして文章の後半('?;結びついている。 Bはさら{て極端で動物た・ち

の消火K及んでいる。 GやH0答は ， 文章表現を具体的に~実に読むととをぜず，漠然と大意を銃

みとるというような読みから主主じた結果であると恩われる。

以上のようK子供が文帝を続み進む際，狭い視覚で直く・それに続〈ととほしか読みとら乏いもの

( E ・Fの鎖〉ある巾をも唱え叙党で読み進んで活実君主具体的な意味杷鐙をし念がら文脈づけなし

てゆくもの (Aのま員〉があって ，との後者のような読みを育てるととがとの年代の読解力養成。a
製念ポイントで<bると恩われる。 (O.Hのよう念読みκついては前項で述べた。〉

三4rそばのなりの中からうささ<;I}i顔を出しました。うさき「はどんなととをロンロンじいさんK
言い宣したか。 j

ζの問いYL対する答えは次のどとくであゥ'1<.0

.A r動物たちはロンロンじいさんをKがしてやDたいというている。 J

B r;i;-じいさん，ぽんとKあbがとうどざいました。」
。rええ IIを〈の耳IIをいでしょう。動物園じゅうの怠胸がなんといっているか，みんな閣ζ
えますよ。 J

Bは直接それ陀続〈 ζとばへの反応であるが， Aはさらκ先へ続み進んで ， 全文の3t!~0中には

一一&主ーー



っきり位霞づけて意味をつかんでいる。。 はA ~(近いが，

意味をじゅうぶん女阪のゆK位置づけて把綴しているとは
上 中 下 計

いえ:iV>Q 上位若草がA~'L集中島主高( .中 ，下位若手がB~集
A 23 23 6 52 

中皮IJi商いのは，当然のとと乏がら注尽きれる。
B 7 38 12 57 

C 3' 8 守 20 
三5 rそれを開いてロンロンじいさんはどういうととをし

X 5 15 21 
しましたか。 J

ζの闘いK対する答えは次のどと〈であった。
ム 6 5 1 2 

A 「鉄ぼうを池VC~げて動物たちのか P をぜんぶあ

けてやった。 」
上 中 下

B 「動物たちをt亡がした。 Jrみん念のかぎをさる
A 2 

にあけさせた。 j
B 17 34 1 1 ι1 

G 「鉄ぼうを池K投<rfとみました。 J 。 14 1宇 8 41 

文脈の上からいって.cの読みは視野の狭い読みであり x 1 4 1 6 3 1 

Bの読みは視野の広いよい読みといえる。 Aはもっともて
ム 1 3 1 1 25 

いねいな答えであり，着実な読みがなされていると貝.られ

る。

以上見てきたように.文章を、制JRκ即して意味体制イとしてゆ〈場合lrC，iEしい窓球体制化をする

ためには，適度の読み巾の広さを持'っととが必要でみる。そしてとの点，との年代の子供の読みK

はかなDその読み巾VC広狭の違いがみられ，しかも，巾の広い読みはわずかK優秀児 vc見られ，
一般には狭い読み巾しか持ち得ない， したがってその結粂じゅうぶんな窓味体制化をさ:し得念いも

のが多いという事実がわかったのである。

安茸を読み進む過程を考えると ，文章はある程度読んだ時，そと設での意味がーのまとま bとし

て意識の中代形成される。つまりーの意味単位(意味集団〉を読み了え，次の意味単位 (意味集団〉

に読み移った時VC.始めて前の意味単位(意味集団〉がーのまとまhとして意識される。との意味

単位〈意味集団〉の形成が文脈を辿る上の意婆な問題なのである。ととばK密着した部分にだけ反

応していた子供の読みは.との意味単位(意味集団)を形成する読みの巾が極めて狭いのである。

狭いというよ担は，むしろ，意味単位(意味集団〉としてをとめることを伴わずに読んでいるので

ある。文章を綴むにはどうしでもある程度さきへ読み進んでは読み了えた ととろをふり返り.そと

に意味を形成しつつ読み進むととが必要である。読み了えたととろを反設しつつ読み進むのである。

とのよう~読みの反弓がなければ意味体制化は期待できない。との反取による意味体術jイ七は，読み

に努議しているものは，読み進みながらほとんど無意識の間K行在っているが ，難解の女:主主の場合

tてはζれが意識化され，実際Vて何回も 読みかえすととによって行念われる。

小学校低中学年では ，ζの機能の発達が未熟で薄弱なため ，正しい意味単位(意味集団)を形成ナ

る力が乏しく，さき K述べたようなあらわれI'L~るのだと思う。 ζ の読み了えたと とろを反筏しつ

つ意味体制化しつつ銑み進んでゆ〈という ，との読みの機能(11:.そして ，そとK読み巾の広狭がる

るという事実κ，われわれはじゅうぶん注目する必要があると思う。
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小学校 51手生

〔本交と調査問題〕

残 雪 (ー)

ζ としも，残留は.がんの群れ若をひきいてぬま地にやってき玄した。残留というのは，

ーわのがんにつけられた名まえです。左右のつばさにーか所ずつ，まっ臼なまじり毛をも

っているので，かりゅうどたちから，そうよばれていました。

2 ~尭:5はとのぬま地に集まるがんの統鎖らしい，なかなかり ζうなやつで，なかまがえさ

をあさっている聞も，ゆだんなく気を配って，りょうじゅうのとどく所まで，けっして人

簡を望号電つけませんでした.

5 大造じいさんは， ζの泊まま也をかり場にしていましたが，残雪が来るようになってから，

一わのがんも，手に入れ毛5ζとができなくなったので，いまいましく思っていました。そ

こで，残留がやってきたと知ると，大造じいさんは，ととしとそわと，かねて考えて'お川

た.特別な万法にとりかかり ました。

4 それは .いつもがんがえさをあさるあたりー阿に，くい冶打ちζ んで，たにしをつけた

うなぎばりぞたたみ糸で結びつ11ておくととでした。じいさんは .0と』まんじゅ うかかっ

て ，たくさんのうなぎばりをしかけておきました。

5 とんどは，なんだかうまくいきそうな気がしてなり ませんでした。よくじつの昼近く ，

じいさんは，むねをわくおくさせながら，ぬま地tこ行きました。

4 さくほんつりばりをしかけておいたあたりに，何かばたばたしているものが見えました。

7 rしめたぞ jリJ 
8 じいさんは'つぷやを~ながら ， むち噛うでかけつけました。

9 rほほう， とれ
I 0 じいさんは'恩わず，とどものようbにこ .r芦::t~をP あげて喜審罫EびF 玉まE した。一わだげですが，主生Eき

ていあがんカ人うまく手，にはいったのです。 さかんにばたついたとみえて，あたりー菌に

はねがとび倣うていました。

1 t がんの群れは ，きけんを感じて，ぇ:喚さ号変えたらしく，あたりにはーわも見えませんでし

た。しかし .大途じいさんは，ひとほんたてば，また，わずれてやってくるにちがいない

と考えて，きのうよ りももっとたくさんのつりばりを，ばらまいておきました。

1 2 そのよくじっ， a.のうと同じとろに，大造じいさんはでかけていきました。秋の日が，

美しくかがやいていました。

1 :5 じいさんがぬま地にすがたを現わすと，大きなはおと ・とともに，がんの大鮮が飛びた

ちました。

じいさんは， rはてな。」と， i富ぞかしげました。
1 4 つりばり援レかけておいたあたりで ，たしかに，か・んがえさをあさったあとがあるのに，

きょうはーわもはりにかかっていませぬん。気凝つけてみると ，つりばりの糸がみな，ぴい

んと引きのはされています。がんば.~きのうの失敗にこりて，えさをすぐにはのみとまな

いで，まず，くちばしの先にくわえて ，ぐうっとひっぱってみてから .!J島状なしとみとめ

ると，はじめてのみとんだものらしいのです。 ζ れも.<f>の滋留が，なかまを指毒事してや

ゥたにちがいありません。

1 5 rうーむ!J
1 6 大滋じいさんは，思わず，かんたんの声ぞもらしてしまいました。

一-64ー ー



〈ニ 〉

三年たt:s~しむととしも玉置た，ぽつぽつ ， ぬま地にがんの来る季節になりました。大道

じいEさんは，生きたどじょうを入れたどんぶりを持bて，烏小選の万に行起きました。じい

さんが小屋にはいると.ーわのがんが ，はおぞばたつかせながら，じいさんにとびっ山て

きました。

2 ζ のがんば，三年間.じいさんが，つりばりのけいりゃくでいけどったものです。今で

はすっかり ，じい怠んになついていました。ときどき，鳥小屋から ，速動のために外へ出

してやっても.ピ'".ピ旦.とロぶえ4吾ふりば，どζ にいても，じいさんのとζ ろに鱒う

てきて .そのかた先にとまるほどになれていましたe

5 大量茸じいさんは，がんがどんぶりからえさを食べているのをみながら.

「ζ としはひとつ.乙れ各自E唱でみるかな。j

と，ひとり主主を宮ぃ・ました。

4 じいさんは， 長い聞の絞織で ，がんば，いちばん猿初に飛びたったもののあとについて

飛ぶ.といろ ζ とそ知っていたので .乙のがんや手に入れた時から ，ひとつ，とれ在、おと

りに俊ヲて ，残留のなかまそとらえてやろうと考えていたのです。

5 さて.いよいよ，聖書留のひきいるー鮮が，ととしもやってきたと聞いて，大逃じいさん

は ，ぬま地へでかりていSました。がんたちは.昨年じいさんが小屋がけレた所から少レ

はなれた地点.::?え場にしているようでした。そζ は.8[の大水で水たまりができて，が

んのえ<dが，じ申うぶんにあるらしかったのです。

6 rうまくいくぞ。 J
7 じいさんは，普くすんだ32->:e見あげながら.につ乙りしました。その夜のうちに .かい

ならしていたがん-'!e.例のえ舗に放ち ，昨年建てた小屋の中にかくれて，がんの来るのぞ

符ちました。

日 夜の空がまっかに燃えて ，籾が来ました。残留は，いつものように.憐れの先頭に立つ

て ，ま一文字に笠を積ぎってやってきました。やがて，え場におりると .rガー .ガーJ
という，やかましい問で鳴き始めました。メ嘩じいさんのむねは，わくわくしてきま した。

9 rさあ ，きょうζ そ.めの夜留めに，ひとあわふかせるぞ。J
1 0 くちびるをこ， 三間，静かにぬらしました。そして， おとりを飛びたたぜるために .ロ

ぷえ:aふとうと .くちびるぞ.とがらぜました。と，その時，ものすごいはおととともに，

がんの勝れが.一成に，パ-!Iパ-!Iと飛ひたちました。

1 1 rどうしたととだ。」
1 2 じいさんは，小鹿の外にはい出してみま した。

1 3 がんの勝れをめがけて ，白い認のあたりから，何か一直線に寝耳ちてきました。はやぶd

です。がんの勝れは ，務曾に導かれ，じつにすばやい動作で ，はやぶさの図書Eくらませて

飛びたっていきます。

1 4 rあっ」
1 5 ーわだけ .飛びおくれたのがいま歩。大造じいさんのおとりのがんです。長い鵬かいな

らされていたので .飛ぶζ とが，いくらかにぷくなっていたのでレた。はやぶさは.その

ーわを見のがしまぜんでした。

1 (;， じいさんは .ピュ ，ピaと，ロぷえをふさ志した。かい主のよぴ声毎開きわけたとみえ

て，がんは . ζ っちへ方向を~えました。

1 7 はやぶさは，その遮脅さえぎって.ひとけりけりました。ばうと.白いはねが，あかつ

きの笠に光って叡りました.がんのからだは ，ななめにかたむきました。もうひとけりと.

はやぶきが.とうげきのしせい帯とった時，さっと .大きなかげが空を織をすりまレた。
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18 残留です。主党宣言の自には，人間もはやぶさもありませんでした。ただ ， ~:わねばならな

いなかまのすがたがあるだけでした。い倉なり，敵にぶつか弓ていきました。大きなはね

で，カいっぱいなぐりつけました。

1 9 不窓必うたれて.さすがのはやぶさも， ~包 中で ， ふらふらとよろめきました。が ， さぅ

としぜいを畿えると，聾皇室曹のむなもとに飛ぴζ みました。

20 ，まっ

'ま う

21 はねが . 白 い1tびらのように . すんだ~に飛び君主りました。 ぞのまま ， はやぶさと筏雪

は ， もつれあって， ぬま地に~ちてい きま した。

22 犬巡じいさんはかけつけました。二わの鳥は ，なおも地よではげレく戦っていましたが

はやぶさは人間のすがた署長見ると，急に戦いをやめて，よろめをきながら飛び去りました。

23 残留は.むねのあたりをくれないにそめて .ぐったりしていました。しかし .第三のお

そろしい散が迂づいたのを知ると，残りのカぞふりしぼって.ぐっと長い1tをもち上げま

した。そして .じいさんぞ ，正面からにらみつけました。それは烏とはいえ， いかにも統

領らし~， ，掌4としたたいどでした。

24 メ~じいさんが手をのばしても . 聖書きは，もう ，じたばたさわぎませんでした。 重量後の

E寺~!iiJじて，ぜめ.てがんのかしらとしてのいげんをきずつりまいと， 努力しているようで

らありました。 メ誕量じいSんは.強く心ぞうたれて ，ただの民事に対しているような気がし

ませ叫んでした。

〈三)

悪霊留は ，大造じいさんのおりの中で ，ひと冬をとしました。司祭になると，むねのきずも

なおり，体力も ，もとのようになりました。

2 ある晴れた場事の朝です。

5 じいさんは ，おりのふた役いっぱいにa)11てやりました。殺豊富は"あの長い首をかたむ

けて，とつぜん広がった怯界におどろいたようでした。が，

パシッ 。

tたいはおとをたてて一直線に，空に飛びあがりました。

4 らんまんとSいたすももの花が，そのはねにふれて，留のように滑らかに，はらはらと

費支りま した。

5 rおい ，がんのえいゅうよ。 わしは，ひき ょうなζ とはしないぞ。 乙としの冬も ，なか
まをつれて・，ぬま地へやってζいよ。そして，堂々と戦おうじゃないか。」

大造 じいさんは，符の下に立って，との残留によびかげました。

そうしてm豊富が北へ北へと飛び去っていくのぞ .いつまでも ，いつまでも先守っていま し
た。

本文をよく読んでつgの間いに答えてく だ(~H 、。

ー ，(-1) rととしも， 残留は ，がんの郡れどEひきいてぬま創IIにやっ てきました。 」. . 
「ζ としもJとあるので，どういうととがわかりますか。

二 ，(-5)r犬造じいさんは， ζ としとそはと .かねて考えておいた ，特別な方法にとりか

かりました。J

「ζとしとそは と(思ヲて )Jζの「ζとし乙そは」 と「と」の砲にどんなととばを

入れたら窓味がはっききりするでしょうか。

三 .(-4)rそれは ，いつがんがえさをあさるあたりー 創に… ドー・…..J
ー「それはJと齢、てあるのは ，なに忍さしているのでしょうか。
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四.(- 5) rζんどは，なんだかうまくいきそうな気がしてなりさせんでした。 J
どういうわけで「とんどはJといっているのでし.lうか。(イ〉 またぞれのわかるよ

うなととが約の方に奮いてあったら ，その部分を寄与き出してください。(ロ〕

イ

ロ

五.(ニ ，) rじいさんが小屋にはいると， ーわのがんが， はおをばたつかせながら，じいさ
んにとびついてきEました。 」

乙の乙とから.そのがんがどんなふうであるζとがわかりますか。

六.(二五)r乙としはひとつ， ζれを使ってみるかな。 J
というているのは，どんなふろに使うつもりなのでし主うか。

七.(こ9) r さ~.きょう乙そ .à!>の残留めに.ひとあわふかゼるぞ。」

ζうJãJょった持の大造じいさんは. どんな然持ちでいたでしょうか。続明レてくださ ~\o

八， (ニ 18 ) r残留の闘には.人間もはやぶさもありまぜんでした。」
とのH暑の伐を容の心はどんなであったか，総明してくださ b、。

九 .(ニ 2.3 ) rしかし，第二のおそろしい敵が近づいたのを知ると"……H ・J

「第二のおそろしい敵jとは.なにをさしていますか。

十.(二 24 ) r大造じいさんは，強く心をうたれて.ただの烏に対しているような気がしま
ぜんでレた。 J

大滋じいさんは，どんな気がしたのでしょうか。説明してくださL、。

十一，乙のヌ;宣伝記訟鋭みながら，いくつかの小段絡にまとめて ，そのまとまりととに，ぞれがど

んなととについて響いであるか .かんたんにしるしていってく だ怠い。

-， 2 34. ...・・・ 1 5 1 6 こ 12 3 4 5…..... 2324  =1 空・.... 5 
十二.乙のお話のあらすじを書いてくだぢい。

十三 「一 」では.残雪はどのようえよ烏として容かれていま?か。

「ニJでは.残雪はどのような烏として省かれていますか。

十回 大法じいさんは残雪のひきいるがんをとらえようとしてどんなけいり争〈を使いました

か。

十宣 大法じいさんの主主曾に対する気持ちが始めはどのようでそれがどのようにかわっていっ

たか ， その気持ちの紛きのだいたい~i! ，協のすじにしたがって鋭腕してください。

十六 ζのお話ぞ読んで，どういうととろに心ぞうたれましたか，そうしたと乙ろぞ中心に!i!!I

怨文4量得いてください。
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〔考察〕

正 前文を想起させることばの読みについて

・文章を読んでゆ〈際，つまりわたしどもがととばの述続含意味体制化して葱解してゆ〈際Vζ ，前

(1(読んだととうや，その場iln，事象が ，さりげないことばの中代指示され，あるいは暗示されて ，

そのととろが想起され"意味が路事されて ，さきへさきへと意味体制化を続け，読み進んでゆ〈。

こう した前文や前の場面を想起させるととばはいわゆる指示語κもゥとも特徴的にあらわれるが，

とうした前文想起の機能は指示語κのみ限られたものでは念<，文主義のいろいろ念館所にあらわ

れでぐるものである。とうした筒所を子供たちはどのよう K読み取っているか ，ζの調査の中から

二三例を移げて述べてみたいと思う。

一， rととしも，残雪は，がんの群れをひきいて，ぬま地κやってきました。 J
fととしも jとあるので，どうhうととがわかb空すか。

との設問に対する答は次のどとくであった。 (AB C等は答:の類型を例示したものである。

A rきよねんもきている ζとがわかるJ .. 
B rととしもというざんせつがなかまをつれて〈るさせつのことですj

。rきよねんしつは.いしたのでまたやるぞJrとんどとそはが必をとってやろう j
fζとしも Jという fもJの助詞K注意すれば

去年もあるいはその前の年も残雪がやってきたと

とがわかt， Aの読みが成立する。

Bの読みは， Aの理解の上I'(，

今年も残雪の渡って〈る季節が訪 上 中 下 計 調査人数2校名 1級95名

れたととを読みとっているもので A 27 29 1 4 70 
上位鮮 .3 0名

ー一層深い文学的念読みだといえる 中{立群 .3 9名

ょうである。とのととばはとの文
B' 3 下位若手 2 6名

の富。頭にあると.とばで，とれから 同U 5 日 6 数字は実数

との物語が展開しようとする，そ
Xは無意味な答 .

X 4 ? 1 4 

の位置κ発いてとのζ とばを味い ムは無答

読めば fζ としも・~たいよいよそ
i、 日 。 2 2 

の季節κ念うでさえの年と問機K
残雪ががんの若手れをひきいてやってきた。 jという Iう念，作者の期待を裏切ら念かうた残雪の歪11

来κ対ナる作者の気持ちも読み取られアて〈る。とうした味設を舌足らずの表現であらわしているの

がBの答えであると思われる。

cの協は，物語の後の加害かれている内会)持じいさんが残雪の仲間を何とかして捉え

ようとするー にひかれて ，無怒念解釈に走ってしまい ，lt->:bば物駒内容Kのみとまれてしま

った読みで ， 表現在すなかにていねい時まず，内容itc:~a>読む未熟友読みである。
ニ ，r大造じhさんは，ととしとそはと，かねて考えてなhた，特別な方法にと良かかDましたj

fととしとそは……と (思ヲて)Jとの 「ととしとそばjと「と Jの間十てどん念 ζとばを入れ

たら意味がはっきDするでしtうか。
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とのま交問K対する答は次のどと 〈であった。

A 「残雪の仲間をとらえてやろう J

B 「残震をつかまえてやろう J 上 中 下 言十

A 1 3 1 1 q 33 
，、、J f必ずJrどうしても J

B 5 4 B 

D 「とれを使ってみよ うJ r、司， s 5 1 4 

B 「かねて考えて金いた特別な方法でj D 。 2 

「と 〈べつな方法J 宮 5 。 4 

F 「えさをあさるあたP一衛に〈いを F 。 2 5 

うってう念ぎばDとたたみいとでむす 。 。 5 。 5 

X 2 ? 8 19 
びつけτ会〈とと J

ム 2 5 4 ? 
G f かねて考えて沿いたJ

とζは前交を読んで《ると当然Aの答VCi，去る。 Bは大造じいさんがこのがんの統領の残雪をつか

まえよう としていると解したのか，残雪をー鮮のがんの呼び名と誤解して解したのか不明であるが

( f由の項目でも，残雪をー鮮のがんの名と して答を書いているものがか;ij1見られる。〉とにか〈

そのよう な誤解から生じたもので ，不注意念点はあるが， Aと同類と見倣して主い。。は「ととし

こそはJという強調κ注目した点はよいが「ととしとそは・山・・と jの省略的表現に念れていないの

であろう。気持ちの上では「必ずっかまえよう Jrどうしてもつかまえよう」と読解しているκち

がいない。 Dは以下K書いてある方法を使ってみる意であ t，との場合正当校解釈ではない。はる

iJ.後文の「 ζとしはひとつ，これを使ってみるかなJ(ニ3)というちた主主への連想、がとの誤解を招

いたものかも知れない。 EはDと同じ〈下の文VCかけて解している。 Pはその「特別念方注Jをさ

らに具体的κ説明したものである。ともに設問の主主にそわない答えに念ゥてしまっている。 Gは全

然ζの表現を王車線せず，次の文章をつずけて書いたものであろう。 したがってとの問題の答えは，

大き〈分けると， ABC(SS名)DEF'C9名)GXム(3 1 ~.)の三重賞Vι分ける ζ とができる

全体の58 '}'oのものは妥当な読みをしてかり， 9.'}'oのものは誤った解釈をしてたり， .5 3 '}'oのもの

は解釈でき左かったと見られる。

三 ，rそれは，いつもがんがえさをあきるあた担→菌に…・…..J 

fそれはJと香:いてあるのは，者:tてをさしているのでしょうか。

との設問に対する答は次のどと〈であった。

A r特別念方法J

B fいつもがんがえさをあざるあたbー箇K ぐいを

うちとんでたにしをつけたう~ぎば担をたたみ糸で
上 中 下 言十

結びつけてお・ぐとと J
A 1 9 1 5 4 38 

。 『いつもがんがえさをあざるあたT-iiiiJfえさ B 2 6 6 14 

ば j
丹、， 5 s 4 1 7 

Aは正当K指示できたもので， 会体の40 '}'oである。 B X 2 る 8 1 6 

。ともにとのととばにつづく後文をもって答えている。
ム 2 4 4 1 0 

その中Bl';trぞれは j([)具体的内容をもって答えたともい

える。 Cは単VCそれにつづ〈乙とばを脊いえに)@l~.ない。
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いずれも f それ~主 j というととばの文中にかける

字型能を震活字していないのである。
A学級 B学級計

ととろで，との閥題は， ζの献資を実施した二

級の~が左革めて大きく お殺のどとき給粂を見ぜて
A 30 8 ~8 

いる。とれば指示諮の機飽を指湾した級と指導し B ι 8 1 4 

ていない級のちがいであ句，とうしたζとほの文
C 9 8 1 7 

法的機能は教えるととκよって容易K培われるも
X 8 8 1 6 

のであるととが分るc

同イ『とんどは ，念んだかうま〈いきそう念気 ム 。 10 1 0 

がして念行 1ませんでした。」
( 55) ( 42) 

どういうわけで「とんどはJといっているの

でしょうか。

との殺防j(1:対する答は次のどと〈であった。

A . rなんかいもし〈じヲているから」

B f特別念方法-を考えていたからJ .上 中 下 計

向、， f たにしをつけたう念 ~.tï "をたたみい A ι ? 4 19 

とでむすびつけて公くととの
B 1 0 1日 2 22 

D 「きっとうまくいくκちがい念いと，恩っ
。 6 ? 2 1 7 

たからJ

Aは 「とんどは」 ということば自身の表茨から
D 4 2 2 8 

その意味すると ζろを王民解したもので ，ととばの x 6 1 2 19 

京~内容と表現を読みとった読みである。 Btま ム 3 5 4 1 0 

「とんど紋 ，~んだかうまく いきそうな気がして

~りまぜんでした。 j という全体の理由を述べたものとして答えている4・鋒の文章を文脚拭位債

づけて読んでいる良い読みであるが，との設問K対ナる答としてはやや妥当性を欠〈であるう。

。は 「とんどはJの事実内容を具体的に望書いたものである。Dは気持の上で読んでしまって，文脈

的にも ，また「 ζんどはJというととば向身の表現の意味をていねいに読むという点、でも ，いささ

か欠ける とζろがあるようた。

以上見てきたよう陀 ，ζとばの一つ一つの表茨をたいぜっκして ，とれまで読んだととうをふり
返りつつ， イメーツを展開し ，意味を確認しつつさきへと読み進む，とうした読解の方法が読むと

いう機能t'CIlPした大切な ζとなのであるが ，との点以上の興資にあらわれたととろでは，じ噛うぶ

ん指導されて1レらず ，その結果その読みがあいまい念末機実念ものがE終うているように見受けられ

るのである。

2 心情的表現の読みについて

物緒的文まをは心情的表士見が念されているので，その続みがm明的安二管よ hニュアンス11:'aみ ，児
窓生徒の個性や生活体験に応じそれぞれ実在 った感じ方で続みが進められてゆく。もちるん脅かれ

ている事実内容を確実κ緩解して読むことが大切でおることは物絡的文章でも説明的交なと司織で
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あるとというまでもない。ただとの点では「残雪j程度の文貴重ではその理解度もかな h寓<，部分

的語句の反応、κついてみると ，そのJE誤が単純ではっき旬 してい.る。例えば

Ii.， rじいさんが小臣室Vてはいる とー，ーわのがんがはねをばたつかせながらじいさんbてとびついて

きましたJ

とのととろ7がら ，そのがんがどん念ふうであると とがわかりますか。

との設問K対して 「じいさんにをれているととがわかる jといった答が 830/0で，他は全〈の錯

誤が無搭である。また

九， rしかし，第二のなそろしい敵が近づいたのを知ると...・H ・..J 

『第二のかそろしい敵Jとは ，なκをきしていますTか。

との設問に対して「大造じいさんJ(もし〈は 『人間J( 2名のみ))と答えたもの 72 ~らで ，

他は全くの錯誤か無答である。ただ次のようκ答えの書き方にや』迷いの見られるものもある。

六.rζ としはひとつ ，とれを使ってみるか念 j

といっていあのは ，どんなふう K使うつもりなのでしょ うか。

との設問κ対する答は次のどと〈 である。 上 中 下 言十

A f三年前Kつかまえたがんを主?と句Kっか う。J A 1 8 1 2 8 38 

B fじいさんがとったがんをいちばんさきにとびたてる。 J B 1 0 t口 2 22 

fがんを必びきよせてつか1tえてやろうと思った。 J 円、， 2 4 

円、， fζのがんをつかつてなかまのがんをつかまえる。 J x T 1 2 7 20 

BはAを具体的(1(説明したもの。。はどう いうふうに使うのか，
L‘ 。 5 8 1 1 

はっ き舟しまい。 やL明確さを欠いた答;であるc 。まで許容すれば

正答率は 6710 ~亡念る。 (A B だけiS:ら 6 3 ~も )

以上のように事実内容を問う設削に対する反応は智IJVC単純であるが ，心情的な意味犯援K:iまると

多様念答κ分かれて〈る。 ζの点について次に例示する。

七，rさあ ，きょうζそ， あの残雪めに ，ひとあわふかぜるぞ。 j

とう思った時の大iSじいさんは ，どんな気持ちでいたでしょうか。説明してぐださい。

との設問。て対する答は次のどと〈であ うた。

A rζゐどとそやっつけてやるという気持J

「きょうとそはがんをつかまえるぞという

気持J

B rもういけどったよう 念，ほんとうにかか

るだろうと思った。」

「じしんたっぷ旬だったJ

a rうれしい気持Jfうれしくて ドキドキ
する。 J

D f J_rt立をわ 〈わ〈させた。j

E fきっとま示どろ 〈と思っているJ

fひとあわふ〈 とζろがうかんできたc J 

F fK:<らしい気持」

上中 下 計

8 ・ 31

7 

3 9 

A 10 13 

B 3 3 

C '3 3 

D 1 1 1 1 5 27 

2 。
E

F

X
 

0 

2 

。，-
n
O

の
ア

。6 
2 ι ム
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とれらの答えに，大造じいさんの ，意気込み (A ) ，自信(B) ，期待(C D E )といったよう

な気持ちが ，いろいろ念 ニ え アンスをもって読みとられている。右の中rD が案外I'L~いが，これは

その本文に〈とのととばの直 ぐ前vc接続している女)rやがて ，えばκ公的ると ，rガー，がーJ

という，やかましい声で鳴き始めました。大造じいさんのむねは，わ〈わ〈してきま したの jとあ

るととろから，との答を書いたものと思われる。「さあ，きょうとそ，あの残雪め{tL，ひとあわふ

かせるぞ」というととばがつふ・やかれた時，大道じいさんのむねはわ〈わ〈していたのであって ，

ととに着目するととは統みとして筋を得たこと念のであるが，それがどういう気持ちなのか ，ぞれ

が説明できなければなら念い。談間が求めているものは ，その説明なのである。したがってとのD

の答えはとの設問の答えとしては妥当な答えとはいえ念いであろう。またFの答は ，や』見当はず

れtI:感じ取 .り方でないかと思う。

八，r残雪の目には，人間もはやぶさもありませんでした。 j

との時の残雪の心はどん念であったか ，説明して

〈ださい。

ζの設問については次の工う念答えが見られる。
上 中 下 計

A 「念かまのがんを助ける気持ちでいづばいだ
A 14 1 4 4 34 

った。 J
B 8 11 5 24 

B 「す〈わねば念 らない念か士のすがたがある
円U 。 。

だけでした。 J
D 。 2 。 2 

。「そのがんの身代タになっ・てやろうと恩った B 2 4 

Kちがい念い。J F 。 2 

D fしんばいでしょうか.i}:かった。 J
G 。 。

B 「ずといしよう としてたたかう気持ちJ
X 4 5 5 1 4 

F U'<:>:'たたかうだけj
ム 4 B i 3 

。r心が一つ』てなっていたJ
感じ取片方のニュアンスの途いはあるがA--D(61名〉は念かまをたすけるという点托中心を .

億き， E-G(  7名)はたたかうという点、!，C中心を置いて読みとっている。その中Bの答えな，本

文κf残雪の自には，人間もはやぶさもあ句ませんでした。た..，;，教わねばならないなかまのすが

たがあるだけでした。 jとあるのを，そのまま書いたものである。もちろんとれは「人間もはやぶ

さもあ句まぜんでした。」左いうその時の残雪の気持ちを ，rプz:'.{ ，救わねばiIらiIい念かさのすー

がたがあるだけでした。 iと〈り返し叙述している表現で，ととを指摘するととは文脈的κも閣議
いではないが.叙述が間接的で，ζの設問に対する答えとしては .Aの£うな説明にするのが妥当

であろう。

十， r大造じいさんは強〈心をうたれて sだだの烏に対じているよう念気がしませんでした。 j
大造 じいさんは，どん念気がしたのでしょうか ，説明 してく ださい。

との設問に立すする答えは次のようであった。

A rた立の烏でなくえらい鳥だと恩うた。 j

B r烏主畑ももっとえらいものj

。r人閣のよう念気がした。 Jr烏ではな〈てえらい人J
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ぴ 以上の{也

fかんしんしたJr念んだかかわいそう K念った。 J
「念んだかわるいととをしているみたい念気がするJ 上 中 下 計

f 心をうたれてな1"をしているかわから授かったc J A. 2 2 4 8 

fいや念きもちJrがんがしぬと患った。 j B ι 5 2 1 1 

E 「最後の時を感じて，ぜめてがんのかしらと してのい
。1 4 1 2 -: 33 

げんをきずっけまいと.努力しているようでもあ句まし D 2 7 t 0 

た。 J E 5 4 2 ? 

との中， .Eは，本文VC<bる文をそのまま書いたものであり， x 3 1 1 8 22 

しかもそれは大造じいさんの気持ちを説明した3どではを<，会 ム 。。2 2 
〈の錯誤である。

以上あげてきた数々の答えを見ると，子供たちの感，1:方，理解のし方はさまざまでる畑，子供た

ちはそれぞれその生活体験や心性の発還に応じた読解をしているととが推察される。とうした読み

の多織性は物語的文章の特1'1:心f融当表現の読みに見られる著しい機相である。

3-女牽全体の意R車体骨量j化について

文章全体をどのように読んだか，どのよう K意味体制化しているかを見るKは，銃後にその文章

の梗械を書かせてみるのがもっともよい方法のようκ思われる。

た'>，ζれ1'1:は読みとったととろをそのまま表現しうるかどうか，表現力Kよって脅かれたものκ

差糞があることはやむを得ない。

したがってある穆皮筏織を番〈指導を司をすべきであヲて，その上でその舎かれた複級を見るとと

によヲてその児窓生徒の意味体制化の状態を推察する ζとができるのである。， 
十二 「との話のちらすじを番いてぐださい。 J

との設問('L対ナる答を一応ABCDEの5段階K分けて評価すると，その人数は下表のごと<1'1:

なる史上中下位若手の違いがそのさ L榎阪の3平相I'Cあらわれ

てきている。とうしたととは問題十五でも舟ぼ同様左傾 よ 中 下 計

向が見られる。
A 4 。。 4 
B 1 2 4 日 16 

十五，大造じいさんの残雪K対する気持ちが始めはどの 、内， 5 4 。 ? 
ょうでそれがどのよう Kかわっていヲたか，その気持ちの D 4 ? 4 1 7 

動きのだいたいを，話のすじにしたがって説明して〈ださ E 5 22 19 46 

い。 ム 。。 5 5 
ζの設問に対する答えは，.A B C Dの4段階に分けて評

価ナると，その人会長は右き慢のどと〈であった。 上 中 下 計

A 9 2 日 1 1 
さて，他の問題では必ずしもそうでな<，との十五の場

B D 19 1 1 8 
合でもそれほどでないが，十二の梗織を番ぐことは学級差

円、， 7 t 4 s 29 
1'C著しいものがあった。 A ，B学級とさらκc学級を加え D. z 1 5 1 1 29 

て右tて表示する."(.f. B C各学級の上申下位鮮の割合はそ ム B 日 7 7 

れぞれ異3まっているが， ζれは前κ述ペプヒ知能と国籍成綴
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から芸評j句出した基準に従って群ZIJしたためである。 BとCは同一校である。 Aは別校)

右の表でわかるよう κB学級は特f'L成績がわる<， 7 9 o/c 

が日の評価K属する。梗紙を
A学級 B学級 。学級

を害〈指導が7zされていえt

いのである。梗e慨を望書〈と
上 中 下 計 上 中 下 雪f 上 中 下 計

A 4 。 。 4 。 。 。 。 2 思 。 2 

いうととは文章全体を意味 B 1 2 4 o 16 。 。 。 。 5 。 色

体制イとナるしととであり， 。 4 4 日 8 。 。 1 5 Z 8 

読みを確認するしごとでも D 5 5 4 12 4 。 5 4 ι 

ある。との綾織を番〈学習 E 。 7 6 15 5 1 5 1 3 33 。 4 7 13 

は読み(!cなける意味体制化
ム 。 。 。 。 。 。 5・ 五 。 5 4 

のカを養う上tても有効であ。
言十 232010 53 7 19 16 42 5 21 1541 

ろうと恩われる。ぞうした意味噌績を町闘はたいせつにほければ合防いと思う。

さてとのG学級はこの調査問題をーから十までの部分を省き，設問十ーからあとを行念ったので

ある""A ， B学級は，ー~十の部分的にか念旬突込んだ問題を通して， 読みを重ねてきて絵師 ，そ

れらを省いて直接十一以後の払暗にぶつかったものと ，文章全体の意味犯援κかなりの違いが見ら
れるのではるるまいかと予想していたのであるが，結果は予想に反して，上のように前者K少しも

劣るととるが1まいのである。とれは問題十三だけでな(，ととには一々例示し念いが他の問題につ

いても同様であった。 ζのととは恐ら(，との程度の文章では一回の読みにbいて，全体的念意味

内容の把握や意味体制j化は，出来上ってしまうので，全体的志内容把擦のためκ二回三回読み返す

必要は左いといえるのではないか。とのととは今日普通に行なわれている読解の学習指定義Kいささ

か吟味を加える必要を感じさせることκ念るかも知れ念h。しかしとれも，もっとむずかしい文章

の場合Kは怒らぐまた別な調査結象があらわれるのでないかと考えられるc

念事;>，十三，十四の問題κついて調査結集を記して鐙(0 (これまでと同じ<， A ， B学級の合

計で示す〉

十三(1)，(ー〕では ，残雪はどのよう念烏として舎かれてい

ますかー

A r 句 ζ う~鳥と しでかかれている j

B r念かまたちをしどうしてたすけてやる烏J

c r大造じいさんからにぐまれている鳥j

D r 左翁のつばさ~ーか所ずつまっ白なまじ句毛をもっ

ているので，かりうどたちがら残雪とよばれている。 J

十三(2)'(ニ〕では残雪はどのよう念鳥として響かれています治、

A rつよい烏Jrゅうきのある烏J
B .rなかまをたすけてやる，鳥Jrしんせつな烏j

c rさいどに大造じいさんを感心させた鳥」

D rと句とはいえ，いかにもとうタょうらしい烏J
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十四，大造じいさんは残雪のひきいるがんをとらえようとして
上 中 下 計

どんなけい hゃくを使いましたか。 A 1 5 1 0 26 

A う念ぎ}-.r句のとととシとりのととと両方かいたもの。 B 1 1 1 4 1 6 41 

弓 う~ ~.~t 句のととだけかいた もの。
。 4 守 1 4 

。がとりのととだけかいたもの X 
. 
リ 5 6 1 1 

ム 。 z >; 

民~:!長生徒の一人一人Kついてその回答の一定議会娼げてな〈。

上中下位鮮に大別し，そのrpは，E支Pci.汁ニ〈寝I!!DのAB C D Eの願K配列した。知能偏差値 ・国

語成総を付した。設笥十二，十五以外のABO……Id評価で念ぐ答えの署員型であるから必ずしもC

より Bが.I:(Bよ骨Aが主いというわけではない。た ずしその中にはいかにも低次t.J:.あるいはあ

きらかに誤bと見なされる答の頬裂もある。 Xは無意味な答， ム!'I1m答，

知 . 駐比 十十十十十十

骨量 ι怯 一=四四五 六七八九 十 一 二 三三幽 :Ji
イ ロ H口

上 59 5 A A A 13 AADAAB  A A A B A 

上 74 4 A B A C A B BλA  X A D X A B 

上 7.5 4 A A 3 B A A D A A X A D X A B 

上 65 4 A B X a A A A ^ A B A A A A B 

よ56 4 A A A A A A A A A B A A A A B 

上 5 A X A B A A .B B A C B A A A A 

上 70 4 A B A D A B A A A A B A A A A 

上 69 4 A A A "3 A A D B A 
内》 B A A ;.. A 

上64 4 A X A 。 A A A B A C B A D A A 

上77 4 A B A D A A A A A B B A B A B 

上 64 5 A C A c 、 A A D B A E B X X B 0 

上71 4 A A A A A B A A A 0 B A A 0 凶，、

上68 5 A X A B A B D B A D B A A A 0 

4 A A A B AAACAX  B A c B D 
{ 

よ68 5 A B 0 D A A o C A X 3 A c B D 

上 68 5 }. A B B A A B A A A C B B A A 

上 67 4 A A A A ABAAAB  。D D A A 
上 75 5 A A X 0 A B E X A 内 ::: B A 。Ad 

上 66 5 :: A 0λ  AXAXXB  C A B 0 D 

上 75 4 A B A B A A D A A 'J D D A C B 

上57 4 A A ム A A A A A _~ ~ D B A B B 
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知 成 十十 十 十十十

ー能 績
ー=四 四 五六七 八九十 }一三三四五
イロ 村口

上 78 5 A A A X AACDAB  D A A A 0 

.1:::69 5 X A C A :A B F F A 0 D D X B C 

上67 4 A A A B A A D B A X D X X B C 

上66 4 A ム A D A B D B A C D A A B C 

上 58 5 A A A ム A B D B A 0 E X A A B 

上57 4 C B A B A C :o B ム回 E C X B B 

上69 5 A B ム ーム ム A ム o A D E B A B B 

上60 4 A ム O ム A B D ム A 。 E B X B 0 

上 7.a 5 A A X C AACXAE  E 0 X B D 

中64 5 A X A B A B X A A 。 B A A C B 

中 61 5 A A A B A A A A A 0 8 B A B B 

中57 5 o A C A Jl. BAAA  向、J B B A B B 

中 53 4 A A A A A A D B A 、円， B A A A 0 

中56 2 X X X X X X X B A D B A A A 0 

中 56 2 A B 0 B AXAAXC  B A X 0 D 

中56 :S A X A B A B 0 B A A o X A B A 

中58 3 A A A X A A A B A X ::: 'X X 8 B 

中56 5 X A B C XXA8XC  C ム 3 o C 

中 4日 3 A B A B A B A A A 。 C A B A 。

中55 4 A A A A A A o A A C D D A o B 

r.t 5 2 4 A A. A D T. A X B A D D A A C C 

中 47 4 A A A C ム X D ムム C D A X 0 C 

中 48 3 A X X B A A 0 D A B D A A A C 

中44 3 A A A B ABXBAO  D A .A B C 

中55 4 A B A A .A X ムム A D o 0 A B D 

中(;3 5 C X 0 A X A B B A C D A ム B D 

中 58 3 A X X C ABDOAX  D X C B D 

中50 3 A X C A A A C B A X E B X B A 

中 39 4 A A B B A C A .A A '0 E A A X B 

中 59 3 C X A A A A A B A D E .A A A B 

-中 57 3 .A .X A 0 A X D X X g E B X ，A E 
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知 成 十十 十 十 十四 十

有量 絞
- 四四五六七 八九 十 一二 三 三 五
イ ロ H口

中 57 5 A B ムム ム A F A A U 内 E A B A 。

中51 5 A B c x A B D A A C E A A A 。

中 49 5 C A C 。 A B A A A A E X C B C 

中42 5 A .ムム G A X D D A 。 E B X B C 

中 41 5 A A 3 X A A A A X E E A X C 0 

中41 5 A X B X A X ム A A E E X B A 円、J

中40 3 C ム C ム ム X B ム A X E X X ム O

中55 4 A A ム A AXDEA X E X X C D 

中40 4 A A A C A ム X B X D 6:: X X X 0 

中 62 5 A X 0 A A B DAAX  E X X B D 

中 59 5 A X X B A ム D B A E E B C B D 

中54 5 A X A 0 A A C A X D E X X A D 

中54 5 。 ムム X A X B A X D E C X X D 

中51 3 A A X B A B X X A X E A A B D 

中46 5 B X B X A 0 ・A B X X E B X 13 D 

中57 2 A X X 0 X X A X A X 芭 X X X D 

rI' 5 8 2 X X B ム A ム A A A X E X X C D 

下 54 2 A ム X X χA  D X A 門 、，、J 3 A C A 、J

下 53 2 A A C B A A A A X A D A A B D 

下 48 2 A X A A AXAF X B D A X B 。

下45 2 A X X C A B E B AX  D X X B 内、J

下 35 2 A B A A A I1 D A A B D A A 0 円、J

下 25 T X ム B X X X X A A B D A A 0 内u 

下 4.5 2 X X A X A A A B A A B B ム B C 

下 43 2 A A ムム A A ムム A 。 E B B B 。

下 32 B X 0 X A A A C A c B C X B :J 

下 x X X X A ム X B X A E X X B 0 

下 33 5 A X A ム A X D ムム O E X X B D 

下 53 2 A A B B A A C X A X E B A X D 

下 51 2 X A 。 。 A ム c X X X E X X B 0 

下 48 2 A A X A A X A ムム X E X X B 0 

下 45 2 A A B X A 0 B A A 0 E X X X 0 

下 44 2 A X B X X X D A .A 0 E A X B 0 
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知 成 ト十十卜十 十

能 綴
ー 三四四五 六七八九十一一三三四五
イロ 付口

下.c2 2 A A プ A AAJ，A AA  ~ A A B D 

下五 ? 1 X X !主 X XXAXXX  E X X B D 

下 44 2 A ム B ム A ム D A A 0 E X X B ム

下 39 2 A A X D ABCXXD  ~ B A B ム

下.36 2 X A ム X A ムムムム X E X X X ム

下.37 2 X A X X AXABXE  B X X X ム

下 26 2 ム X X X X ムム X ムム E X X ムム

下 44 2 X 勺 O D ムムムム A C ム X X X-D 

下 4.3 ム X ム X X ム ム工、 X X ムコi X X D 

下.30 1 X ムムム ムムムムムo ム ムムムム ム

中学校 Z年 生

[本女 と 調査開館〕

昆俣 の上のサ ワ，ン

おそらく気まぐれな狩猟車置かいたずら好きな鉄砲1Jちかが，ねらい繁ちにしたものにちがい

ありませ/同わたしはiP!U';力以でーわのがんがきしんでいるの必みつけました。がんは.その

径の翼を Qらの血糊で測し，治1怠な右の軍軍だけむなしく羽ばたきさせて-'水専の筒主主した

湿地で怒鳴をあげていたのです。

2 わたしは足替を忍ばせながら ，傷つ いたがんに返づいて，それぞ両手で拾いあげました。

そとで， ζ のーわの渡り鳥の羽毛ゃからだの緩かみは.ねたしの両手にfまわり，乙の属高q:，

簿外に君主たい闘方は ，このときのわたしの思い腐した心.... I'1'Iii!めてくれました。わたレ11.

どうしてもζの鳥居じようぷにしてやろうと決心して，それI.e陶手にかかえて.量買に持っ

て帰りました。そしてへやの雨戸径約めきって ，わたしは五悩の沼気の下で ，とのぬの傷

の治療にとりかかったわけですc

る けれどがんという烏は， ほの略いととろでも目が見えるらしく .洗百五畿の石炭酸やヨー

ドホルムのびんを足げにして ，わたしの手術しようとするじゃまをします。そ乙で少しば

かり手予定ではありましたが .わたしは絞の両足を糸で鈎り ，あばれる彼の右の裂をそのl政

体に押しつけ，そうして細長い彼の首ぞわたしのまたの闘にはさんで .

「じっとしていろj

としかりました。

4 と乙ろが， 彼はねたレの飢切安穏鮒に誤解しまレた。わたしの治療が終わってレ・まうま

で ， わたしのまたの附からは ， あの秋の夜ふけに~~縦るがんの戸がしきりに関ζえたの

です。

5 治療が終ってからも，ねたしは傷口の出血が止まるま-c;.後>!i:'縛ったままにしておき法

した。さもなければ ，へやの仰をあばれまわって，偽日にちりがはいるおそれがあったの
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です伊

d わた しは治綴の結果が心百Eで した。手術の祭事浅などわたしは鈴うていないので .鉛童会削り

の小刀でもって，告互の事まから四売の微妙をほじくり出し ，その術口径石炭政でtたって ，ヨー

ドホルムをふりかけておいたのです。六発の散弾が爽の肉の張倒11からはいりζ んで，そのう

ちの二発は，肉を裂からま竪につ色主主けていました。たぶん， ζ の用地->:eねらい舷ちにした男は

がんが君主に鍔いあがったと乙ろ夜見て.鋭の引き金を引いたのでレょう。そレて ，たまに当

ったがんは .Z1!から斜めに落ちてさて，負傷のいたでがなおるまで.7J(1習の巾で休んでいる

つもりでいたのでしょう。ちょうどそζへわたしが巡りかかったわけで ，そのときわたしは

ζ 台ばに普い笈わせはいほど廊託レた気持ちで，沼池の俸を散歩レていたのです。

7 わたしは .縛ったままのがん令へやの中にEまき去りにして ，隣の部屋で石炭酸のにおいの

する手1.e1:i¥:ったり .がんに与えるえさ彩作ったりしていまレた。けれどわたし自身は，たい

へん疲れてしまっているのに気がついて，わたしは火ばちにもたれて殴ることにしました。

ζ ういう狼りというものは，しばしば .窓外に長い居!鴎りとなってしまうものです。そして

彼ふけになってからでなくては，自が怠めないというようなととがあります。

8・ わたしは主主夜中ζろになって闘がさめました。けたたましいがんのl鳴き声によって，例を

さましたのです。隣のへやで .傷ついたがんは，かん蒔くかっ短く， 三度ほど鳴きました。

足音ぞ忍ばぜて，ふすまのすさまからのぞいてみると ， がんは足~震を:~られたまま，克燭

の問主怨のほうに主主をさし伸べて，もう一度鳴いてみたいようすを していました。おそらく .

ζの負傷した君主り局は .定怨のあかりを夜ふげの月と見，ちがえたので しょう。

がんの傷がすっかりなおると.わたしはζ の烏の両方の潔ぞ羽だけ貫主<.切っで ，高差で放し

飼いにする ζとにしました。 ζのぬは非常に人なっこい馳らしく.わたしが外出するときに

は刊の出口までわたしのあと径つけてきたり.夜ふけになると型艇のまわりを歩きまわったり

して，あたかも鈎い犬がその紛い主に仕えるのと少しも変わりませんでした。わたしはとの

鳥にサワ シという名前をつけ ・ 野選~m池への散歩に巡れて出か けたり レたのです。

「サワ ン。サワンj

サワンは属そう"/;l.足どり で .わたしのあとについてきます。

2 沼地は，言でにまm~:の装いをしていました。 その岸には，わたしの符たけとほとんど雨じ

~さに細い遂の脅互誌がr'Jtり.水面には ， 多くの水慈の広い楽や純白ゆ絡が成脅していました

サワンは ，どるやら乙の沼池谷好んだらしいのです。彼は水にすべり ζ むと ，短い事選で羽ば

1こ重きしたり尽>.'e鐙ったりして.在置がとの水浴に飽きてしまわなければ，わたしがいくら呼ん

でも .7J<カ、ら」ェがってきませんでした。そういうとき ，わたしは原むらに寝ころんで .常に

わたし自身の考えにふけるのがならわしでありました。なるほどわたしは ，サワンの水浴を

見守るために沼池へ出かけたのではなく .わたしの屈託した忽怨脅迫い払うために散歩に出

かけたのです。

5 サワンは .水茜に浮かぶととを好んだばかりでなく，水にもぐるζ とぞも好みまじた。時

としては，十幾分間も水申に鴻んでいるζ とさえもありました。 しかし君偉いにしてζ の沼池

の水はよく澄んでいたので，わたしは ，サワンが水Jif.T.e駆け主主わったり，えEさをあさったり

する援を見物する ζとができました。

4 がんという烏は ，元来 .H聞の光線や太騎熱を妻子まない ものら しいのです。わたしが ，サ

ワン~うっち ゃっておく ときには ， 彼は終回 . 廊下の下にうずくまって ，昼夜ばかりする轡

微でした。けれど絞は.(.tコたしは砲の木戸毎閉じて彼が逃亡しないしがけにしておいたので

すが〉サワ ンほかきねを破ろうとしたり .木戸をと0・魁えようとレたり して，なかなか景色気
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銭んでした。

やがて哀が過ぎ，秋になって ，ある自のととです。それはζ がらしの激しく吹き去った

あとの夜ふげのととでtす。わたしはねまきのよにどてら径はおってその日の午後にせんた

くしてかわさきらなかったたびを，よくかわかそうとして，火ばち0;.・ :~~であぶっていました。

ζ んな場合には，だれしも自分自身だけの考えにふけったり，ふと乙ろ手そしたりして，

あすの耳目は息く怒きてやろうなぞと考えがちなものですω そうして，炭火であぶっている

たびが.焦げ臭くなっているのに気がつかないととさえあります。..…・・・・そのときわたし

は ，サワンのかん奇い鳴き声を聞きました。その鳴き声は .1'1主ふけの静け容をものものし

い騒がレさに転じさせました。硲かに戸外では，伺かサワンの抑縫を興奮させる事件が起

ζ ったものにちがいありまぜん。

2 わたしは克患を闘いてみました。

「サワン。大きな声で嶋くな。 j

けれど ，サワンの怒鳴はやみ玄ぜんでした。慾の外の木立ちは，まだ乙ずえにそれぞれF図

書帯弔きためて.斡に手唱を触れれば，幾百、もの践が一時に降りを主いだでありましょう。けれど

すでによく晴れわたった月夜でありまレた。

5 わたしは.~.'.é越えて舛に出てみまーした。するとサワンは，わたしの家の屡棋の1買上に立

って，その長い首>té~に ;蕊くさし伸べ，彼としてはできるかgり大をきな芦で. ~おいていた

わけなのです。彼が首をさし伸ばしている方角の笠には，月が一一一夜ふけになって上る月

のむらわしとして赤くよごれたいびつな見が，光っていました。そうレて.s.lの左側から

お側の方向に向かつて a夜空に結く ，三ばのがんが飛ぴ去っているところでした。わたし

は気がっさました。との三ばのがんとサワンは筏の商いととろと庭綬の」二とで，互いに声

に力を ζ めて総書きかわしていたのであります。サワンがたとえばダ声ぞ三つに切って鳴く

と i三ばのがんのいずれかが声を三つに切って瞬き.彼らはf可かを富吉レ合っていたのにち

がいiloりません。望書するととろ，サワシは三ばの僚友たちに向かうて.rわたしをいっし
止に連れていってくれ。 j

と叫んでいたのでありましょう。

4 わたしは，サワンが述げ出すのを心配レて ，彼の鳴きj!Ifにととばをさしはさみました。

「サワン。鐙緩から|怒りてとい。 J

サワンの態度はいつもとは違って，ねたしのきいつけを無視して，三はのがんに鳴さすが

るばかりです。わたレはロ賞者畢吹いて停んでみたり .両手で手招きしたりレていましたが

ついたまらなぐなうて，事事されで . ~木の枝;(ëただいて.どならなければならなくなり事

した。

r.サりン。おまえそんなに;腎いととろへ登って，危険だよ。恩く除りて乙い。乙ら.おま
えどうしても降りてとないのか。 J

5 1:1れどサワンは，三ばの僚友たちの姿と鳴き声とがまったく消え去ってし渓うまでは，

患者望の演ーとから降りようとしなかったのです。もしζ のときのサワンのあり Eさまぞながめ

る人があるならば.おそらく，次のような場面を心に撒くととができたでし上うが一一遠い

緩れ烏に源流した君主人の哲学者が ，十年ぶりにようやく沖ぞ濁りすがった絡やみつけたと

きのめりさまー- -;(e.人々は原綬の上のサワンの姿に見，る ζ とができたνでしょう。

6 サワンがふたたび屋根などに飛び昌るがらないようにするためには，彼の足をひもで総人

で，ひものー鳴を主主にくくりつげておかなければならないはずです。けれどわたしは，そ

事 ういう手荒なζ とを滋織しました。後に対するわたしの盟主着を裏切って，彼が速いととろ
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に逃げ安ろうとは，まるで信じられなかったからです。わたしは彼の:lT.I->.'e.それ以上に短く

すれば傷つくほど，綬'く切っていたので歩。あまり彼を苛瀦に取り扱う ζ とを ，わたしは好

みませんでした。

7 ただ，わ，たしは翌日になってから，サヲンをしかりつけただけでし・た。

『サワン。おまえ，逃げたりなんかしないだろうな。!そんな持事情なととはよしてくれ.J 

わたしはサワンに，彼が三巴かかっても食ぺきれないほど，多量なえ怠を与えました。

間

サワYは，屋根に宣って必ずかん高い声で鳴く習慣を覚えました。それは月の鳴るい夜に

そレて夜ふけに彼られていました。そういうときに .わたしは机にひじを勺いたま::...，また

は夜ふけの寝床の中で.サワンの鳴き声に答えると乙ろの，夜空を行くがんの声に耳を鎖け

ゆるのでありました。その買というのは，よほど注怠しなければ開くととができないほど，

そんなにかすかながんの選管です。それは.聞きようによっては，夜ふけそれ自体がBlt独の

ためにうち負かされてもらす嘆息かとも思われて，もしそうだとすれば，サワンは夜ふけの

嘆息と書活必していたわ、けであふりましょう。 4、

主

その夜は sサワンがいつもよりさらにかん寓く鳴きました。。ほとんど号泣に近かヲたぐら

いです。

けれどわたしは，彼が昆綬に聖堂nたときに限うて，わたしの冒いつげぞ守らないζ とを知っ

ていたので，タもに出てみようとはしませんでし光。事iの前にすわってみたり.阜く彼の鳴き

声が~んでくれればいいと願ったり，あすからは彼の:lÞ.I右・切らないととにして，出発の自由

を与えてやらなくてはなるまb、。などと考えたりレていたのです。そうして，寝床にはいっ

てからも.たとえばもの?とい風雨の音を聞くまいとする幼児が眠るときのように，わたし

はふ占んを電車のとζろまでかぶって，限ろうと努力しました。ぞれゆえ，サワンの号泣はも

はや開ζえなくなりましたが，サワシが屋綬の頂上に立って.!?l!~仰いで鳴いている姿は，

わたしの心の申から，消え去りはしなかゥたのです。そ乙でわたしの想像の中に現われたサ

ワンもかん商く 鳴き叫んで ，実際にわたしを図らせてしまったのであり ます。

2 わたしは決心しました。あすの朗になゥたら，サワンの重量に羽の皐く生じる集局を鎗って

やろう。新鮮な羽は，彼の好みのままの空局くへ彼をひしょうさせるでしょう。万ーにもわ

たしに育E誌な趣味だああならば .わたしは彼の足仁ブリキぎれの指絡をはめてやってゐいい

そのプり寄ぎむには. íサワンよ .月明の~を ， 高く楽しく飛べよ。」という乙とばを .小

刀で彫りつけτもいい。 .

5・ 翌日，わたしはサワンの主径が見えないのに突幼主つきました。

「サワン，出てζぃ。 J

わたしはろうはいしました。廊下の下にも患錬のよにら ，どとにもいないのです。そしてト

令ンのひさしのよには.一本の胸毛が .Mらかにサワンの胸毛であったのですが，トタンの

継ぎめにささって，朝の微風にそよいでいます。わたしは急いで.沼池へも行ってみましだ.

41 そとにもサワンはいないらしいけはいでした。婦にはえている背の高い箪は.その裳の先

費電にすでに穏状花序の笑喝をつけて，わたしの肩や帽子に.納豆邑の種が散り注いだのでありま

す。

サワン，サワシはいないか。い忍ならば，出てきてくれ。どうか積む。出てζい。 J

水底には積物の朽ちた築がおんでいて，サワンは決して乙乙にもいないととが判明しまレた
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あなたは ，との文章を読んで，サワンがついに逃げてしまうだろうというζ とを第O怒鍛
F 匂笠 井 1

の然Oli愛吉富あたりまで統んだ時に，はっきり感じ取りましたかo ぃ
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